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    第一章


    
      1第だい三十年ねん四月がつ五日かに、わたしがケバル川がわのほとりで、捕囚ほしゅうの人々ひとびとのうちにいた時とき、天てんが開ひらけて、神かみの幻まぼろしを見みた。 2これはエホヤキン王おうの捕とらえ移うつされた第だい五年ねんであって、その月つきの五日かに、 3主しゅの言葉ことばがケバル川がわのほとり、カルデヤびとの地ちでブジの子こ祭司さいしエゼキエルに臨のぞみ、主しゅの手てがその所ところで彼かれの上うえにあった。
    


    
      4わたしが見みていると、見みよ、激はげしい風かぜと大おおいなる雲くもが北きたから来きて、その周囲しゅういに輝かがやきがあり、たえず火ひを吹ふき出だしていた。その火ひの中なかに青銅せいどうのように輝かがやくものがあった。 5またその中なかから四つの生いきものの形かたちが出でてきた。その様子ようすはこうである。彼かれらは人ひとの姿すがたをもっていた。 6おのおの四つの顔かおをもち、またそのおのおのに四つの翼つばさがあった。 7その足あしはまっすぐで、足あしのうらは子こ牛うしの足あしのうらのようであり、みがいた青銅せいどうのように光ひかっていた。 8その四方しほうに、そのおのおのの翼つばさの下したに人ひとの手てがあった。この四つの者ものはみな顔かおと翼つばさをもち、 9翼つばさは互たがいに連つらなり、行ゆく時ときは回まわらずに、おのおの顔かおの向むかうところにまっすぐに進すすんだ。 10顔かおの形かたちは、おのおのその前方ぜんぽうに人ひとの顔かおをもっていた。四つの者ものは右みぎの方ほうに、ししの顔かおをもち、四つの者ものは左ひだりの方ほうに牛うしの顔かおをもち、また四つの者ものは後うしろの方ほうに、わしの顔かおをもっていた。 11彼かれらの顔かおはこのようであった。その翼つばさは高たかく伸のばされ、その二つは互たがいに連つらなり、他たの二つをもってからだをおおっていた。 12彼かれらはおのおのその顔かおの向むかうところへまっすぐに行いき、霊れいの行ゆくところへ彼かれらも行ゆき、その行ゆく時ときは回まわらない。 13この生いきもののうちには燃もえる炭すみの火ひのようなものがあり、たいまつのように、生いきものの中なかを行ゆき来きしている。火ひは輝かがやいて、その火ひから、いなずまが出でていた。 14生いきものは、いなずまのひらめきのように速はやく行ゆき来きしていた。
    


    
      15わたしが生いきものを見みていると、生いきもののかたわら、地ちの上うえに輪わがあった。四つの生いきものおのおのに、一つずつの輪わである。 16もろもろの輪わの形かたちと作つくりは、光ひかる貴きかんらん石いしのようである。四つのものは同おなじ形かたちで、その作つくりは、あたかも、輪わの中なかに輪わがあるようである。 17その行ゆく時とき、彼かれらは四方しほうのいずれかに行いき、行ゆく時ときは回まわらない。 18四つの輪わには輪わ縁ぶちと輻やとがあり、その輪わ縁ぶちの周囲しゅういは目めをもって満みたされていた。 19生いきものが行ゆく時ときには、輪わもそのかたわらに行いき、生いきものが地ちからあがる時ときは、輪わもあがる。 20霊れいの行ゆく所ところには彼かれらも行いき、輪わは彼かれらに伴ともなってあがる。生いきものの霊れいが輪わの中なかにあるからである。 21彼かれらが行ゆく時ときは、これらも行いき、彼かれらがとどまる時ときは、これらもとどまり、彼かれらが地ちからあがる時ときは、輪わもまたこれらと共ともにあがる。生いきものの霊れいが輪わの中なかにあるからである。
    


    
      22生いきものの頭あたまの上うえに水晶すいしょうのように輝かがやく大空おおぞらの形かたちがあって、彼かれらの頭あたまの上うえに広ひろがっている。、 23大空おおぞらの下したにはまっすぐに伸のばした翼つばさがあり、たがいに相連あいつらなり、生いきものはおのおの二つの翼つばさをもって、からだをおおっている。 24その行ゆく時とき、わたしは大水おおみずの声こえ、全能者ぜんのうしゃの声こえのような翼つばさの声こえを聞きいた。その声こえの響ひびきは大軍たいぐんの声こえのようで、そのとどまる時ときは翼つばさをたれる。 25また彼かれらの頭あたまの上うえの大空おおぞらから声こえがあった。彼かれらが立たちとどまる時ときは翼つばさをおろした。
    


    
      26彼かれらの頭あたまの上うえの大空おおぞらの上うえに、サファイヤのような位くらいの形かたちがあった。またその位くらいの形かたちの上うえに、人ひとの姿すがたのような形かたちがあった。 27そしてその腰こしとみえる所ところの上うえの方ほうに、火ひの形かたちのような光ひかる青銅せいどうの色いろのものが、これを囲かこんでいるのを見みた。わたしはその腰こしとみえる所ところの下したの方ほうに、火ひのようなものを見みた。そして彼かれのまわりに輝かがやきがあった。 28そのまわりにある輝かがやきのさまは、雨あめの日ひに雲くもに起おこるにじのようであった。
    


    
      主しゅの栄光えいこうの形かたちのさまは、このようであった。わたしはこれを見みて、わたしの顔かおをふせたとき、語かたる者ものの声こえを聞きいた。
    

  


  


  
    第二章


    
      1彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、立たちあがれ、わたしはあなたに語かたろう」。 2そして彼かれがわたしに語かたられた時とき、霊れいがわたしのうちに入いり、わたしを立たちあがらせた。そして彼かれのわたしに語かたられるのを聞きいた。 3彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、わたしはあなたをイスラエルの民たみ、すなわちわたしにそむいた反逆はんぎゃくの民たみにつかわす。彼かれらもその先祖せんぞも、わたしにそむいて今日こんにちに及およんでいる。 4彼かれらは厚顔こうがんで強情ごうじょうな者ものたちである。わたしはあなたを彼かれらにつかわす。あなたは彼かれらに『主しゅなる神かみはこう言いわれる』と言いいなさい。 5彼かれらは聞きいても、拒こばんでも、（彼かれらは反逆はんぎゃくの家いえだから）彼かれらの中なかに預言者よげんしゃがいたことを知しるだろう。 6人ひとの子こよ、彼かれらを恐おそれてはならない。彼かれらの言葉ことばをも恐おそれてはならない。たといあざみといばらがあなたと一緒いっしょにあっても、またあなたが、さそりの中なかに住すんでも、彼かれらの言葉ことばを恐おそれてはならない。彼かれらの顔かおをはばかってはならない。彼かれらは反逆はんぎゃくの家いえである。 7彼かれらが聞きいても、拒こばんでも、あなたはただわたしの言葉ことばを彼かれらに語かたらなければならない。彼かれらは反逆はんぎゃくの家いえだから。
    


    
      8人ひとの子こよ、わたしがあなたに語かたるところを聞ききなさい。反逆はんぎゃくの家いえのようにそむいてはならない。あなたの口くちを開ひらいて、わたしが与あたえるものを食たべなさい」。 9この時ときわたしが見みると、見みよ、わたしの方ほうに伸のべた手てがあった。また見みよ、手ての中なかに巻物まきものがあった。 10彼かれがわたしの前まえにこれを開ひらくと、その表おもてにも裏うらにも文字もじが書かいてあった。その書かかれていることは悲かなしみと、嘆なげきと、災わざわいの言葉ことばであった。
    

  


  


  
    第三章


    
      1彼かれはわたしに言いわれた。「人ひとの子こよ、あなたに与あたえられたものを食たべなさい。この巻物まきものを食たべ、行いってイスラエルの家いえに語かたりなさい」。 2そこでわたしが口くちを開ひらくと、彼かれはわたしにその巻物まきものを食たべさせた。 3そして彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、わたしがあなたに与あたえるこの巻物まきものを食たべ、これであなたの腹はらを満みたしなさい」。わたしがそれを食たべると、それはわたしの口くちに甘あまいこと蜜みつのようであった。
    


    
      4彼かれはまたわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、イスラエルの家いえに行いって、わたしの言葉ことばを語かたりなさい。 5わたしはあなたを、異国いこく語ごを用もちい、舌したの重おもい民たみにつかわすのでなく、イスラエルの家いえにつかわすのである。 6すなわちあなたがその言葉ことばを知しらない、異国いこく語ごの舌したの重おもい多おおくの民たみにつかわすのではない。もしわたしがあなたをそのような民たみにつかわしたら、彼かれらはあなたに聞きいたであろう。 7しかしイスラエルの家いえはあなたに聞きくのを好このまない。彼かれらはわたしに聞きくのを好このまないからである。イスラエルの家いえはすべて厚顔こうがんでまた強情ごうじょうである。 8見みよ、わたしはあなたの顔かおを彼かれらの顔かおに向むかって堅かたくし、あなたの額ひたいを彼かれらの額ひたいに向むかって堅かたくした。 9わたしはあなたの額ひたいを岩いわよりも堅かたいダイヤモンドのようにした。ゆえに彼かれらを恐おそれてはならない。彼かれらの顔かおをはばかってはならない。彼かれらは反逆はんぎゃくの家いえである」。 10また彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、わたしがあなたに語かたるすべての言葉ことばをあなたの心こころにおさめ、あなたの耳みみに聞ききなさい。 11そして捕囚ほしゅうの人々ひとびと、あなたの民たみの人々ひとびとの所ところへ行いって、彼かれらが聞きいても、彼かれらが拒こばんでも、『主しゅなる神かみはこう言いわれる』と彼かれらに言いいなさい」。
    


    
      12時ときに霊れいがわたしをもたげた。そして主しゅの栄光えいこうがその所ところからのぼった時とき、わたしの後うしろに大おおいなる地震じしんの響ひびきを聞きいた。 13それは互たがいに相触あいふれる生いきものの翼つばさの音おとと、そのかたわらの輪わの音おとで、大おおいなる地震じしんのように響ひびいた。 14霊れいはわたしをもたげ、わたしを取とり去さったので、わたしは心こころを熱あつくし、苦々にがにがしい思おもいで出でて行いった。主しゅの手てが強つよくわたしの上うえにあった。 15そしてわたしはケバル川がわのほとりのテルアビブにいる捕囚ほしゅうの人々ひとびとのもとへ行いき、七日なぬかの間あいだ、驚おどろきあきれて彼かれらの中なかに座ざした。
    


    
      16七日なぬか過すぎて後のち、主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 17「人ひとの子こよ、わたしはあなたをイスラエルの家いえのために見守みまもる者ものとした。あなたはわたしの口くちから言葉ことばを聞きくたびに、わたしに代かわって彼かれらを戒いましめなさい。 18わたしが悪人あくにんに『あなたは必かならず死しぬ』と言いうとき、あなたは彼かれの命いのちを救すくうために彼かれを戒いましめず、また悪人あくにんを戒いましめて、その悪わるい道みちから離はなれるように語かたらないなら、その悪人あくにんは自分じぶんの悪あくのために死しぬ。しかしその血ちをわたしはあなたの手てから求もとめる。 19しかし、もしあなたが悪人あくにんを戒いましめても、彼かれがその悪あくをも、またその悪わるい道みちをも離はなれないなら、彼かれはその悪あくのために死しぬ。しかしあなたは自分じぶんの命いのちを救すくう。 20また義人ぎじんがその義ぎにそむき、不義ふぎを行おこなうなら、わたしは彼かれの前まえに、つまずきを置おき、彼かれは死しぬ。あなたが彼かれを戒いましめなかったゆえ、彼かれはその罪つみのために死しに、その行おこなった義ぎは覚おぼえられない。しかしその血ちをわたしはあなたの手てから求もとめる。 21けれども、もしあなたが義人ぎじんを戒いましめて、罪つみを犯おかさないように語かたり、そして彼かれが罪つみを犯おかさないなら、彼かれは戒いましめを受うけいれたゆえに、その命いのちを保たもち、あなたは自分じぶんの命いのちを救すくう」。
    


    
      22その所ところで主しゅの手てがわたしの上うえに臨のぞみ、彼かれはわたしに言いわれた、「立たって、平野へいやに出でて行いきなさい。その所ところでわたしはあなたに語かたろう」。 23そこで、わたしは立たって平野へいやに出でて行いった。見みよ、主しゅの栄光えいこうが、かつてわたしがケバル川がわのほとりで見みた栄光えいこうのように、その所ところに立たち現あらわれたので、わたしはひれ伏ふした。 24しかし霊れいがわたしのうちにはいって、わたしを立たちあがらせ、わたしに語かたって言いった、「行いって、あなたの家いえにこもっていなさい。 25人ひとの子こよ、見みよ、彼かれらはあなたの上うえになわをかけ、それであなたを縛しばり、あなたを民たみの中なかに行いかせないようにする。 26わたしはあなたの舌したを上うえあごにつかせ、あなたをおしにして、彼かれらを戒いましめることができないようにする。彼かれらは反逆はんぎゃくの家いえだからである。 27しかし、わたしがあなたと語かたるときは、あなたの口くちを開ひらく。あなたは彼かれらに『主しゅなる神かみはこう言いわれる』と言いわなければならない。聞きく者ものは聞きくがよい、拒こばむ者ものは拒こばむがよい。彼かれらは反逆はんぎゃくの家いえだからである。
    

  


  


  
    第四章


    
      1人ひとの子こよ、一枚まいのかわらを取とって、あなたの前まえに置おき、その上うえにエルサレムの町まちを描えがきなさい。 2そしてこれを取とり囲かこみ、これにむかって雲梯うんていを設もうけ、塁るいを築きずき、陣じんを張はり、その回まわりに城しろくずしを備そなえてこれを攻せめなさい。 3また鉄てつの板いたをとり、それをあなたと町まちの間あいだに置おいて鉄てつの壁かべとなし、あなたの顔かおをこれに向むけなさい。町まちをこのように囲かこんで、その包囲ほういを押おし進すすめなさい。これがイスラエルの家いえのしるしである。
    


    
      4あなたはまた自分じぶんの左ひだり脇わきを下したにして寝ねなさい。わたしはあなたの上うえにイスラエルの家いえの罰ばつを置おく。あなたはこのようにして寝ねている日ひの間あいだ、彼かれらの罰ばつを負おわなければならない。 5わたしは彼かれらの罰ばつの年数ねんすうに等ひとしいその日ひ数かず、すなわち三百九十日にちをあなたのために定さだめる。その間かんあなたはイスラエルの家いえの罰ばつを負おわなければならない。 6あなたはその期間きかんを終おわったなら、また右みぎ脇わきを下したにして寝ねて、ユダの家いえの罰ばつを負おわなければならない。わたしは一日にちを一年ねんとして四十日にちをあなたのために定さだめる。 7あなたは自分じぶんの顔かおをエルサレムの包囲ほういの方ほうに向むけ、腕うでをあらわし、町まちに向むかって預言よげんしなければならない。 8見みよ、わたしはあなたに、なわをかけて、あなたの包囲ほういの期間きかんの終おわるまで、左右さゆうに動うごくことができないようにする。
    


    
      9あなたはまた小麦こむぎ、大麦おおむぎ、豆まめ、レンズ豆まめ、あわ、はだか麦むぎを取とって、一つの器うつわに入いれ、これでパンを造つくり、あなたが横よこになって寝ねる日ひの数かず、すなわち三百九十日にちの間あいだこれを食たべなければならない。 10あなたが食たべる食物しょくもつは量はかって一日にちに二十シケルである。あなたは一日にちに一度どこれを食たべなければならない。 11また水みずを量はかって一ヒンの六分ぶんの一を一日にちに一度ど飲のまなければならない。 12あなたは大麦おおむぎの菓子かしのようにしてこれを食たべなさい。すなわち彼かれらの目めの前まえでこれを人ひとの糞ふんで焼やかなければならない」。 13そして主しゅは言いわれた、「このようにイスラエルの民たみはわたしが追おいやろうとする国々くにぐにの中なかで汚けがれたパンを食たべなければならない」。 14そこでわたしは言いった、「ああ、主しゅなる神かみよ、わたしは自分じぶんを汚けがしたことはありません。わたしは幼おさない時ときから今日こんにちまで、自然しぜんに死しんだものや、野獣やじゅうに裂さき殺ころされたものを食たべたことはありません。また汚けがれた肉にくがわたしの口くちにはいったことはありません」。 15すると彼かれはわたしに言いわれた、「見みよ、わたしは牛うしの糞ふんをもって人ひとの糞ふんに換かえることをあなたにゆるす。あなたはそれで自分じぶんのパンを整ととのえなさい」。 16またわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、見みよ、わたしはエルサレムで人ひとのつえとするパンを打うち砕くだく。彼かれらはパンを量はかって、恐おそれながら食たべ、また水みずを量はかって驚おどろきながら飲のむ。 17これは彼かれらをパンと水みずとに乏とぼしくし、互たがいに驚おどろいて顔かおを見合みあわせ、その罰ばつのために衰おとろえさせるためである。
    

  


  


  
    第五章


    
      1人ひとの子こよ、鋭するどいつるぎを取とり、それを理髪りはつ師しのかみそりとして、あなたの頭あたまと、ひげとをそり、はかりで量はかって、その毛けを分わけなさい。 2その三分ぶんの一は包囲ほういの期間きかんの終おわる時とき、町まちの中なかで火ひで焼やき、また三分ぶんの一を取とり、つるぎで町まちのまわりでこれを打うち、さらに三分ぶんの一を風かぜに散ちらしなさい。わたしはつるぎを抜ぬいて、彼かれらのあとを追おう。 3あなたはその毛けを少すこし取とって、衣ころものすそに包つつみ、 4またそのうちから少すこしを取とって火ひの中なかに投なげ入いれ、火ひでこれを焼やきなさい。火ひはその中なかから出でて、イスラエルの全家ぜんかに及およぶ。 5主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしはこのエルサレムを万国ばんこくの中なかに置おき、国々くにぐにをそのまわりに置おいた。 6エルサレムは他たの国々くにぐによりも悪あしく、わたしのおきてにそむき、そのまわりの国々くにぐによりもわたしの定さだめにそむいた。すなわち彼かれらはわたしのおきてを捨すて、わたしの定さだめに歩あゆまなかった。 7それゆえ主しゅはこう言いわれる、あなたがたはそのまわりにいる異邦人いほうじんよりも狂暴きょうぼうであって、わたしの定さだめに歩あゆまず、わたしのおきてを行おこなわず、むしろ、あなたがたの回まわりにいる異邦人いほうじんのおきてを守まもっていた。 8それゆえ主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしはあなたを攻せめ、異邦人いほうじんの目めの前まえで、あなたの中なかにさばきを行おこなう。 9あなたのもろもろの憎にくむべき事ことのために、わたしがまだした事ことのないような事こと、またこの後のちふたたびしないような事ことをあなたに対たいしてする。 10それゆえ、あなたのうちで父ちちはその子こを食くい、子こはその父ちちを食くう。わたしはあなたに対たいしてさばきを行おこない、あなたのうちの残のこりの者ものをことごとく四方しほうの風かぜに散ちらす。 11それゆえ、主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている。あなたはその忌いむべき物ものと、その憎にくむべき事こととをもって、わたしの聖所せいじょを汚けがしたので、わたしは必かならずあなたの数かずを減へらす。わたしの目めはあなたを惜おしみ見みず、またわたしはあなたをあわれまない。 12あなたの三分ぶんの一はあなたの中なかで疫病えきびょうで死しに、ききんで滅ほろび、三分ぶんの一はあなたのまわりでつるぎに倒たおれ、三分ぶんの一は四方しほうの風かぜに散ちらされる。わたしはつるぎを抜ぬいてそのあとを追おう。
    


    
      13こうしてわたしは怒いかりを漏もらし尽つくし、憤いきどおりを彼かれらの上うえに漏もらして、満足まんぞくする。こうして、わたしの憤いきどおりを彼かれらの上うえに漏もらし尽つくした時とき、彼かれらは主しゅであるわたしが熱心ねっしんに語かたったことを知しるであろう。 14わたしはまわりにある国々くにぐにの中なかと、すべてそばを通とおる者ものの目めの前まえであなたを滅亡めつぼうとあざけりに渡わたす。 15わたしが怒いかりと、憤いきどおりと、重おもい懲罰ちょうばつとをもって、あなたに対たいしてさばきを行おこなう時とき、あなたはそのまわりにある国々くにぐにのあざけりとなり、そしりとなり、戒いましめとなり、驚おどろきとなる。これは主しゅであるわたしが語かたるのである。 16すなわち、わたしがあなたを滅ほろぼすききんの矢や、滅亡めつぼうの矢やをあなたに放はなつ時とき、わたしはあなたを滅ほろぼすために放はなつのだ。わたしはあなたの上うえにききんを増まし加くわえ、あなたがつえとするパンを打うち砕くだく。 17わたしはあなたにききんと野獣やじゅうを送おくって、あなたの子こを奪うばい取とり、また疫病えきびょうと流血りゅうけつにあなたの中なかを通とおらせ、またつるぎをあなたに送おくる。主しゅであるわたしがこれを言いう」。
    

  


  


  
    第六章


    
      1主しゅの言葉ことばが、わたしに臨のぞんで言いった、 2「人ひとの子こよ、あなたの顔かおをイスラエルの山々やまやまに向むけ、預言よげんして、 3言いえ。イスラエルの山々やまやまよ、主しゅなる神かみの言葉ことばを聞きけ。主しゅなる神かみは山やまと丘おかと、谷たにと川かわに向むかって、こう言いわれる、見みよ、わたしはつるぎをあなたがたに送おくり、あなたがたの高たかき所ところを滅ほろぼす。 4あなたがたの祭壇さいだんは荒あらされ、あなたがたの香こうの祭壇さいだんはこわされる。わたしはあなたがたの偶像ぐうぞうの前まえに、あなたがたの殺ころされた者ものを投なげ出だす。 5わたしはイスラエルの民たみの死体したいを彼かれらの偶像ぐうぞうの前まえに置おき、骨ほねをあなたがたの祭壇さいだんのまわりに散ちらす。 6すべてあなたがたの住すむ所ところで町々まちまちは滅ほろぼされ、高たかき所ところは荒あらされる。こうしてあなたがたの祭壇さいだんはこわし荒あらされ、あなたがたの偶像ぐうぞうは砕くだかれて滅ほろび、あなたがたの香こうの祭壇さいだんは倒たおされ、あなたがたのわざは消けし去さられる。 7また殺ころされた者ものはあなたがたのうちに倒たおれる。これによって、あなたがたはわたしが主しゅであることを知しるようになる。
    


    
      8わたしは、あなたがたのある者ものを生いかしておく。あなたがたが、つるぎをのがれて国々くにぐにの中なかにおり、国々くにぐにに散ちらされる時とき、 9あなたがたのうちののがれた者ものは、その捕とらえ移うつされた国々くにぐにの中なかでわたしを思おもい出だす。これはわたしが、彼かれらのわたしを離はなれた姦淫かんいんの心こころと、偶像ぐうぞうを慕したって姦淫かんいんを行おこなう目めをくじくからである。そして彼かれらはそのもろもろの憎にくむべきことと、その犯おかした悪あくのために、みずからをいとうようになる。 10そして彼かれらはわたしが主しゅであることを知しる。この災わざわいを彼かれらに対たいして下くだすと、わたしが言いったのは決けっしてむなしい事ことではない」。
    


    
      11主しゅなる神かみはこう言いわれる、「あなたは手てを打うち、足あしを踏ふみならして言いえ。ああ、イスラエルの家いえのすべての悪あしき憎にくむべき者ものはわざわいだ。彼かれらはつるぎと、ききんと、疫病えきびょうに倒たおれるからである。 12遠とおくにいる者ものは疫病えきびょうで死しに、近ちかくにいる者ものはつるぎに倒たおれる。生いき残のこって身みを全まっとうする者ものはききんによって死しぬ。このようにわたしはわが憤いきどおりを彼かれらの上うえに漏もらし尽つくす。 13彼かれらの殺ころされる者ものがその偶像ぐうぞうの中なかにあり、その祭壇さいだんのまわりにあり、すべての高たかき丘おかの上うえにあり、すべての山やまの頂いただきにあり、すべての青あお木きの下したにあり、すべての茂しげったかしの木きの下したにあり、彼かれらがこうばしいかおりを、すべての偶像ぐうぞうにささげた所ところにある時とき、あなたがたはわたしが主しゅであることを知しるのである。 14わたしはまた手てを彼かれらの上うえに伸のべて、その地ちを荒あらし、すべて彼かれらの住すむ所ところを、荒野あらのからリブラまで荒あれ地ちとする。これによって彼かれらはわたしが主しゅであることを知しるようになる」。
    

  


  


  
    第七章


    
      1主しゅの言葉ことばがまたわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、イスラエルの地ちの終おわりについて主しゅはこう言いわれる、この国くにの四方しほうの境さかいに終おわりが来きた。 3いま、あなたの終おわりが来きた。わたしはわが怒いかりをあなたに漏もらし、あなたの行おこないに従したがって、あなたをさばき、あなたのもろもろの憎にくむべき物もののためにあなたを罰ばっする。 4わたしの目めはあなたを惜おしみ見みず、またあなたをあわれまない。わたしはあなたの行おこないのためにあなたを罰ばっする。あなたの憎にくむべき事ことがあなたのうちにある。これによって、あなたがたはわたしが主しゅであることを知しるようになる。
    


    
      5主しゅなる神かみはこう言いわれる、災わざわいが引ひき続つづいて起おこる。見みよ、災わざわいが来くる。 6終おわりが来くる。その終おわりが来くる。それが起たって、あなたに臨のぞむ。見みよ、それが来くる。 7この地ちに住すむ者ものよ、あなたの最後さいごの運命うんめいがあなたに来きた。時ときは来きた。日ひが近ちかづいた。混乱こんらんの日ひで、山々やまやまに聞きこえる喜よろこびの日ひではない。 8今いまわたしは、すみやかにわたしの憤いきどおりをあなたの上うえに注そそぎ、わたしの怒いかりをあなたに漏もらし尽つくし、あなたの行おこないに従したがってあなたをさばき、あなたのもろもろの憎にくむべき事ことのためにあなたを罰ばっする。 9わたしの目めはあなたを惜おしみ見みず、またあなたをあわれまない。わたしはあなたの行おこないのためにあなたを罰ばっする。あなたの憎にくむべき事ことがあなたのうちにある。これによって、あなたがたは、主しゅであるわたしがあなたを撃うつことを知しるようになる。
    


    
      10見みよ、その日ひを。また見みよ、かの日ひが来きた。あなたの最後さいごの運命うんめいが来きた。不義ふぎは花はな咲さき、高たかぶりは芽めを出だした。 11暴虐ぼうぎゃくはつのって悪あくのつえとなった。彼かれらもその群衆ぐんしゅうも、その富とみも消きえ、また彼かれらの名声めいせいも消きえて何なにも残のこらなくなる。 12時ときは来きた。日ひは近ちかづいた。買かう者ものは喜よろこぶな。売うる者ものは悲かなしむな。怒いかりがすべての群衆ぐんしゅうの上うえに臨のぞむからだ。 13売うる者ものはたとい生いきていても、その売うったものに帰かえることはない。怒いかりがそのすべての民衆みんしゅうの上うえにあるからだ。それはもとに帰かえらない。その不義ふぎのために、だれも命いのちを全まっとうすることはできない。
    


    
      14人々ひとびとがラッパを吹ふいて備そなえをしても戦たたかいに出でる者ものはない。それはわたしの怒いかりがそのすべての群衆ぐんしゅうの上うえにあるからだ。 15外そとにはつるぎがあり、内うちには疫病えきびょうとききんがある。畑はたけにいる者ものはつるぎに死しに、町まちにいる者ものはききんと疫病えきびょうに滅ほろぼされる。 16そのうちの、のがれる者ものは谷間たにまのはとのように山々やまやまに行いって、おのおの皆みなその罪つみのために悲かなしむ。 17両手りょうてとも弱よわくなり、両りょうひざとも水みずのように弱よわくなる。 18彼かれらは荒布あらぬのを身みにまとい、恐おそれが彼かれらをおおい、すべての顔かおには恥はじがあらわれ、すべての頭あたまは髪かみをそり落おとす。 19彼かれらはその銀ぎんをちまたに捨すて、その金きんはあくたのようになる。主しゅの怒いかりの日ひには金銀きんぎんも彼かれらを救すくうことはできない。それらは彼かれらの飢うえを満足まんぞくさせることができない、またその腹はらを満みたすことができない。それは彼かれらの不義ふぎのつまずきであったからだ。 20彼かれらはその美うつくしい飾かざり物ものを高たかぶりのために用もちい、またこれをもってその憎にくむべき偶像ぐうぞうと忌いむべき物ものを造つくった。それゆえわたしはこれを彼かれらに対たいして汚けがれたものとする。 21わたしはこれを外国がいこく人じんの手てに渡わたして奪うばわせ、地ちの悪人あくにんに渡わたしてかすめさせる。彼かれらはこれを汚けがす。 22わたしは彼かれらから顔かおをそむけて、彼かれらにわたしの聖所せいじょを汚けがさせる。強盗ごうとうがこれにはいって汚けがし、 23また荒あれ地ちとする。
    


    
      この地ちは流血りゅうけつのとがに満みち、この町まちは暴虐ぼうぎゃくに満みちているゆえ、 24わたしは国々くにぐにのうちの悪わるい者ものどもを招まねいて、彼かれらの家いえをかすめさせる。わたしは強つよい者ものの高たかぶりをやめさせる。また彼かれらの聖所せいじょは汚けがされる。 25滅ほろびが来くるとき、彼かれらは平安へいあんを求もとめても得えられない。 26災わざわいに災わざわいが重かさなりきたり、知しらせに知しらせが相あいつぐ。その時とき、彼かれらは預言者よげんしゃに幻まぼろしを求もとめる。しかし律法りっぽうは祭司さいしのうちに絶たえ、計はかりごとは長老ちょうろうのうちに絶たえる。 27王おうは悲かなしみ、つかさは望のぞみを失うしない、その地ちの民たみの手てはおののきによってこわばる。わたしは彼かれらの行おこないに従したがって彼かれらをあつかい、そのさばきに従したがって彼かれらをさばく。そして彼かれらはわたしが主しゅであることを知しるようになる」。
    

  


  


  
    第八章


    
      1第だい六年ねんの六月がつ五日かにわたしがわたしの家いえに座ざし、ユダの長老ちょうろうたちがわたしの前まえに座ざしていたとき、主しゅなる神かみの手てがわたしの上うえに下くだった。 2わたしは見みていると、見みよ、人ひとのような形かたちがあって、その腰こしとみられる所ところから下したは火ひのように見みえ、腰こしから上うえは光ひかる青銅せいどうのように輝かがやいて見みえた。 3彼かれは手てのようなものを伸のべて、わたしの髪かみの毛けをつかんだ。そして霊れいがわたしを天てんと地ちの間あいだに引ひきあげ、神かみの幻まぼろしのうちにわたしをエルサレムに携たずさえて行いき、北きたに向むかった内庭うちにわの門もんの入口いりぐちに至いたらせた。そこには、ねたみをひき起おこすねたみの偶像ぐうぞうがあった。 4見みよ、そこに、わたしがかの平野へいやで見みた幻まぼろしのようなイスラエルの神かみの栄光えいこうがあらわれた。
    


    
      5時ときに彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、目めをあげて北きたの方ほうをのぞめ」。そこでわたしが目めをあげて北きたの方ほうをのぞむと、見みよ、祭壇さいだんの門もんの北きたにあたって、その入口いりぐちに、このねたみの偶像ぐうぞうがあった。 6彼かれはまたわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、あなたは彼かれらのしていること、すなわちイスラエルの家いえがここでしている大おおいなる憎にくむべきことを見みるか。これはわたしを聖所せいじょから遠とおざけるものである。しかしあなたは、さらに大おおいなる憎にくむべきことを見みるだろう」。
    


    
      7そして彼かれはわたしを庭にわの門もんに行いかせた。わたしが見みると、見みよ、壁かべに一つの穴あながあった。 8彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、壁かべに穴あなをあけよ」。そこでわたしが壁かべに穴あなをあけると、見みよ、一つの戸とがあった。 9彼かれはわたしに言いわれた、「はいって、彼かれらがここでなす所ところの悪あしき憎にくむべきことを見みよ」。 10そこでわたしがはいって見みると、もろもろの這はうものと、憎にくむべき獣けものの形かたち、およびイスラエルの家いえのもろもろの偶像ぐうぞうが、まわりの壁かべに描えがいてあった。 11またイスラエルの家いえの長老ちょうろう七十人にんが、その前まえに立たっていた。シャパンの子こヤザニヤも、彼かれらの中なかに立たっていた。おのおの手てに香炉こうろを持もち、そしてその香こうの煙けむりが雲くものようにのぼった。 12時ときに彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、イスラエルの家いえの長老ちょうろうたちが暗くらい所ところで行おこなう事こと、すなわちおのおのその偶像ぐうぞうの室しつで行おこなう事ことを見みるか。彼かれらは言いう、『主しゅはわれわれを見みられない。主しゅはこの地ちを捨すてられた』と」。 13またわたしに言いわれた、「あなたはさらに彼かれらがなす大おおいなる憎にくむべきことを見みる」。
    


    
      14そして彼かれはわたしを連つれて主しゅの家いえの北きたの門もんの入口いりぐちに行いった。見みよ、そこに女おんなたちがすわって、タンムズのために泣ないていた。 15その時とき、彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、あなたはこれを見みたか。これよりもさらに大おおいなる憎にくむべきことを見みるだろう」。
    


    
      16彼かれはまたわたしを連つれて、主しゅの家いえの内庭うちにわにはいった。見みよ、主しゅの宮みやの入口いりぐちに、廊ろうと祭壇さいだんとの間あいだに二十五人にんばかりの人ひとが、主しゅの宮みやにその背中せなかを向むけ、顔かおを東ひがしに向むけ、東ひがしに向むかって太陽たいようを拝おがんでいた。 17時ときに彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、あなたはこれを見みたか。ユダの家いえにとって、彼かれらがここでしているこれらの憎にくむべきわざは軽かるいことであるか。彼かれらはこの地ちを暴虐ぼうぎゃくで満みたし、さらにわたしを怒いからせる。見みよ、彼かれらはその鼻はなに木きの枝えだを置おく。 18それゆえ、わたしも憤いきどおって事ことを行おこなう。わたしの目めは彼かれらを惜おしみ見みず、またあわれまない。たとい彼かれらがわたしの耳みみに大声おおごえで呼よばわっても、わたしは彼かれらの言いうことを聞きかない」。
    

  


  


  
    第九章


    
      1時ときに彼かれはわたしの耳みみに大声おおごえに呼よばわって言いわれた、「町まちを罰ばっする者ものたちよ、おのおの滅ほろぼす武器ぶきをその手てに持もって近ちかよれ」と。 2見みよ、北きたに向むかう上うえの門もんの道みちから出でて来くる六人にんの者ものがあった。おのおのその手てに滅ほろぼす武器ぶきを持もち、彼かれらの中なかのひとりは亜麻あま布ぬのを着き、その腰こしに物ものを書かく墨すみつぼをつけていた。彼かれらははいって来きて、青銅せいどうの祭壇さいだんのかたわらに立たった。
    


    
      3ここにイスラエルの神かみの栄光えいこうがその座ざしているケルビムから立たちあがって、宮みやの敷居しきいにまで至いたった。そして主しゅは、亜麻あま布ぬのを着きて、その腰こしに物ものを書かく墨すみつぼをつけている者ものを呼よび、 4彼かれに言いわれた、「町まちの中なか、エルサレムの中なかをめぐり、その中なかで行おこなわれているすべての憎にくむべきことに対たいして嘆なげき悲かなしむ人々ひとびとの額ひたいにしるしをつけよ」。 5またわたしの聞きいている所ところで他たの者ものに言いわれた、「彼かれのあとに従したがい町まちをめぐって、撃うて。あなたの目めは惜おしみ見みるな。またあわれむな。 6老若男女ろうにゃくなんにょをことごとく殺ころせ。しかし身みにしるしのある者ものには触ふれるな。まずわたしの聖所せいじょから始はじめよ」。そこで、彼かれらは宮みやの前まえにいた老人ろうじんから始はじめた。 7この時とき、主しゅは彼かれらに言いわれた、「宮みやを汚けがし、死人しにんで庭にわを満みたせ。行いけ」。そこで彼かれらは出でて行いって、町まちの中なかで撃うった。 8さて彼かれらが人々ひとびとを打うち殺ころしていた時とき、わたしひとりだけが残のこされたので、ひれ伏ふして、叫さけんで言いった、「ああ主しゅなる神かみよ、あなたがエルサレムの上うえに怒いかりを注そそがれるとき、イスラエルの残のこりの者ものを、ことごとく滅ほろぼされるのですか」。
    


    
      9主しゅはわたしに言いわれた、「イスラエルとユダの家いえの罪つみは非常ひじょうに大おおきい。国くには血ちで満みち、町まちは不義ふぎで満みちている。彼かれらは言いう、『主しゅはこの地ちを捨すてられた。主しゅは顧かえりみられない』。 10それゆえ、わたしの目めは彼かれらを惜おしみ見みず、またあわれまない。彼かれらの行おこなうところを、彼かれらのこうべに報むくいる」。
    


    
      11時ときに、かの亜麻あま布ぬのを着き、物ものを書かく墨すみつぼを腰こしにつけていた人ひとが報告ほうこくして言いった、「わたしはあなたがお命めいじになったように行おこないました」。
    

  


  


  
    第十章


    
      1時ときにわたしは見みていたが、見みよ、ケルビムの頭あたまの上うえの大空おおぞらに、サファイヤのようなものが王座おうざの形かたちをして、その上うえに現あらわれた。 2彼かれは亜麻あま布ぬのを着きたその人ひとに言いわれた、「ケルビムの下したの回まわる車くるまの間あいだにはいり、ケルビムの間あいだから炭火すみびをとってあなたの手てに満みたし、これを町中まちぢゅうにまき散ちらせ」。
    


    
      そして彼かれはわたしの目めの前まえではいった。 3この人ひとがはいった時とき、ケルビムは宮みやの南側みなみがわに立たっていた。また雲くもはその内庭うちにわを満みたしていた。 4主しゅの栄光えいこうはケルビムの上うえから宮みやの敷居しきいの上うえにあがり、宮みやは雲くもで満みち、庭にわは主しゅの栄光えいこうの輝かがやきで満みたされた。 5時ときにケルビムの翼つばさの音おとが大能たいのうの神かみが語かたられる声こえのように外そと庭にわにまで聞きこえた。
    


    
      6彼かれが亜麻あま布ぬのを着きている人ひとに、「回まわる車くるまの間あいだ、ケルビムの間あいだから火ひを取とれ」。と命めいじた時とき、その人ひとははいって、輪わのかたわらに立たった。 7ひとりのケルブはその手てをケルビムの間あいだから伸のべて、ケルビムの間あいだにある火ひを取とり、亜麻あま布ぬのを着きた人ひとの手てに置おいた。すると彼かれはこれを取とって出でて行いった。 8ケルビムはその翼つばさの下したに人ひとの手てのような形かたちのものを持もっているように見みえた。
    


    
      9わたしが見みていると、見みよ、ケルビムのかたわらに四つの輪わがあり、一つの輪わはひとりのケルブのかたわらに、他たの輪わは他たのケルブのかたわらにあった。輪わのさまは、光ひかる貴きかんらん石いしのようであった。 10そのさまは四つとも同おなじ形かたちで、あたかも輪わの中なかに輪わがあるようであった。 11その行ゆく時ときは四方しほうのどこへでも行いく。その行ゆく時ときは回まわらない。ただ先頭せんとうの輪わの向むくところに従したがい、その行ゆく時ときは回まわることをしない。 12その輪わ縁ふち、その輻や、および輪わには、まわりに目めが満みちていた。—その輪わは四つともこれを持もっていた。 13その輪わはわたしの聞きいている所ところで、「回まわる輪わ」と呼よばれた。 14そのおのおのには四つの顔かおがあった。第だい一の顔かおはケルブの顔かお、第だい二にの顔かおは人ひとの顔かお、第だい三はししの顔かお、第だい四はわしの顔かおであった。
    


    
      15その時ときケルビムはのぼった。これがケバル川がわでわたしが見みた生いきものである。 16ケルビムの行ゆく時とき、輪わもそのかたわらに行いき、ケルビムが翼つばさをあげて地ちから飛とびあがる時ときは、輪わもそのかたわらを離はなれない。 17その立たちどまる時ときは、輪わも立たちどまり、そののぼる時ときは、輪わも共ともにのぼる。生いきものの霊れいがその中なかにあるからである。
    


    
      18時ときに主しゅの栄光えいこうが宮みやの敷居しきいから出でて行いって、ケルビムの上うえに立たった。 19するとケルビムは翼つばさをあげて、わたしの目めの前まえで、地ちからのぼった。その出でて行いく時とき、輪わもまたこれと共ともにあり、主しゅの宮みやの東ひがしの門もんの入口いりぐちの所ところへ行いって止とまった。イスラエルの神かみの栄光えいこうがその上うえにあった。
    


    
      20これがすなわちわたしがケバル川がわのほとりで、イスラエルの神かみの下したに見みたかの生いきものである。わたしはそれがケルビムであることを知しっていた。 21これにはおのおの四つの顔かおがあり、おのおの四つの翼つばさがあり、また人ひとの手てのようなものがその翼つばさの下したにあった。 22その顔かおの形かたちは、ケバル川がわのほとりでわたしが見みたそのままの顔かおである。おのおのその前まえの方ほうにまっすぐに行いった。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1時ときに霊れいはわたしをあげて、東ひがしに向むかう主しゅの宮みやの東ひがしの門もんに連つれて行いった。見みよ、その門もんの入口いりぐちに二十五人にんの者ものがいた。わたしはその中なかにアズルの子こヤザニヤと、ベナヤの子こペラテヤを見みた。共ともに民たみのつかさであった。 2すると彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、これらの者ものはこの町まちの中なかで悪わるい事ことを考かんがえ、悪わるい計はかりごとをめぐらす人々ひとびとである。 3彼かれらは言いう、『家いえを建たてる時ときは近ちかくはない。この町まちはなべであり、われわれは肉にくである』と。 4それゆえ、彼かれらに向むかって預言よげんせよ。人ひとの子こよ、預言よげんせよ」。
    


    
      5時ときに、主しゅの霊れいがわたしに下くだって、わたしに言いわれた、「主しゅはこう言いわれると言いえ、イスラエルの家いえよ、考かんがえてみよ。わたしはあなたがたの心こころにある事ことどもを知しっている。 6あなたがたはこの町まちに殺ころされる者ものを増まし、殺ころされた者ものをもってちまたを満みたした。 7それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、町まちの中なかにあなたがたが置おく殺ころされた者ものは肉にくである。この町まちはなべである。しかし、あなたがたはその中なかから取とり出だされる。 8あなたがたはつるぎを恐おそれた。わたしはあなたがたにつるぎを臨のぞませると、主しゅは言いわれる。 9またわたしはあなたがたをその中なかから引ひき出だして、他国たこく人じんの手てに渡わたし、あなたがたをさばく。 10あなたがたはつるぎに倒たおれる。わたしはあなたがたをイスラエルの境さかいでさばく。これによってあなたがたはわたしが主しゅであることを知しるようになる。 11この町まちはあなたがたに対たいしてなべとはならず、あなたがたはその肉にくとはならない。わたしはイスラエルの境さかいであなたがたをさばく。 12これによって、あなたがたはわたしが主しゅであることを知しるようになる。あなたがたはわたしの定さだめに歩あゆまず、またわたしのおきてを行おこなわず、かえってその周囲しゅういの他国たこく人じんのおきてに従したがって行おこなっているからである」。
    


    
      13このようにわたしが預言よげんしていた時とき、ベナヤの子こペラテヤが死しんだので、わたしは打うち伏ふして、大声おおごえで叫さけんで言いった、「ああ主しゅなる神かみよ、あなたはイスラエルの残のこりの者ものをことごとく滅ほろぼそうとされるのですか」。
    


    
      14時ときに主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんで言いった、 15「人ひとの子こよ、あなたの兄弟きょうだい、あなたの友とも、あなたの兄弟きょうだいである捕とらわれ人びと、イスラエルの全家ぜんか、エルサレムの住民じゅうみんは言いった、『彼かれらが主しゅから遠とおく離はなれた。この地ちはわれわれの所有しょゆうとして与あたえられているのだ』と。 16それゆえ、言いえ、『主しゅなる神かみはこう言いわれる、たといわたしは彼かれらを遠とおく他国たこく人じんの中なかに移うつし、国々くにぐにの中なかに散ちらしても、彼かれらの行いった国々くにぐにで、わたしはしばらく彼かれらのために聖所せいじょとなる』と。 17それゆえ、言いえ、『主しゅはこう言いわれる、わたしはあなたがたをもろもろの民たみの中なかから集あつめ、その散ちらされた国々くにぐにから集あつめて、イスラエルの地ちをあなたがたに与あたえる』と。 18彼かれらはその所ところに来くる時とき、そのもろもろのいとうべきものと、もろもろの憎にくむべきものとをその所ところから取とり除のぞく。 19そしてわたしは彼かれらに一つの心こころを与あたえ、彼かれらのうちに新あたらしい霊れいを授さづけ、彼かれらの肉にくから石いしの心こころを取とり去さって、肉にくの心こころを与あたえる。 20これは彼かれらがわたしの定さだめに歩あゆみ、わたしのおきてを守まもって行おこない、そして彼かれらがわたしの民たみとなり、わたしが彼かれらの神かみとなるためである。 21しかしいとうべきもの、憎にくむべきものをその心こころに慕したって歩あゆむ者ものには、彼かれらの行おこないに従したがってそのこうべに報むくいると、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    


    
      22時ときにケルビムはその翼つばさをあげた。輪わがそのかたわらにあり、イスラエルの神かみの栄光えいこうがその上うえにあった。 23主しゅの栄光えいこうが町まちの中なかからのぼって、町まちの東ひがしにある山やまの上うえに立たちどまった。 24その時とき、霊れいはわたしをあげ、神かみの霊れいによって、幻まぼろしのうちにわたしをカルデヤの捕とらわれ人びとの所ところへ携たずさえて行いった。そしてわたしが見みた幻まぼろしはわたしを離はなれてのぼった。 25そこでわたしは主しゅがわたしに示しめされた事ことをことごとくかの捕とらわれ人びとに告つげた。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、あなたは反逆はんぎゃくの家いえの中なかにいる。彼かれらは見みる目めがあるが見みず、聞きく耳みみがあるが聞きかず、彼かれらは反逆はんぎゃくの家いえである。 3それゆえ、人ひとの子こよ、捕囚ほしゅうの荷物にもつを整ととのえ、彼かれらの目めの前まえで昼ひるのうちに移うつれ、彼かれらの目めの前まえであなたの所ところから他たの所ところに移うつれ。彼かれらは反逆はんぎゃくの家いえであるが、あるいは彼かれらは顧かえりみるところがあろう。 4あなたは、捕囚ほしゅうの荷物にもつのようなあなたの荷物にもつを、彼かれらの目めの前まえで昼ひるのうちに持もち出だせ。そして捕囚ほしゅうに行ゆくべき人々ひとびとのように、彼かれらの目めの前まえで夕ゆうべのうちに出でて行いけ。 5すなわち彼かれらの目めの前まえで壁かべに穴あなをあけ、そこから出でて行いけ。 6あなたは彼かれらの目めの前まえでその荷物にもつを肩かたに負おい、やみのうちにそれを運はこび出だせ。あなたの顔かおをおおって地ちを見みるな。わたしはあなたをしるしとなして、イスラエルの家いえに示しめすのだ」。
    


    
      7そこでわたしは命めいじられたようにし、捕囚ほしゅうの荷物にもつのような荷物にもつを昼ひるのうちに持もち出だし、夕ゆうべにはわたしの手てで壁かべに穴あなをあけ、やみのうちに彼かれらの目めの前まえで、これを肩かたに負おって運はこび出だした。
    


    
      8次つぎの朝あさ、主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 9「人ひとの子こよ、反逆はんぎゃくの家いえであるイスラエルの家いえは、あなたに向むかって、『何なにをしているのか』と言いわなかったか。 10あなたは彼かれらに言いいなさい、『主しゅなる神かみはこう言いわれる、この託宣たくせんはエルサレムの君きみ、およびその中なかにあるイスラエルの全家ぜんかにかかわるものである』と。 11また言いいなさい、『わたしはあなたがたのしるしである。わたしがしたとおりに彼かれらもされる。彼かれらはとりこにされて移うつされる』と。 12彼かれらのうちの君きみは、やみのうちにその荷物にもつを肩かたに載のせて出でて行いく。彼かれは壁かべに穴あなをあけて、そこから出でて行いく。彼かれは顔かおをおおって、自分じぶんの目めでこの地ちを見みない。 13わたしはわたしの網あみを彼かれの上うえに打うちかける。彼かれはわたしのわなにかかる。わたしは彼かれをカルデヤびとの地ちのバビロンに引ひいて行いく。しかし彼かれはそれを見みないで、そこで死しぬであろう。 14またすべて彼かれの周囲しゅういにいて彼かれを助たすける者ものおよび彼かれの軍隊ぐんたいを、わたしは四方しほうに散ちらし、つるぎを抜ぬいてそのあとを追おう。 15わたしが彼かれらを諸しょ国民こくみんの中なかに散ちらし、国々くにぐににまき散ちらすとき、彼かれらはわたしが主しゅであることを知しる。 16ただし、わたしは彼かれらのうちに、わずかの者ものを残のこして、つるぎと、ききんと、疫病えきびょうを免まぬかれさせ、彼かれらがおこなったもろもろの憎にくむべきことを、彼かれらが行ゆく国くにびとの中なかに告白こくはくさせよう。そして彼かれらはわたしが主しゅであることを知しるようになる」。
    


    
      17主しゅの言葉ことばがまたわたしに臨のぞんだ、 18「人ひとの子こよ、震ふるえてあなたのパンを食たべ、おののきと恐おそれとをもって水みずを飲のめ。 19そしてこの地ちの民たみについて言いえ、主しゅなる神かみはイスラエルの地ちのエルサレムの民たみについてこう言いわれる、彼かれらは恐おそれをもってそのパンを食たべ、驚おどろきをもってその水みずを飲のむようになる。これはその地ちが、すべてその中なかに住すむ者ものの暴虐ぼうぎゃくのために衰おとろえ、荒あれ地ちとなるからである。 20人ひとの住すんでいた町々まちまちは荒あれはて、地ちは荒塚あらつかとなる。そしてあなたがたは、わたしが主しゅであることを知しるようになる」。
    


    
      21主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 22「人ひとの子こよ、イスラエルの地ちについて、あなたがたが『日ひは延のび、すべての幻まぼろしはむなしくなった』という、このことわざはなんであるか。 23それゆえ、彼かれらに言いえ、『主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしはこのことわざをやめさせ、彼かれらが再ふたたびイスラエルで、これをことわざとしないようにする』と。しかし、あなたは彼かれらに言いえ、『日ひとすべての幻まぼろしの実み現げんとは近ちかづいた』と。 24イスラエルの家いえのうちには、もはやむなしい幻まぼろしも、偽いつわりの占うらないもなくなる。 25しかし主しゅなるわたしは、わが語かたるべきことを語かたり、それは必かならず成就じょうじゅする。決けっして延のびることはない。ああ、反逆はんぎゃくの家いえよ、あなたの日ひにわたしはこれを語かたり、これを成就じょうじゅすると、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    


    
      26主しゅの言葉ことばがまたわたしに臨のぞんだ、 27「人ひとの子こよ、見みよ、イスラエルの家いえは言いう、『彼かれの見みる幻まぼろしは、なお多おおくの日ひの後のちの事ことである。彼かれが預言よげんすることは遠とおい後のちの時ときのことである』と。 28それゆえ、彼かれらに言いえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしの言葉ことばはもはや延のびない。わたしの語かたる言葉ことばは成就じょうじゅすると、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、イスラエルの預言者よげんしゃたちに向むかって預言よげんせよ。すなわち自分じぶんの心こころのままに預言よげんする人々ひとびとに向むかって、預言よげんして言いえ、『あなたがたは主しゅの言葉ことばを聞きけ』。 3主しゅなる神かみはこう言いわれる、なにも見みないで、自分じぶんの霊れいに従したがう愚おろかな預言者よげんしゃたちはわざわいだ。 4イスラエルよ、あなたの預言者よげんしゃたちは、荒あれ跡あとにいるきつねのようだ。 5あなたがたは主しゅの日ひに戦たたかいに立たつため、破やぶれ口くちにのぼらず、またイスラエルの家いえのために石いしがきを築きずこうともしない。 6彼かれらは虚偽きょぎを言いい、偽いつわりを占うらなった。彼かれらは主しゅが彼かれらをつかわさないのに『主しゅが言いわれる』と言いい、なおその言葉ことばの成就じょうじゅすることを期待きたいする。 7あなたがたはむなしい幻まぼろしを見み、偽いつわりの占うらないを語かたり、わたしが言いわないのに『主しゅが言いわれる』と言いったではないか」。
    


    
      8それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、「あなたがたはむなしいことを語かたり、偽いつわりの物ものを見みるゆえ、わたしはあなたがたを罰ばっすると主しゅなる神かみは言いわれる。 9わたしの手ては、むなしい幻まぼろしを見み、偽いつわりの占うらないを言いう預言者よげんしゃに敵対てきたいする。彼かれらはわが民たみの会かいに臨のぞまず、イスラエルの家いえの籍せきにしるされず、イスラエルの地ちに、はいることができない。そしてあなたがたはわたしが主しゅなる神かみであることを知しるようになる。 10彼かれらはわが民たみを惑まどわし、平和へいわがないのに『平和へいわ』と言いい、また民たみが塀へいを築きずく時とき、これらの預言者よげんしゃたちは水みずしっくいをもってこれを塗ぬる。 11それゆえ、水みずしっくいを塗ぬる者ものどもに『これはかならずくずれる』と言いえ。これに大雨おおあめが注そそぎ、ひょうが降ふり、あらしが吹ふく。 12そして塀へいがくずれる時とき、人々ひとびとはあなたがたに向むかって、『あなたがたが塗ぬった水みずしっくいはどこにあるか』と言いわないであろうか。 13それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしはわが憤いきどおりをもって大風おおかぜを起おこし、わが怒いかりをもって大雨おおあめを注そそがせ、憤いきどおりをもってひょうを降ふらせて、これを滅ほろぼす。 14またわたしはあなたがたが水みずしっくいをもって塗ぬった塀へいをこわして、これを地ちに倒たおし、その基もといをあらわす。これが倒たおれる時とき、あなたがたはその中なかに滅ほろびる。そしてあなたがたは、わたしが主しゅであることを知しるようになる。 15こうしてわたしが、その塀へいと、これを水みずしっくいで塗ぬった者ものとの上うえに、わたしの憤いきどおりを漏もらし尽つくして、あなたがたに言いう、塀へいはなくなり、これを塗ぬった者ものもなくなる。 16これがすなわち平和へいわがないのに平和へいわの幻まぼろしを見み、エルサレムについて預言よげんしたイスラエルの預言者よげんしゃであると、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      17人ひとの子こよ、心こころのままに預言よげんするあなたの民たみの娘むすめたちに対たいして、あなたの顔かおを向むけ、彼かれらに向むかって預言よげんして、 18言いえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、手ての節々ふしぶしに占うらないひもを縫ぬいつけ、もろもろの大おおきさの人ひとの頭あたまに、かぶり物ものを作つくりかぶせて、魂たましいをかり取とろうとする女おんなはわざわいだ。あなたがたは、わが民たみの魂たましいをかり取とって、あなたがたの利益りえきのために、他たの魂たましいを生いかしおこうとするのか。 19あなたがたは少すこしばかりの大麦おおむぎのため、少すこしばかりのパンのために、わが民たみのうちに、わたしを汚けがし、かの偽いつわりを聞ききいれるわが民たみに偽いつわりを述のべて、死しんではならない者ものを死しなせ、生いきていてはならない者ものを生いかす。
    


    
      20それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしはあなたがたが用もちいて、魂たましいをかり取とるところの占うらないひもを奪うばい、あなたがたの腕うでから占うらないひもを裂さき取とって、あなたがたがかり取とるところの魂たましいを、鳥とりのように放はなちやる。 21わたしはまたあなたがたの、かぶり物ものを裂さき、わが民たみをあなたがたの手てから救すくう。彼かれらは再ふたたびあなたがたの獲物えものとはならない。そしてあなたがたはわたしが主しゅであることを知しるようになる。 22あなたがたは偽いつわりをもって正ただしい者ものの心こころを悩なやました。わたしはこれを悩なやまさなかった。またあなたがたは悪人あくにんが、その命いのちを救すくうために、その悪あしき道みちから離はなれようとする時とき、それをしないように勧すすめる。 23それゆえ、あなたがたは重かさねてむなしい幻まぼろしを見みることができず、占うらないをすることができないようになる。わたしはわが民たみを、あなたがたの手てから救すくい出だす。そのとき、あなたがたはわたしが主しゅであることを知しるようになる」。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1ここにイスラエルの長老ちょうろうのうちのある人々ひとびとが、わたしの所ところに来きて、わたしの前まえに座ざした。 2時ときに主しゅの言葉ことばが、わたしに臨のぞんだ、 3「人ひとの子こよ、これらの人々ひとびとは、その偶像ぐうぞうを心こころの中なかに持もち、罪つみに落おとしいれるところのつまずきを、その顔かおの前まえに置おいている。わたしはどうして彼かれらの願ねがいをいれることができようか。 4それゆえ彼かれらに告つげて言いえ、主しゅなる神かみは、こう言いわれる、イスラエルの家いえの人々ひとびとで、その偶像ぐうぞうを心こころの中なかに持もち、その顔かおの前まえに罪つみに落おとしいれるところのつまずくものを置おきながら、預言者よげんしゃのもとに来くる者ものには、その多おおくの偶像ぐうぞうのゆえに、主しゅなるわたしは、みずからこれに答こたえをする。 5これはその偶像ぐうぞうのために、すべてわたしを離はなれたイスラエルの家いえの心こころを、わたしが捕とらえるためである。
    


    
      6それゆえイスラエルの家いえに言いえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたがたは悔くいて、あなたがたの偶像ぐうぞうを捨すてよ。あなたがたの顔かおを、そのすべての憎にくむべきものからそむけよ。 7イスラエルの家いえの者ものおよびイスラエルに宿やどる外国がいこく人じんのだれでも、わたしから離はなれ、その心こころに偶像ぐうぞうを持もち、その顔かおの前まえに罪つみに落おとしいれるところのつまずきを置おきながら、預言者よげんしゃに来きて、心こころのままにわたしに求もとめるときは、主しゅであるわたしは、みずからこれに答こたえをする。 8わたしはわたしの顔かおを、その人ひとに向むけ、彼かれを、しるし、およびことわざとなし、これをわが民たみのうちから断たち滅ほろぼす。その時とき、あなたがたはわたしが主しゅであることを知しるようになる。 9もし預言者よげんしゃが欺あざむかれて言葉ことばを出だすことがあれば、それは主しゅであるわたしが、その預言者よげんしゃを欺あざむいたのである。わたしは手てを彼かれの上うえに伸のべ、わが民たみイスラエルのうちから彼かれを滅ほろぼす。 10彼かれらはその罰ばつを負おう。その預言者よげんしゃの罰ばつは、問とい求もとめる者ものの罰ばつと同様どうようである。 11これはイスラエルの家いえが、重かさねてわたしを離はなれて迷まよわず、重かさねてそのもろもろのとがによって、おのれを汚けがさないため、また彼かれらがわが民たみとなり、わたしが彼かれらの神かみとなるためであると、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    


    
      12主しゅの言葉ことばが、またわたしに臨のぞんだ、 13「人ひとの子こよ、もし国くにがわたしに、もとりそむいて罪つみを犯おかし、わたしがその上うえに手てを伸のべて、そのつえとたのむパンを砕くだき、これにききんを送おくり、人ひとと獣けものとをそのうちから断たつ時とき、 14たといそこにノア、ダニエル、ヨブの三人にんがいても、彼かれらはその義ぎによって、ただ自分じぶんの命いのちを救すくいうるのみであると、主しゅなる神かみは言いわれる。 15もしわたしが野のの獣けものにこの地ちを通とおらせ、これを荒あらさせ、これを荒あれ地ちとなし、その獣けもののためにそこを通とおる者ものがないようにしたなら、 16主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている、たといこれら三人にんの者ものがその中なかにいても、そのむすこ娘むすめを救すくうことはできない。ただ自分じぶん自身じしんを救すくいうるのみで、その地ちは荒あれ地ちとなる。 17あるいは、わたしがもし、つるぎをその地ちに臨のぞませ、つるぎよ、この地ちを行ゆきめぐれと言いって、人ひとと獣けものとをそこから断たつならば、 18主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている、たといこれら三人にんの者ものがその中なかにいても、そのむすこ娘むすめを救すくうことはできない。ただ自分じぶん自身じしんを救すくいうるのみである。 19あるいは、わたしがもし、この地ちに疫病えきびょうを送おくり、血ちをもってわが憤いきどおりをその上うえに注そそぎ、人ひとと獣けものとをそこから断たつならば、 20主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている、たといノア、ダニエル、ヨブがそこにいても、彼かれらはそのむすこ娘むすめを救すくうことができない。ただその義ぎによって自分じぶんの命いのちを救すくいうるのみである。
    


    
      21主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしが人ひとと獣けものとを地ちから断たつために、つるぎと、ききんと、悪あしき獣けものと、疫病えきびょうとの四つのきびしい罰ばつをエルサレムに送おくる時ときはどうであろうか。 22しかし、もしそれがあなたがたに来くるとき、むすこ娘むすめたちを助たすけ出だす者ものが、その中なかに残のこっていて、あなたがたがその行おこないと、わざとを見みるならば、わたしがエルサレムの上うえに与あたえたすべての災わざわいについて慰なぐさめられるであろう。 23すなわち、あなたがたが、その行おこないと、わざとを見みる時とき、彼かれらはあなたがたを慰なぐさめ、あなたがたはわたしがこれに行おこなった事ことは、すべてゆえなくしたのではないことを知しるようになると、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、ぶどうの木き、森もりの木きのうちにあるぶどうの枝えだは、ほかの木きになんのまさる所ところがあるか。 3その木きは何なにかを造つくるために用もちいられるか。また人ひとはこれを用もちいて、器物うつわものを掛かける木き釘くぎを造つくるだろうか。 4見みよ、これは火ひに投なげ入いれられて燃もえる。火ひがその両端りょうたんを焼やいたとき、またその中なかほどがこげたとき、それはなんの役やくに立たつだろうか。 5見みよ、これは完全かんぜんな時ときでも、なんの用ようをもなさない。まして火ひがこれを焼やき、これをこがした時ときには、なんの役やくに立たつだろうか。 6それゆえ主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしが森もりの木きの中なかのぶどうの木きを、火ひに投なげ入いれて焼やくように、エルサレムの住民じゅうみんをそのようにする。 7わたしはわたしの顔かおを彼かれらに向むけて攻せめる。彼かれらがその火ひからのがれても、火ひは彼かれらを焼やき尽つくす。わたしが顔かおを彼かれらに向むけて攻せめる時とき、あなたがたはわたしが主しゅであることを知しる。 8彼かれらが、もとりそむいたゆえに、わたしはこの地ちを荒あれ地ちとすると、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1主しゅの言葉ことばが再ふたたびわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、エルサレムにその憎にくむべき事ことどもを示しめして、 3言いえ。主しゅなる神かみはエルサレムにこう言いわれる、あなたの起おこり、あなたの生うまれはカナンびとの地ちである。あなたの父ちちはアモリびと、あなたの母はははヘテびとである。 4あなたの生うまれについていえば、その生うまれた日ひに、へその緒おは切きられず、水みずで洗あらい清きよめられず、塩しおでこすられず、また布ぬので包つつまれなかった。 5ひとりもあなたをあわれみ見みる者ものなく、情じょうをもってこれらのことの一つをも、あなたにしてやる者ものもなく、あなたの生うまれた日ひに、あなたはきらわれて、野原のはらに捨すてられた。
    


    
      6わたしはあなたのかたわらを通とおり、あなたが血ちの中なかにころがりまわっているのを見みた時とき、わたしは血ちの中なかにいるあなたに言いった、『生いきよ、 7野のの木きのように育そだて』と。すなわちあなたは成長せいちょうして大おおきくなり、一人前いちにんまえの女おんなになり、その乳ちぶさは形かたちが整ととのい、髪かみは長ながくなったが、着物きものがなく、裸はだかであった。
    


    
      8わたしは再ふたたびあなたのかたわらをとおって、あなたを見みたが、見みよ、あなたは愛あいせられる年齢ねんれいに達たっしていたので、わたしは着物きもののすそであなたをおおい、あなたの裸はだかをかくし、そしてあなたに誓ちかい、あなたと契約けいやくを結むすんだ。そしてあなたはわたしのものとなったと、主しゅなる神かみは言いわれる。 9そこでわたしは水みずであなたを洗あらい、あなたの血ちを洗あらい落おとして油あぶらを塗ぬり、 10縫ぬい取とりした着物きものを着きせ、皮かわのくつをはかせ、細ほそ布ぬのをかぶらせ、絹きぬのきれであなたをおおった。 11また飾かざり物ものであなたを飾かざり、腕輪うでわをあなたの手てにはめ、鎖くさりをあなたの首くびにかけ、 12鼻はなには鼻輪はなわ、耳みみには耳輪みみわ、頭あたまには美うつくしい冠かんむりを与あたえた。 13このようにあなたは金銀きんぎんで飾かざられ、細ほそ布ぬの、絹きぬ、縫ぬい取とりの服ふくをあなたの衣ころもとし、麦粉むぎこと、蜜みつと、油あぶらとを食たべた。あなたは非常ひじょうに美うつくしくなって王おうの地位ちいに進すすみ、 14あなたの美うつくしさのために、あなたの名声めいせいは国々くにぐにに広ひろまった。これはわたしが、あなたに施ほどこした飾かざりによって全まっとうされたからであると、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      15ところが、あなたは自分じぶんの美うつくしさをたのみ、自分じぶんの名声めいせいによって姦淫かんいんを行おこない、すべてかたわらを通とおる者ものと、ほしいままに姦淫かんいんを行おこなった。 16あなたは自分じぶんの衣ころもをとって、自分じぶんのために、はなやかに色いろどった聖所せいじょを造つくり、その上うえで姦淫かんいんを行おこなっている。こんなことはかつてなかったこと、またあってはならないことである。 17あなたはわたしが与あたえた金銀きんぎんの美うつくしい飾かざりの品しなをとり、自分じぶんのために男おとこの像ぞうを造つくって、これと姦淫かんいんを行おこなった。 18また縫ぬい取とりのある自分じぶんの衣ころもをとって彼かれらに着きせ、わたしの油あぶらと香こうとをその前まえに供そなえ、 19またわたしがあなたに与あたえたパン、わたしがあなたを養やしなうための麦粉むぎこ、油あぶらおよび蜜みつを、こうばしきかおりとして彼かれらの前まえに供そなえたと、主しゅなる神かみは言いわれる。 20あなたはまた、あなたがわたしに産うんだむすこ、娘むすめたちをとって、その像ぞうに供そなえ、彼かれらに食くわせた。このようなあなたの姦淫かんいんは小ちいさい事ことであろうか。 21あなたはわたしの子こどもを殺ころし、火ひの中なかを通とおらせて彼かれらにささげた。 22あなたがそのすべての憎にくむべきことや姦淫かんいんを行おこなうに当あたって、あなたが衣ころももなく、裸はだかで、血ちの中なかにころがりまわっていた自分じぶんの若わかき日ひのことを思おもわなかった。
    


    
      23あなたがもろもろの悪あくを行おこなった後のち、（あなたはわざわいだ、わざわいだと、主しゅなる神かみは言いわれる） 24あなたは自分じぶんのために高楼こうろうを建たて、広場ひろば、広場ひろばに台だいを造つくり、 25ちまた、ちまたのつじに台だいを造つくって、あなたの美うつくしさを汚けがし、すべてかたわらを通とおる者ものに身みをまかせて、大おおいに姦淫かんいんを行おこなっている。 26あなたはまた、かの肉欲にくよく的まとな隣となりエジプトの人々ひとびとと姦淫かんいんを行おこない、大おおいに姦淫かんいんを行おこなって、わたしを怒いからせた。 27それゆえ、わたしはわたしの手てをあなたの上うえに伸のべて、あなたの賜たまわる分ぶんを減へらし、あなたの敵てき、すなわち、あなたのみだらな行為こういを恥はじるペリシテびとの娘むすめらの欲よくのままに、あなたを渡わたした。 28あなたは飽あくことがないので、またアッスリヤの人々ひとびとと姦淫かんいんを行おこなったが、彼かれらと姦淫かんいんを行おこなっても、なお飽あくことがなかった。 29あなたはまたカルデヤの商業しょうぎょう地ちと大おおいに姦淫かんいんを行おこなったが、これと姦淫かんいんを行おこなっても、なお飽あくことがなかった。
    


    
      30主しゅなる神かみは言いわれる、あなたの心こころはどんなに恋こいわずらうのか。あなたは、これらすべての事ことを行おこなった。これはあつかましい姦淫かんいんのわざである。 31あなたは、ちまた、ちまたのつじに高楼こうろうを建たて、広場ひろば、広場ひろばに台だいを設もうけたが、価あたいをもらうことをあざけったので、遊女ゆうじょのようではなかった。 32自分じぶんの夫おっとに替かえて他人たにんと通つうじる姦婦かんぷよ。 33人ひとはすべての遊女ゆうじょに物ものを与あたえる。しかしあなたはすべての恋人こいびとに物ものを与あたえ、彼かれらにまいないして、あなたと姦淫かんいんするために、四方しほうからあなたの所ところにこさせる。 34このようにあなたは姦淫かんいんを行おこなうに当あたって、他たの女おんなと違ちがっている。すなわち、だれもあなたに姦淫かんいんをさせたのではない。あなたはかえって価あたいを払はらい、相手あいてはあなたに払はらわない。これがあなたの違ちがうところである。
    


    
      35それで遊女ゆうじょよ、主しゅの言葉ことばを聞きけ。 36主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたがその恋人こいびとと姦淫かんいんして、あなたの恥はじる所ところをあらわし、あなたの裸はだかをあらわし、またすべての偶像ぐうぞうと、あなたが彼かれらにささげたあなたの子こどもらの血ちのゆえに、 37見みよ、わたしはあなたと遊あそんだあなたのすべての恋人こいびと、およびすべてあなたが恋こいした者ものと、すべてあなたが憎にくんだ者ものとを集あつめ、四方しほうから彼かれらをあなたの所ところに集あつめて、あなたの裸はだかを彼かれらにあらわす。彼かれらはあなたの裸はだかを、ことごとく見みる。 38わたしは姦淫かんいんを行おこなった女おんなと、血ちを流ながした女おんながさばかれるように、あなたをさばき、憤いきどおりと、ねたみの血ちとを、あなたに注そそぐ。 39わたしはあなたを恋人こいびとの手てに渡わたす。彼かれらはあなたの高楼こうろうを倒たおし、台だいをこわし、あなたの衣ころもをはぎ取とり、あなたの美うつくしい飾かざりの品しなを奪うばい、あなたを衣服いふくのない裸はだか者ものにする。 40彼かれらは民衆みんしゅうをかり立たててあなたを攻せめ、石いしであなたを撃うち、つるぎであなたを切きり、 41火ひであなたの家いえを焼やき、多おおくの女おんなたちの前まえで、あなたにさばきを行おこなう。こうしてわたしはあなたに淫行いんこうをやめさせ、重かさねて価あたいを払はらわせないようにする。 42そしてあなたに対たいするわが憤いきどおりをしずめ、わがねたみをあなたから離はなし、わたしは心こころを安やすんじて、再ふたたび怒いかることをしない。 43またあなたはその若わかき日ひの事ことを覚おぼえず、すべてこれらの事ことをもって、わたしを怒いからせたから、見みよ、わたしもあなたの行おこなうところをあなたのこうべに報むくいると、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      あなたはもろもろの憎にくむべき事ことに加くわえて、このみだらな事ことをおこなったではないか。 44見みよ、すべてことわざを用もちいる者ものは、あなたについて、『この母ははにしてこの娘むすめあり』という、ことわざを用もちいる。 45あなたは、その夫おっとと子こどもとを捨すてたあなたの母ははの娘むすめ、またその夫おっとと子こどもとを捨すてた姉妹しまいを持もっている。あなたの母はははヘテびと、あなたの父ちちはアモリびと、 46あなたの姉あねはサマリヤ、サマリヤはその娘むすめたちと共ともに、あなたの北きたに住すみ、あなたの妹いもうとはソドムで、その娘むすめたちと共ともに、あなたの南みなみに住すんでいる。 47あなたは彼かれらの道みちを歩あゆまず、彼かれらの憎にくむべき事ことに従したがっていないが、しばらくすると、あなたのおこないは、彼かれらよりもさらに悪わるくなる。 48主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている。あなたの妹いもうとソドムとその娘むすめたちは、あなたとあなたの娘むすめたちがしたほどのことはしなかった。 49見みよ、あなたの妹いもうとソドムの罪つみはこれである。すなわち彼女かのじょと、その娘むすめたちは高たかぶり、食物しょくもつに飽あき、安泰あんたいに暮くらしていたが、彼かれらは、乏とぼしい者ものと貧まずしい者ものを助たすけなかった。 50彼かれらは高たかぶり、わたしの前まえに憎にくむべき事ことをおこなったので、わたしはそれを見みた時とき、彼かれらを除のぞいた。 51サマリヤはあなたの半分はんぶんも罪つみを犯おかさなかった。あなたは彼かれらよりも多おおく憎にくむべき事ことをおこない、あなたのおこなったもろもろの憎にくむべき事ことによって、あなたの姉妹しまいを義ぎと見みせかけた。 52あなたはその姉妹しまいを有利ゆうりにさばいたことによって、あなたもまた自分じぶんのはずかしめを負おわなければならない。それはあなたが彼かれらよりも、さらに憎にくむべきことをした罪つみによって、彼かれらはあなたよりも義ぎとされるからである。それであなたも恥はじを受うけ、はずかしめを負おわなければならない。それはあなたがその姉妹しまいを義ぎと見みせかけたからである。
    


    
      53わたしは彼かれらの幸福こうふくをもとに返かえす。すなわちソドムとその娘むすめたちの幸福こうふく、サマリヤとその娘むすめたちの幸福こうふく、また彼かれらの中なかにいるあなたの幸福こうふくをもとに返かえす。 54これはあなたに自分じぶんのはずかしめを負おわせるため、またすべてあなたのなした事ことを恥はじさせるためである。こうしてあなたは彼かれらの慰なぐさめとなる。 55あなたの姉妹しまいソドムと、その娘むすめたちとは、そのもとの所ところに帰かえり、サマリヤと、その娘むすめたちとは、そのもとの所ところに帰かえり、あなたと、あなたの娘むすめたちとは、そのもとの所ところに帰かえる。 56あなたの高たかぶりの日ひに、あなたの姉妹しまいソドムは、あなたの口くちに、ことわざとなったではなかったか。 57すなわちあなたの悪あくがあらわされた時ときまで、そうではなかったか。しかし今いまはあなたも彼女かのじょと同様どうように、エドムの娘むすめたちと、すべてその周囲しゅういの者もの、および四方しほうからあなたをあざけるペリシテの娘むすめたちのそしりとなった。 58あなたはあなたのみだらな行為こういと、あなたの憎にくむべき事ことのとがとを、身みに負おっていると主しゅは言いわれる。
    


    
      59主しゅなる神かみはこう言いわれる、誓ちかいを軽かろんじ、契約けいやくを破やぶったあなたには、あなたがしたように、わたしもあなたにする。 60しかしわたしはあなたの若わかき日ひに、あなたと結むすんだ契約けいやくを覚おぼえ、永遠えいえんの契約けいやくをあなたと立たてる。 61わたしがあなたの姉あねおよび妹いもうとを受うけ、またあなたとの契約けいやくによらずに、娘むすめとして彼かれらをあなたに与あたえる時とき、あなたは自分じぶんのおこないを思おもい出だして恥はじる。 62わたしはあなたと契約けいやくを立たて、あなたはわたしが主しゅであることを知しるようになる。 63こうしてすべてあなたの行おこなったことにつき、わたしがあなたをゆるす時とき、あなたはそれを思おもい出だして恥はじ、その恥はじのゆえに重かさねて口くちを開ひらくことがないと、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1時ときに主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、イスラエルの家いえになぞをかけ、たとえを語かたって、 3言いえ。主しゅなる神かみがこう言いわれる、さまざまの色いろの羽毛うもうを多おおく持もち、大おおきな翼つばさと、長ながい羽根はねとを持もつ大おおわしがレバノンに来きて、香柏こうはくのこずえにとまり、 4その若わか枝えだの頂いただきを摘つみ切きり、これを商業しょうぎょうの地ちに運はこび、商人しょうにんの町まちに置おいた。 5またその地ちの種たねをとって、これを肥こえた土つちに植うえた。すなわち水みずの多おおい所ところにもって行いって、柳やなぎを植うえるようにこれを植うえた。 6これが成長せいちょうして、たけ低ひくく、はびこるぶどうの木きとなり、枝えだはわしに向むかい、根ねはわしの下したにあり、こうしてついにぶどうの木きとなり、枝えだを伸のばし、葉はを出だした。
    


    
      7ここにまた大おおきな翼つばさと、羽毛うもうの多おおいほかの一羽わの大おおわしがあった。見みよ、このぶどうの木きは、潤うるおいを得えるために、その根ねをわしに向むかってまげ、その枝えだをわしに向むかって伸のばした。 8これが枝えだを出だし、実みを結むすび、みごとなぶどうの木きとなるために、わしはこれを植うえた苗床なえどこから水みずの多おおい良よい地ちに移うつし植うえた。 9あなたは、主しゅなる神かみがこう言いわれると言いえ、これは栄さかえるであろうか。わしはその根ねを抜ぬき、その枝えだを切きり、その若葉わかばを皆みな枯からさないであろうか。これをその根ねからあげるには、強つよい腕うでや多おおくの民たみを必要ひつようとしない。 10見みよ、それが移うつし植うえられたら、また栄さかえるであろうか。東風ひがしかぜがこれを打うつ時とき、それは枯かれてしまわないであろうか。その育そだった苗床なえどこで枯かれないであろうか」。
    


    
      11主しゅの言葉ことばがまたわたしに臨のぞんだ、 12「反逆はんぎゃくの家いえに言いえ。これらがなんであるかをあなたがたは知しらないのか。彼かれらに言いえ、見みよ、バビロンの王おうがエルサレムにきて、その王おうとつかさとを捕とらえ、これをバビロンに引ひいて行いった。 13また王おうの子孫しそんのひとりを捕とらえて、これと契約けいやくを結むすび、誓ちかいを立たてさせ、また国くにのおもだった人々ひとびとを捕とらえて行いった。 14これはこの国くにを卑いやしくして、みずから立たつことができないようにし、その契約けいやくを守まもることによって立たたせるためである。 15しかし彼かれはバビロンの王おうにそむき、使者ししゃをエジプトに送おくって、馬うまと多おおくの兵へいとをそこから獲えようとした。彼かれは成功せいこうするだろうか。このようなことをなす者ものは、のがれることができようか。 16契約けいやくを破やぶってなおのがれることができようか。主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている、必かならず彼かれは自分じぶんを王おうとなした王おうの住すむ所ところ、彼かれが立たてた誓ちかいを軽かろんじ、その契約けいやくを破やぶった相手あいての王おうのいるバビロンで彼かれは死しぬ。 17多おおくの命いのちを断たつために塁るいを築きずき、雲梯うんていを建たてるとき、パロは決けっして大おおいなる軍勢ぐんぜいと、多おおくの人ひととをもって、彼かれを助たすけて戦たたかいをしない。 18彼かれは誓ちかいを軽かろんじ、契約けいやくを破やぶり、その手てを与あたえて誓ちかいながら、なおこれらの事ことをしたゆえ、のがれることはできない。 19それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしは生いきている、彼かれがわたしの誓ちかいを軽かろんじ、わたしの契約けいやくを破やぶったことを、必かならず彼かれのこうべに報むくいる。 20わたしはわが網あみを彼かれの上うえに打うちかけ、彼かれをわがわなに捕とらえて、バビロンに引ひいて行いき、彼かれがわたしにむかって犯おかした反逆はんぎゃくのために、その所ところで彼かれをさばく。 21彼かれのすべての軍隊ぐんたいのえり抜ぬきの兵士へいしは皆みなつるぎに倒たおれ、生いき残のこった者ものは八方はっぽうに散ちらされる。そしてあなたがたは主しゅなるわたしが、これを語かたったことを知しるようになる」。
    


    
      22主しゅなる神かみはこう言いわれる、「わたしはまた香柏こうはくの高たかいこずえから小しょう枝えだをとって、これを植うえ、その若芽わかめの頂いただきから柔やわらかい芽めを摘つみとり、これを高たかいすぐれた山やまに植うえる。 23わたしはイスラエルの高たかい山やまにこれを植うえる。これは枝えだを出だし、実みを結むすび、みごとな香柏こうはくとなり、その下したにもろもろの種類しゅるいの獣けものが住すみ、その枝えだの陰かげに各種かくしゅの鳥とりが巣すをつくる。 24そして野ののすべての木きは、主しゅなるわたしが高たかい木きを低ひくくし、低ひくい木きを高たかくし、緑みどりの木きを枯からし、枯かれ木きを緑みどりにすることを知しるようになる。主しゅであるわたしはこれを語かたり、これをするのである」。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「あなたがたがイスラエルの地ちについて、このことわざを用もちい、『父ちちたちが、酢すいぶどうを食たべたので子供こどもたちの歯はがうく』というのはどんなわけか。 3主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている、あなたがたは再ふたたびイスラエルでこのことわざを用もちいることはない。 4見みよ、すべての魂たましいはわたしのものである。父ちちの魂たましいも子この魂たましいもわたしのものである。罪つみを犯おかした魂たましいは必かならず死しぬ。
    


    
      5人ひとがもし正ただしくあって、公道こうどうと正義せいぎとを行おこない、 6山やまの上うえで食事しょくじをせず、また目めをあげてイスラエルの家いえの偶像ぐうぞうを仰あおがず、隣となり人びとの妻つまを犯おかさず、汚けがれの時ときにある女おんなに近ちかづかず、 7だれをもしえたげず、質物しちもつを返かえし、決けっして奪うばわず、食物しょくもつを飢うえた者ものに与あたえ、裸はだかの者ものに衣服いふくを着きせ、 8利息りそくや高利こうりをとって貸かさず、手てをひいて悪あくを行おこなわず、人ひとと人ひととの間あいだに真実しんじつのさばきを行おこない、 9わたしの定さだめに歩あゆみ、わたしのおきてを忠実ちゅうじつに守まもるならば、彼かれは正ただしい人ひとである。彼かれは必かならず生いきることができると、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      10しかし彼かれが子こを生うみ、その子こが荒あらい者もので、人ひとの血ちを流ながし、これらの義務ぎむの一つをも行おこなわず、 11かえって山やまの上うえで食事しょくじをし、隣となり人びとの妻つまを犯おかし、 12乏とぼしい者ものや貧まずしい者ものをしえたげ、物ものを奪うばい、質物しちもつを返かえさず、目めをあげて偶像ぐうぞうを仰あおぎ、憎にくむべき事ことをおこない、 13利息りそくや高利こうりをとって貸かすならば、その子こは生いきるであろうか。彼かれは生いきることはできない。彼かれはこれらの憎にくむべき事ことをしたので、必かならず死しに、その血ちは彼かれ自身じしんに帰きする。
    


    
      14しかし彼かれが子こを生うみ、その子こが父ちちの行おこなったすべての罪つみを見みて、恐おそれ、そのようなことを行おこなわず、 15山やまの上うえで食事しょくじせず、目めをあげてイスラエルの家いえの偶像ぐうぞうを仰あおがず、隣となり人びとの妻つまを犯おかさず、 16だれをもしえたげず、質物しちもつをひき留とめず、物ものを奪うばわず、かえって自分じぶんの食物しょくもつを飢うえた者ものに与あたえ、裸はだかの者ものに衣服いふくを着きせ、 17その手てをひいて悪あくを行おこなわず、利息りそくや高利こうりをとらず、わたしのおきてを行おこない、わたしの定さだめに歩あゆむならば、彼かれはその父ちちの悪あくのために死しなず、必かならず生いきる。 18しかしその父ちちは人ひとをかすめ、その兄弟きょうだいの物ものを奪うばい、その民たみの中なかで良よくない事ことを行おこなったゆえ、見みよ、彼かれはその悪あくのために死しぬ。
    


    
      19しかしあなたがたは、『なぜ、子こは父ちちの悪あくを負おわないのか』と言いう。子こは公道こうどうと正義せいぎとを行おこない、わたしのすべての定さだめを守まもっておこなったので、必かならず生いきるのである。 20罪つみを犯おかす魂たましいは死しぬ。子こは父ちちの悪あくを負おわない。父ちちは子この悪あくを負おわない。義人ぎじんの義ぎはその人ひとに帰きし、悪人あくにんの悪あくはその人ひとに帰きする。
    


    
      21しかし、悪人あくにんがもしその行おこなったもろもろの罪つみを離はなれ、わたしのすべての定さだめを守まもり、公道こうどうと正義せいぎとを行おこなうならば、彼かれは必かならず生いきる。死しぬことはない。 22その犯おかしたもろもろのとがは、彼かれに対たいして覚おぼえられない。彼かれはそのなした正ただしい事ことのために生いきる。 23主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは悪人あくにんの死しを好このむであろうか。むしろ彼かれがそのおこないを離はなれて生いきることを好このんでいるではないか。 24しかし義人ぎじんがもしその義ぎを離はなれて悪あくを行おこない、悪人あくにんのなすもろもろの憎にくむべき事ことを行おこなうならば、生いきるであろうか。彼かれが行おこなったもろもろの正ただしい事ことは覚おぼえられない。彼かれはその犯おかしたとがと、その犯おかした罪つみとのために死しぬ。
    


    
      25しかしあなたがたは、『主しゅのおこないは正ただしくない』と言いう。イスラエルの家いえよ、聞きけ。わたしのおこないは正ただしくないのか。正ただしくないのは、あなたがたのおこないではないか。 26義人ぎじんがその義ぎを離はなれて悪あくを行おこない、そのために死しぬならば、彼かれは自分じぶんの行おこなった悪あくのために死しぬのである。 27しかし悪人あくにんがその行おこなった悪あくを離はなれて、公道こうどうと正義せいぎとを行おこなうならば、彼かれは自分じぶんの命いのちを救すくうことができる。 28彼かれは省かえりみて、その犯おかしたすべてのとがを離はなれたのだから必かならず生いきる。死しぬことはない。 29しかしイスラエルの家いえは『主しゅのおこないは正ただしくない』と言いう。イスラエルの家いえよ、わたしのおこないは、はたして正ただしくないのか。正ただしくないのは、あなたがたのおこないではないか。
    


    
      30それゆえ、イスラエルの家いえよ、わたしはあなたがたを、おのおのそのおこないに従したがってさばくと、主しゅなる神かみは言いわれる。悔くい改あらためて、あなたがたのすべてのとがを離はなれよ。さもないと悪あくはあなたがたを滅ほろぼす。 31あなたがたがわたしに対たいしておこなったすべてのとがを捨すて去さり、新あたらしい心こころと、新あたらしい霊れいとを得えよ。イスラエルの家いえよ、あなたがたはどうして死しんでよかろうか。 32わたしは何人なにびとの死しをも喜よろこばないのであると、主しゅなる神かみは言いわれる。それゆえ、あなたがたは翻ひるがえって生いきよ」。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1あなたはイスラエルの君きみたちのために悲かなしみの歌うたをのべて 2言いえ、

      
        あなたの母はははししのうちにあって、

        どんな雌めじしであったろう。

        彼女かのじょは若わかいししのうちに伏ふして子こじしを養やしなった。

        3彼女かのじょは子こじしの一つを育そだてたが、

        それは若わかいししとなって、

        獲物えものをとることを学まなび、人ひとを食たべた。

        4国々くにぐにの人ひとは彼かれに対たいして叫さけび声ごえをあげ、

        落おとし穴あなでこれを捕とらえ、

        かぎでこれをエジプトの地ちに引ひいて行いった。

        5雌めじしは自分じぶんの思おもいが破やぶれ、

        その望のぞみを失うしなったのを見みたので、

        ほかの子こじしをとって、これを若わかい子こじしとした。

        6彼かれはししのうちに行ゆき来きし、若わかいししとなって、

        獲物えものをとることを学まなび、人ひとを食たべた。

        7彼かれはその要害ようがいを荒あらし、その町々まちまちを滅ほろぼした。

        そのほえる声こえによって、

        その地ちとその中なかに満みちるものとは皆みな恐おそれた。

        8そこで国々くにぐにの人ひとは彼かれに対たいして四方しほうにわなを設もうけ、

        彼かれに網あみを打うちかけ、落おとし穴あなで彼かれを捕とらえた。

        9彼かれらはかぎをもって、これをかごに入いれ、

        これをバビロンの王おうのもとに連つれて行いき、

        これをおりの中なかに入いれて、

        再ふたたびその声こえをイスラエルの山々やまやまに

        聞きこえさせないようにした。

        10あなたの母ははは水みずのほとりに移うつし植うえられた

        ぶどう畑はたけのぶどうの木きのようで、

        水みずが多おおいために実みのりがよく、枝えだがはびこった。

        11その強つよい幹みきは君きみたる者もののつえとなった。

        それは茂しげみの中なかに高たかくそびえ、

        多おおくの枝えだをつけて高たかく見みえた。

        12しかしこのぶどうの木きは憤いきどおりによって抜ぬかれ、

        地ちに投なげうたれ、東風ひがしかぜがそれを枯からし、

        その実みはもぎ取とられ、その強つよい幹みきは枯かれて、

        火ひに焼やき滅ほろぼされた。

        13今いまこれは荒野あらのに、

        かわいた、水みずのない地ちに移うつし植うえられ、

        14火ひがその幹みきから出でて、その枝えだと実みとを滅ほろぼしたので、

        強つよい幹みきで、君きみたる者もののつえと

        なるべきものはそこにない。

        これが悲かなしみの言葉ことば、また悲かなしみの歌うたとなった。

      

    

  


  


  
    第二十章


    
      1第だい七年ねんの五月がつ十日かに、イスラエルの長老ちょうろうたちのある人々ひとびとが、主しゅに尋たずねるためにきて、わたしの前まえに座ざした。 2時ときに主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 3「人ひとの子こよ、イスラエルの長老ちょうろうたちに告つげて言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたがたがわたしのもとに来きたのは、わたしに何なにか尋たずねるためであるか。主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている、わたしはあなたがたの尋たずねに答こたえない。 4あなたは彼かれらをさばこうとするのか。人ひとの子こよ、あなたは彼かれらをさばこうとするのか。それなら彼かれらの先祖せんぞたちのした憎にくむべき事ことを彼かれらに知しらせ、 5かつ彼かれらに言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしがイスラエルを選えらび、ヤコブの家いえの子孫しそんに誓ちかい、エジプトの地ちでわたし自身じしんを彼かれらに知しらせ彼かれらに誓ちかって、わたしはあなたがたの神かみ、主しゅであると言いった日ひ、 6その日ひにわたしは彼かれらに誓ちかって、エジプトの地ちから彼かれらを導みちびき出だし、わたしが彼かれらのために探さぐり求もとめた乳ちちと蜜みつとの流ながれる地ち、全ぜん地ちの中なかで最もっともすばらしい所ところへ行いかせると言いった。 7わたしは彼かれらに言いった、あなたがたは、おのおのその目めを楽たのしませる憎にくむべきものを捨すてよ。エジプトの偶像ぐうぞうをもって、その身みを汚けがすな。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅであると。 8ところが彼かれらはわたしにそむき、わたしの言いうことを聞きこうともしなかった。彼かれらは、おのおのその目めを楽たのしませた憎にくむべきものを捨すてず、またエジプトの偶像ぐうぞうを捨すてなかった。
    


    
      それで、わたしはエジプトの地ちのうちで、わたしの憤いきどおりを彼かれらに注そそぎ、わたしの怒いかりを彼かれらに漏もらそうと思おもった。 9しかしわたしはわたしの名なのために行動こうどうした。それはエジプトの地ちから彼かれらを導みちびき出だして、周囲しゅういに住すんでいた異邦人いほうじんたちに、わたしのことを知しらせ、わたしの名なが彼かれらの目めの前まえに、はずかしめられないためである。 10すなわち、わたしはエジプトの地ちから彼かれらを導みちびき出だして、荒野あらのに連つれて行いき、 11わたしの定さだめを彼かれらに授さづけ、わたしのおきてを彼かれらに示しめした。これは人ひとがこれを行おこなうことによって生いきるものである。 12わたしはまた彼かれらに安息日あんそくにちを与あたえて、わたしと彼かれらとの間あいだのしるしとした。これは主しゅなるわたしが彼かれらを聖別せいべつしたことを、彼かれらに知しらせるためである。 13しかしイスラエルの家いえは荒野あらのでわたしにそむき、わたしの定さだめに歩あゆまず、人ひとがそれを行おこなうことによって、生いきることのできるわたしのおきてを捨すて、大おおいにわたしの安息日あんそくにちを汚けがした。
    


    
      そこでわたしは荒野あらので、わたしの憤いきどおりを彼かれらの上うえに注そそぎ、これを滅ほろぼそうと思おもったが、 14わたしはわたしの名なのために行動こうどうした。それはわたしが彼かれらを導みちびき出だして見みせた異邦人いほうじんの前まえに、わたしの名なが汚けがされないためである。 15ただし、わたしは荒野あらので彼かれらに誓ちかい、わたしが彼かれらに与あたえた乳ちちと蜜みつとの流ながれる地ち、全ぜん地ちの最もっともすばらしい地ちに、彼かれらを導みちびかないと言いった。 16これは彼かれらがその心こころに偶像ぐうぞうを慕したって、わがおきてを捨すて、わが定さだめに歩あゆまず、わが安息日あんそくにちを汚けがしたからである。 17けれどもわたしは彼かれらを惜おしみ見みて、彼かれらを滅ほろぼさず、荒野あらので彼かれらを絶たやさなかった。
    


    
      18わたしはまた荒野あらので彼かれらの子こどもたちに言いった、あなたがたの先祖せんぞの定さだめに歩あゆんではならない。そのおきてを守まもってはならない。その偶像ぐうぞうをもって、あなたがたの身みを汚けがしてはならない。 19主しゅなるわたしはあなたがたの神かみである。わが定さだめに歩あゆみ、わがおきてを守まもってこれを行おこない、 20わが安息日あんそくにちを聖別せいべつせよ。これはわたしとあなたがたとの間あいだのしるしとなって、主しゅなるわたしがあなたがたの神かみであることを、あなたがたに知しらせるためである。 21しかしその子こどもたちはわたしにそむき、わが定さだめに歩あゆまず、人ひとがこれを行おこなうことによって、生いきることのできるわたしのおきてを守まもり行おこなわず、わが安息日あんそくにちを汚けがした。
    


    
      そこでわたしはわが憤いきどおりを彼かれらの上うえに注そそぎ、荒野あらので彼かれらに対たいし、わが怒いかりを漏もらそうと思おもった。 22しかしわたしはわが手てを翻ひるがえして、わが名なのために行動こうどうした。それはわたしが彼かれらを導みちびき出だして見みせた異邦人いほうじんの前まえに、わたしの名なが汚けがされないためである。 23ただしわたしは荒野あらので彼かれらに誓ちかい、わたしは異邦人いほうじんの間あいだに彼かれらを散ちらし、国々くにぐにの中なかに彼かれらをふりまくと言いった。 24これは彼かれらがわがおきてを行おこなわず、わが定さだめを捨すて、わが安息日あんそくにちを汚けがし、彼かれらの目めにその先祖せんぞの偶像ぐうぞうを慕したったからである。 25またわたしは彼かれらに良よくない定さだめと、それによって生いきることのできないおきてとを与あたえ、 26そして、彼かれらのういごに火ひの中なかを通とおらせるその供そなえ物ものによって、彼かれらを汚けがし、彼かれらを恐おそれさせた。わたしがこれを行おこなったのは、わたしが主しゅであることを、彼かれらに知しらせるためである。
    


    
      27それゆえ人ひとの子こよ、イスラエルの家いえに告つげて言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたがたの先祖せんぞはまた、不信ふしんの罪つみを犯おかしてわたしを汚けがした。 28わたしが彼かれらに与あたえようと誓ちかった地ちに、彼かれらを導みちびき入いれた時とき、彼かれらはすべての高たかい丘おかと、すべての茂しげった木きとを見みて、その所ところで犠牲ぎせいをささげ、忌いむべき供そなえ物ものをささげ、またこうばしいかおりをその所ところに上のぼらせ、その所ところに灌祭かんさいを注そそいだ。 29（わたしは彼かれらに言いった、あなたがたが通かようその高たかき所ところはなんであるか。それでその名なは今日こんにちまでバマととなえられている。） 30それゆえ、イスラエルの家いえに言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたがたは、その先祖せんぞのおこないに従したがって、その身みを汚けがし、その憎にくむべきものを慕したうのか。 31あなたがたは、その供そなえ物ものをささげ、その子こ供ともに火ひの中なかを通とおらせて、今日こんにちまですべての偶像ぐうぞうをもって、その身みを汚けがすのである。イスラエルの家いえよ、わたしは、なおあなたがたに尋たずねられるべきであろうか。わたしは生いきている。わたしは決けっしてあなたがたに尋たずねられるはずはないと、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      32あなたがたの心こころにあること、すなわち『われわれは異邦人いほうじんのようになり、国々くにぐにのもろもろのやからのようになって、木きや石いしを拝おがもう』との考かんがえは決けっして成就じょうじゅしない。
    


    
      33主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている、わたしは必かならず強つよい手てと伸のべた腕うでと注そそがれた憤いきどおりとをもって、あなたがたを治おさめる。 34わたしはわが強つよい手てと伸のべた腕うでと注そそがれた憤いきどおりとをもって、あなたがたをもろもろの民たみの中なかから導みちびき出だし、その散ちらされた国々くにぐにから集あつめ、 35もろもろの民たみの荒野あらのに導みちびき入いれ、その所ところで顔かおと顔かおとを合あわせて、あなたがたをさばく。 36すなわち、エジプトの地ちの荒野あらので、あなたがたの先祖せんぞをさばいたように、わたしはあなたがたをさばくと、主しゅなる神かみは言いわれる。 37わたしはあなたがたに、むちの下したを通とおらせ、数かぞえてはいらせ、 38あなたがたのうちから、従したがわぬ者ものと、わたしにそむいた者ものとを分わかち、その寄留きりゅうした地ちから、彼かれらを導みちびき出だす。しかし彼かれらはイスラエルの地ちに入いることはできない。こうしてあなたがたはわたしが主しゅであることを知しるようになる。
    


    
      39それで、イスラエルの家いえよ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたがたはわたしに聞きかないなら、今いまも後のちも、おのおのその偶像ぐうぞうに行いって仕つかえるがよい。しかし再ふたたび供そなえ物ものと偶像ぐうぞうとをもって、わたしの聖せいなる名なを汚けがしてはならない。
    


    
      40主しゅなる神かみは言いわれる、わたしの聖せいなる山やま、イスラエルの高たかい山やまの上うえで、イスラエルの全家ぜんかはその地ちで、ことごとくわたしに仕つかえる。その所ところでわたしは喜よろこんで彼かれらを受うけいれ、あなたがたのささげ物ものと最上さいじょうの供そなえ物ものとを、その聖せいなるささげ物ものと共ともに求もとめる。 41わたしがあなたがたをもろもろの民たみの中なかから導みちびき出だし、かつてあなたがたを散ちらした国々くにぐにから集あつめる時とき、こうばしいかおりとして、あなたがたを喜よろこんで受うけいれる。そしてわたしは異邦人いほうじんの前まえで、あなたがたの中なかに、わたしの聖せいなることをあらわす。 42こうしてわたしがあなたがたを、イスラエルの地ち、すなわちあなたがたの先祖せんぞたちに与あたえると誓ちかった地ちに、はいらせる時とき、あなたがたはわたしが主しゅであることを知しるようになる。 43またその所ところであなたがたは、その身みを汚けがしたあなたがたのおこないと、すべてのわざとを思おもい出だし、みずから行おこなったすべての悪事あくじのために、自分じぶんを忌いみきらうようになる。 44イスラエルの家いえよ、わたしがあなたがたの悪あしきおこないによらず、またその腐くされたわざによらず、わたしの名なのために、あなたがたを扱あつかう時とき、あなたがたはわたしが主しゅであることを知しるのであると、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    


    
      45主しゅの言葉ことばがまたわたしに臨のぞんだ、 46「人ひとの子こよ、顔かおを南みなみに向むけ、南みなみに向むかって語かたり、ネゲブの森もりの地ちに対たいして預言よげんせよ。 47すなわちネゲブの森もりに言いえ、主しゅの言葉ことばを聞きけ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしはあなたのうちに火ひを燃もやす。その火ひはあなたのうちのすべての青木あおきと、すべての枯かれ木きを焼やき滅ほろぼし、その燃もえる炎ほのおは消けされることがなく、南みなみから北きたまで、すべての地ちのおもては、これがために焼やける。 48すべて肉にくなる者ものは、主しゅなるわたしがこれを焼やいたことを見みる。その火ひは消けされない」。 49そこでわたしは言いった、「ああ主しゅなる神かみよ、彼かれらはわたしについてこう語かたっています、『彼かれはたとえをもって語かたる者ものではないか』と」。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、あなたの顔かおをエルサレムに向むけ、あなたの言葉ことばを聖所せいじょに向むけてのべ、イスラエルの地ちに向むかって預言よげんし、 3イスラエルの地ちに言いえ。主しゅはこう言いわれる、見みよ、わたしはあなたを攻せめ、わたしのつるぎをさやから抜ぬき、あなたのうちから、正ただしい者ものも悪あしき者ものをも断たってしまう。 4わたしがあなたのうちから、正ただしい者ものも悪あしき者ものをも断たつゆえに、わたしのつるぎはさやから抜ぬけ出でて、南みなみから北きたまでのすべての肉にくなる者ものを攻せめる。 5すべて肉にくなる者ものは、主しゅなるわたしが、そのつるぎをさやから抜ぬき放はなったことを知しる。このつるぎは再ふたたびさやに納おさめられない。 6それゆえ、人ひとの子こよ、嘆なげけ、心こころ砕くだけるまでに嘆なげき、彼かれらの目めの前まえでいたく嘆なげけ。 7人ひとがあなたに向むかって、『なぜ嘆なげくのか』と言いうなら、『この知しらせのためである。それが来くれば人ひとの心こころはみな溶とけ、手てはみななえ、霊れいはみな弱よわり、ひざはみな水みずのようになる。見みよ、それは来くる、必かならず成就じょうじゅする』と言いえ」と主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      8主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 9「人ひとの子こよ、預言よげんして言いえ、主しゅはこう言いわれる、

      
        つるぎがある、

        とぎ、かつ、みがいたつるぎがある。

        10殺ころすためにといであり、

        いなずまのようにきらめくためにみがいてある。

      
わたしたちは喜よろこぶことができるか。わが子こよ、あなたはつえと、すべて木きで作つくったものとを軽かろんじた。 11このつるぎは手てにとるために、とがれ、殺ころす者ものの手てに渡わたすために、とがれみがかれるのである。 12人ひとの子こよ、叫さけび嘆なげけ、このことはわが民たみに臨のぞみ、イスラエルのすべての君きみたちに臨のぞむからである。彼かれらはわが民たみと共ともにつるぎにわたされる。それゆえ、あなたのももを打うて。 13これはためしにすることではない。もしあなたが、つえをあざけったら、どういうことになろうか」と主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      14「それゆえ、人ひとの子こよ、あなたは預言よげんし、手てを打うちならせ。つるぎを二度ども三度ども臨のぞませよ。これは人ひとを殺ころすつるぎ、大おおいに殺ころすつるぎであって、彼かれらを囲かこむものである。 15これがために彼かれらの心こころは溶とけ、多おおくの者ものがすべての門もんに倒たおれる。わたしはひらめくつるぎを彼かれらに送おくる。ああ、これはいなずまのようになり、人ひとを殺ころすためにみがかれている。 16あなたの刃はの向むかうところで、右みぎに左ひだりになぎ倒たおせ。 17わたしもまた、わたしの手てを打うちならし、わたしの怒いかりをしずめると、主しゅなるわたしは言いった」。
    


    
      18主しゅの言葉ことばがまたわたしに臨のぞんだ、 19「人ひとの子こよ、バビロンの王おうのつるぎが来くるために、二つの道みちを備そなえよ。この二つの道みちは一つの国くにから出でている。あなたは道みちしるべを作つくり、これを町まちに向むかう道みちのはじめに置おけ。 20あなたはまたアンモンの人々ひとびとのラバと、ユダと、堅固けんごな城しろの町まちエルサレムとにつるぎの来くる道みちを設もうけよ。 21バビロンの王おうは道みちの分わかれ目め、二つの道みちのはじめに立たって占うらないをし、矢やをふり、テラピムに問とい、肝きもを見みる。 22彼かれの右みぎにエルサレムのために占うらないが出でる。すなわち口くちを開ひらいて叫さけび、声こえをあげ、ときを作つくり、門もんに向むかって城しろくずしを設もうけ、塁るいを築きずき、雲悌うんていを建たてよと言いう。 23しかしこれは彼かれらの目めには偽いつわりの占うらないと思おもわれ、彼かれらは堅かたき誓ちかいをなした。しかし彼かれは、彼かれらを捕とらえることによって、罪つみを思おもい出ださせる。
    


    
      24それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたがたの罪つみは覚おぼえられ、その反逆はんぎゃくは現あらわれ、その罪つみはすべてのわざに現あらわれる。このようにあなたがたは、すでに覚おぼえられているから、彼かれらの手てに捕とらえられる。 25汚けがれた悪人あくにんであるイスラエルの君きみよ、あなたの終おわりの刑罰けいばつの時ときであるその日ひが来くる。 26主しゅなる神かみはこう言いわれる、かぶり物ものを脱ぬぎ、冠かんむりを取とり離はなせ。すべてのものは、そのままには残のこらない。卑いやしい者ものは高たかくされ、高たかい者ものは卑いやしくされる。 27ああ破滅はめつ、破滅はめつ、破滅はめつ、わたしはこれをこさせる。わたしが与あたえる権威けんいをもつ者ものが来くる時ときまで、その跡形あとかたさえも残のこらない。
    


    
      28人ひとの子こよ、預言よげんして言いえ。主しゅなる神かみはアンモンの人々ひとびとと、そのあざけりについて、こう言いわれる、つるぎがある。このつるぎは殺ころすために抜ぬかれ、いなずまのようにひかりきらめくようにとがれている。 29彼かれらがあなたに偽いつわりの幻まぼろしを示しめし、偽いつわりを占うらなったゆえ、これは殺ころさるべき悪あしき者ものの首くびの上うえに置おかれる。彼かれらの終おわりの刑罰けいばつの時ときであるその日ひがきている。 30これをさやに納おさめよ、わたしはあなたの造つくられた所ところ、あなたの生うまれた地ちであなたをさばく。 31わたしの怒いかりをあなたに注そそぎ、わたしの憤いきどおりの火ひをあなたに向むけて燃もやし、滅ほろぼすことに巧たくみな残忍ざんにんな人ひとの手てにあなたを渡わたす。 32あなたは火ひのための、たきぎとなり、あなたの血ちは国くにの中なかに流ながされ、覚おぼえられることはない、主しゅなるわたしが言いう」。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1また主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんで言いった、 2「人ひとの子こよ、あなたはさばくのか。血ちを流ながすこの町まちをさばくのか。それならこの町まちにそのもろもろの憎にくむべき事ことを示しめして、 3言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、自分じぶんのうちに血ちを流ながして、その刑罰けいばつの時ときをまねき、偶像ぐうぞうを造つくってその身みを汚けがす町まちよ、 4あなたはその流ながした血ちによって罪つみを得え、その造つくった偶像ぐうぞうによって汚けがれ、あなたの日ひを近ちかづかせ、あなたの年ねんの定さだめの時ときはきた。それゆえわたしはあなたをもろもろの国民こくみんのあざけりとなし、万国ばんこくの物笑ものわらいとする。 5あなたに近ちかい者ものも、遠とおい者ものも、汚けがれと、混乱こんらんに満みちているあなたをあざける。
    


    
      6見みよ、あなたのうちのイスラエルの君きみたちは、おのおのその力ちからにしたがって、血ちを流ながそうとしている。 7父母ふぼはあなたのうちで卑いやしめられ、寄留者きりゅうしゃはあなたのうちで虐待ぎゃくたいをうけ、みなしごと、やもめとはあなたのうちで悩なやまされている。 8あなたはわたしの聖せいなるものを卑いやしめ、わたしの安息日あんそくにちを汚けがした。 9人ひとをののしって血ちを流ながそうとする者ものは、あなたのうちにおり、人々ひとびとはあなたのうちで、山やまの上うえで食事しょくじをし、あなたのうちで、みだらなおこないをし、 10あなたのうちで、父ちちの裸はだかを現あらわし、あなたのうちで、汚けがれのうちにある女おんなを犯おかす。 11またあなたのうちに、その隣となりの妻つまと憎にくむべき事ことを行おこなう者ものがあり、淫行いんこうをもって、その嫁よめを汚けがす者ものがあり、自分じぶんの父ちちの娘むすめである自分じぶんの姉妹しまいを犯おかす者ものがあり、 12また血ちを流ながそうとして、あなたのうちで、まいないを取とる者ものがある。あなたは利息りそくと高利こうりとを取とり、しえたげによって、あなたの隣となり人びとのものをかすめ、そしてわたしを忘わすれてしまったと、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      13それゆえ見みよ、あなたが得えた不正ふせいの利りの事こと、およびあなたのうちにある流血りゅうけつの事ことに対たいして、わたしは手てを打うちならす。 14わたしがあなたを攻せめる日ひには、あなたの勇気ゆうきは、これに耐たえ得えようか。またあなたの手ては強つよくあり得えようか。主しゅなるわたしはこれを宣言せんげんし、これをなす。 15わたしはあなたを、もろもろの国民こくみんのうちに散ちらし、国々くにぐにの間あいだにまき、そしてあなたから汚けがれを除のぞく。 16わたしはあなたによって、もろもろの国民こくみんの前まえに汚けがされる。そしてあなたはわたしが主しゅであることを知しる」。
    


    
      17主しゅの言葉ことばがまたわたしに臨のぞんだ、 18「人ひとの子こよ、イスラエルの家いえはわたしに対たいして、かなかすとなった。彼かれらはすべて炉ろの中なかの銀ぎん、青銅せいどう、すず、鉄てつ、鉛なまりのかなかすとなった。 19それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたがたは皆みなかなかすとなったゆえ、見みよ、わたしはあなたがたをエルサレムの中なかに集あつめる。 20人ひとが銀ぎん、青銅せいどう、鉄てつ、鉛なまり、すずなどを炉ろの中なかに集あつめ、これに火ひを吹ふきかけて溶とかすように、わたしは怒いかりと憤いきどおりとをもって、あなたがたを集あつめ入いれて溶とかす。 21すなわち、わたしはあなたがたを集あつめ、わたしの怒いかりの火ひを、あなたがたに吹ふきかける。あなたがたはその中なかで溶とける。 22銀ぎんが炉ろの中なかで溶とけるように、あなたがたもその中なかで溶とける。そしてあなたがたは主しゅなるわたしが、あなたがたの上うえに、わたしの怒いかりを注そそいだことを知しるようになる」。
    


    
      23主しゅの言葉ことばがまたわたしに臨のぞんだ、 24「人ひとの子こよ、これに言いえ、あなたは怒いかりの日ひに清きよめられず、また雨あめの降ふらない地ちである。 25その中なかの君きみたちは、獲物えものを裂さくほえるししのような者もので、彼かれらは人々ひとびとを滅ほろぼし、宝たからと尊たっとい物ものとを取とり、そのうちに、やもめの数かずをふやす。 26その祭司さいしたちはわが律法りっぽうを犯おかし、聖せいなる物ものを汚けがした。彼かれらは聖せいなる物ものと汚けがれた物ものとを区別くべつせず、清きよくない物ものと清きよい物ものとの違ちがいを教おしえず、わが安息日あんそくにちを無視むしし、こうしてわたしは彼かれらの間あいだに汚けがされている。 27その中なかにいる君きみたちは、獲物えものを裂さくおおかみのようで、血ちを流ながし、不正ふせいの利りを得えるために人々ひとびとを滅ほろぼす。 28その預言者よげんしゃたちは、水みずしっくいでこれを塗ぬり、偽いつわりの幻まぼろしを見み、彼かれらに偽いつわりを占うらない、主しゅが語かたらないのに『主しゅなる神かみはこう言いわれる』と言いう。 29国くにの民たみはしえたげを行おこない、奪うばうことをなし、乏とぼしい者ものと貧まずしい者ものとをかすめ、不法ふほうに他国たこく人じんをしえたぐ。 30わたしは、国くにのために石いしがきを築きずき、わたしの前まえにあって、破やぶれ口くちに立たち、わたしにこれを滅ほろぼさせないようにする者ものを、彼かれらのうちに尋たずねたが得えられなかった。 31それゆえ、わたしはわが怒いかりを彼かれらの上うえに注そそぎ、わが憤いきどおりの火ひをもって彼かれらを滅ほろぼし、彼かれらのおこないを、そのこうべに報むくいたと、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、ここにふたりの女おんながあった。ひとりの母ははの娘むすめである。 3彼かれらはエジプトで淫行いんこうをした。彼かれらは若わかい時ときに淫行いんこうをした。すなわちその所ところで彼かれらの胸むねは押おされ、その処女しょじょの乳ちぶさはいじられた。 4彼かれらの名なは姉あねはアホラ、妹いもうとはアホリバである。彼かれらはわたしのものとなって、むすこ娘むすめたちを産うんだ。その本名ほんみょうはアホラはサマリヤ、アホリバはエルサレムである。
    


    
      5アホラはわたしのものである間あいだに淫行いんこうをなし、その恋人こいびとなるアッスリヤびとにこがれた。 6すなわち紫むらさきの衣ころもをきた軍人ぐんじん、長官ちょうかん、司令しれい官かん、すべて好このましい若者わかもの、馬うまに乗のる者ものたちである。 7彼女かのじょは彼かれらに淫行いんこうを供そなえた。彼かれらはすべてアッスリヤのえり抜ぬきの人々ひとびとである。彼女かのじょはまた、そのこがれたすべての者もののもろもろの偶像ぐうぞうをもって、おのれを汚けがした。 8彼女かのじょはエジプトの日ひからおこなっていた、その淫行いんこうを捨すてなかった。それは彼女かのじょの若わかい時ときに、彼かれらが彼女かのじょと寝ね、その処女しょじょの乳ちぶさをいじり、その情欲じょうよくを彼女かのじょの上うえに注そそいだからである。 9それゆえ、わたしは彼女かのじょをその恋人こいびとの手てに渡わたし、そのこがれたアッスリヤの人々ひとびとの手てに渡わたした。 10彼かれらは彼女かのじょの裸はだかを現あらわし、そのむすこ娘むすめたちを奪うばい、つるぎをもって彼女かのじょを殺ころした。こうして彼女かのじょに対たいするさばきが行おこなわれたとき、彼女かのじょは女おんなたちの間あいだの語かたり草くさとなった。
    


    
      11その妹いもうとアホリバはこれを見みて、姉あねよりも情欲じょうよくをほしいままにし、姉あねの淫行いんこうよりも多おおく淫行いんこうをなし、 12アッスリヤの人々ひとびとに恋こいこがれた。長官ちょうかん、司令しれい官かん、盛装せいそうした軍人ぐんじん、馬うまに乗のる者ものたちで、すべて好このましい若者わかものたちである。 13わたしは彼女かのじょが身みを汚けがしたのを見みた。彼かれらは共ともに一つの道みちをたどったが、 14彼女かのじょはさらにその淫行いんこうを続つづけ、壁かべに描えがいた人々ひとびとを見みた。すなわち朱しゅで描えがいたカルデヤびとの像ぞうで、 15腰こしには帯おびを結むすび、頭あたまにはたれさがったずきんをいただいていた。これらはみな官吏かんりのような姿すがたで、その生うまれた国くにカルデヤのバビロン人ひとに似にていた。 16彼女かのじょはこれらを見みて、これに恋こいこがれ、使者ししゃをカルデヤの彼かれらのもとに送おくった。 17そこでバビロンの人々ひとびとは彼女かのじょのもとに来きて、恋こいの床とこにつき、情欲じょうよくをもって彼女かのじょを汚けがしたが、彼女かのじょは彼かれらに汚けがされるにおよんで、その心こころは彼かれらから離はなれた。 18彼女かのじょがその淫行いんこうを公然こうぜんと続つづけ、その裸はだかをさらしたので、わたしの心こころは彼女かのじょから離はなれた。これはあたかもわたしの心こころが、彼女かのじょの姉あねから離はなれたと同様どうようである。 19しかし彼女かのじょはなおエジプトの地ちで姦淫かんいんをしたその若わかき日ひを覚おぼえて、その淫行いんこうを続つづけ、 20その情夫じょうふたちに恋こいこがれた。その人ひとの肉にくは、ろばの肉にくのごとく、その精せいは馬うまの精せいのようであった。 21このようにあなたは、かのエジプトびとが、あなたの胸むねに手てをつけ、あなたの若わかい乳ちぶさをおさえた時ときの、若わかい時ときの淫行いんこうを慕したっている」。
    


    
      22それゆえ、アホリバよ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、「見みよ、わたしは、あなたの心こころがすでに離はなれたあなたの恋人こいびとらを起おこして、あなたを攻せめさせ、彼かれらに四方しほうから来きてあなたを攻せめさせる。 23すなわちバビロンの人々ひとびとおよびカルデヤのすべての人々ひとびと、ペコデ、ショア、コア、アッスリヤのすべての人々ひとびと、好このましい若者わかもの、長官ちょうかん、司令しれい官かん、官吏かんり、軍人ぐんじんなど、すべて馬うまに乗のる者ものたちである。 24彼かれらは戦車せんしゃ、貨車かしゃ、および多おおくの民たみを率ひきいて、北きたからあなたに攻せめて来くる。大盾おおだて、小盾こだて、かぶとを備そなえて、四方しほうからあなたに攻せめかかる。わたしが彼かれらにさばきをゆだねるゆえ、彼かれらは、そのおきてに従したがって、あなたをさばく。 25わたしはあなたに向むかってわたしの憤いきどおりを起おこすゆえ、彼かれらは怒いかりをもってあなたを扱あつかい、あなたの鼻はなと耳みみとを切きり落おとし、そして残のこりの者ものはつるぎに倒たおれる。彼かれらはあなたのむすこ娘むすめたちを奪うばい、生いき残のこった者ものを火ひで焼やく。 26彼かれらはまたあなたの衣服いふくをはぎ取とり、あなたの美うつくしい飾かざりを取とり去さる。 27こうしてわたしはあなたの淫乱いんらんと、エジプトの地ちから持もって来きた淫行いんこうとを取とり除のぞき、重かさねてあなたの目めを、エジプトびとに向むけて上あげさせず、彼かれらの事ことを思おもわないようにする。 28主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしはあなたの憎にくむ者ものの手て、あなたの心こころの離はなれた者ものの手てにあなたを渡わたす。 29彼かれらは憎にくしみをもってあなたを扱あつかい、あなたの所得しょとくをことごとく取とり去さり、あなたを赤あかはだかにし、あなたの淫行いんこうの裸はだかを現あらわす。あなたの淫乱いんらんと淫行いんこうとのゆえに、 30すなわち、あなたが異邦人いほうじんを慕したって姦淫かんいんを行おこない、彼かれらの偶像ぐうぞうをもって身みを汚けがしたゆえに、これらのことがあなたに臨のぞむのだ。 31あなたはその姉あねの道みちを歩あゆんだので、わたしも彼女かのじょの杯さかずきをあなたにわたす。 32主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      
        あなたは姉あねの深ふかい、大おおきな杯さかずきを飲のみ、

        笑わらい物ものとなり、あざけりとなる、

        この杯さかずきにはそれらが多おおくこもっている。

        33あなたは酔よいと憂うれいとに満みたされる。

        驚おどろきと滅ほろびの杯さかずき、

        これがあなたの姉あねサマリヤの杯さかずきである。

        34あなたはこれを飲のみこれをかたむけ、

        あなたの髪かみの毛けをひきむしり、

        あなたの乳ちぶさをかきさく。

      
わたしがこれを言いうと、主しゅなる神かみは言いわれる。 35それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたはわたしを忘わすれ、わたしをあなたのうしろに捨すて去さったゆえ、あなたは自分じぶんの淫乱いんらんと淫行いんこうとの罪つみを負おわねばならぬ」。
    


    
      36主しゅはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、あなたはアホラとアホリバをさばくのか。それならば彼かれらにその憎にくむべき事ことを告つげよ。 37彼かれらは姦淫かんいんを行おこない、血ちが彼かれらの手ての上うえにある。彼かれらはその偶像ぐうぞうと姦淫かんいんを行おこない、またわたしに産うんだ子こらを、食物しょくもつのために彼かれらにささげた。 38さらに彼かれらは、わたしに対たいしてこのようにした。すなわち、彼かれらは同おなじ日ひにわたしの聖所せいじょを汚けがし、わたしの安息日あんそくにちを犯おかした。 39彼かれらはその子こらを、偶像ぐうぞうにささげるためにほふった同おなじ日ひに、わたしの聖所せいじょにきて、これを汚けがした。見みよ、彼かれらがわたしの家いえの中なかでしたことはこれである。 40さらに彼かれらは使者ししゃをやって、遠とおくから来くるように人々ひとびとを招まねいた。見みよ、彼かれらはきた。あなたは、この人々ひとびとのために身みを洗あらい、目めを描えがき、飾かざり物ものを身みにつけ、 41尊たっとい床とこに座ざし、食卓しょくたくをその前まえに設もうけ、わたしの香こうと、わたしの油あぶらとを、その上うえに供そなえた。 42こうして、のんきな群衆ぐんしゅうの声こえは彼女かのじょと共ともにあり、また、荒野あらのから連つれて来きた通とおりがかりの酔よいどれも、彼かれらと共ともにいた。彼かれらは女おんなたちの手てに腕輪うでわをはめさせ、頭あたまに美うつくしい冠かんむりをいただかせた。
    


    
      43そこでわたしは言いった、彼女かのじょと姦淫かんいんを行おこなう時とき、人々ひとびとは姦淫かんいんを犯おかさないであろうか。 44人ひとが遊女ゆうじょの所ところにはいるように、彼かれらは彼女かのじょの所ところにはいった。こうして彼かれらは姦淫かんいんを行おこなうために、アホラおよびアホリバの所ところにはいった。 45しかし正ただしい人々ひとびとは淫婦いんぷのさばきと、血ちを流ながした女おんなのさばきとをもって、彼かれらをさばく。それは彼かれらが淫婦いんぷであって、その手てに血ちがあるからである」。
    


    
      46主しゅなる神かみはこう言いわれる、「わたしは軍隊ぐんたいを彼かれらに向むかって攻せめ上のぼらせ、彼かれらを恐おそれと略奪りゃくだつとに渡わたす。 47軍隊ぐんたいは彼かれらを石いしで打うち、つるぎで切きり、そのむすこ娘むすめたちを殺ころし、火ひでその家いえを焼やく。 48こうしてわたしはこの地ちに淫乱いんらんを絶たやす。すべての女おんなはみずからいましめて、あなたがたがしたような淫乱いんらんを行おこなわない。 49あなたがたの淫乱いんらんの報むくいは、あなたがたの上うえにくだり、あなたがたはその偶像ぐうぞう礼拝れいはいの罪つみを負おい、そしてわたしが主しゅなる神かみであることを知しるようになる」。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1第だい九年ねんの十月がつ十日かに、主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、あなたはこの日ひすなわち今日こんにちの名なを書かきしるせ。バビロンの王おうは、この日ひエルサレムを包囲ほういした。 3あなたはこの反逆はんぎゃくの家いえにたとえを語かたって言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      
        かますをすえ、これをすえて、水みずをくみ入いれよ。

        4その中なかに肉にくの切きれを入いれよ、

        すべて良よい肉にくの切きれ、

        すなわち、ももと肩かたの肉にくをこれに入いれよ。

        良よい骨ほねをこれに満みたせ。

        5羊ひつじの最もっとも良よいものを取とれ。

        かまの下したにまきを積つみ、

        その肉にくを煮にたぎらせ、またその中なかの骨ほねを煮によ。

      

    


    
      6それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、わざわいなるかな、流血りゅうけつの町まち、さびているかま。そのさびはこれを離はなれない。肉にくをひとつびとつ無差別むさべつに取とり出だせ。 7その流ながした血ちはまだその中なかにある。彼女かのじょはこれを裸はだか岩いわの上うえに流ながし、土つちでこれをおおうために、地面じめんには注そそがなかった。 8これは、わたしの怒いかりをつのらせ、あだを返かえすために、その流ながした血ちがおおわれないように、裸はだか岩いわの上うえに流ながしたのである。 9それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、わざわいなるかな、流血りゅうけつの町まち。わたしもまた、まきをさらに積つみ重かさねる。 10まきを積つみ重かさね、火ひを燃もやし、肉にくをよく煮にて、煮につくし、骨ほねを焼やけ。 11そしてかまを熱あつくするため、それをからにして炭火すみびの上うえに置おき、その銅どうを焼やいて、汚けがれをその中なかに溶とかし、そのさびを去され。 12しかしわたしのほねおりは、むだであった。その多おおくのさびは火ひによって消きえない。 13そのさびとは、あなたの不潔ふけつな淫行いんこうである。わたしはあなたを清きよめようとしたが、あなたはあなたの不潔ふけつから清きよめられようとしないから、わたしの怒いかりをあなたに漏もらし尽つくすまでは、あなたは汚けがれから清きよまることはない。 14主しゅなるわたしはこれを言いった。そしてこれは必かならず成なる。わたしはこれをなす。わたしはやめない、惜おしまない、悔くいない。あなたのおこないにより、あなたのわざによって、あなたをさばくと、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    


    
      15また主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 16「人ひとの子こよ、見みよ、わたしは、にわかにあなたの目めの喜よろこぶ者ものを取とり去さる。嘆なげいてはならない。泣ないてはならない。涙なみだを流ながしてはならない。 17声こえをたてずに嘆なげけ。死人しにんのために嘆なげき悲かなしむな。ずきんをかぶり、足あしにくつをはけ。口くちをおおうな。嘆なげきのパンを食たべるな」。 18朝あさのうちに、わたしは人々ひとびとに語かたったが、夕ゆうべには、わたしの妻つまは死しんだ。翌朝よくあさわたしは命めいじられたようにした。
    


    
      19人々ひとびとはわたしに言いった、「あなたがするこの事ことは、われわれになんの関係かんけいがあるのか、それをわれわれに告つげてはくれまいか」。 20わたしは彼かれらに言いった、「主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 21『イスラエルの家いえに言いえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしはあなたがたの力ちからの誇ほこり、目めの喜よろこび、心こころの望のぞみであるわが聖所せいじょを汚けがす。あなたがたが残のこすむすこ娘むすめたちは、つるぎに倒たおれる。 22あなたがたもわたしがしたようにし、口くちをおおわず、嘆なげきのパンを食たべず、 23頭あたまにずきんをかぶり、足あしにくつをはき、嘆なげかず、泣なかず、その罪つみの中なかにやせ衰おとろえて、互たがいにうめくようになる。 24このようにエゼキエルはあなたがたのためにしるしとなる。彼かれがしたようにあなたがたもせよ。この事ことが成なる時とき、あなたがたはわたしが主しゅなる神かみであることを知しるようになる』。
    


    
      25人ひとの子こよ、わたしが、彼かれらのとりで、彼かれらの喜よろこびと栄さかえ、彼かれらの目めの喜よろこびであり、その心こころの望のぞみであるもの、また彼かれらのむすこ娘むすめたちを取とり去さる日ひ、 26その日ひに難なんをのがれて来くる者ものが、あなたのもとにきて、あなたに事ことを告つげる。 27その日ひあなたは、そののがれてきた者ものに向むかって口くちを開ひらき、語かたり、もはや沈黙ちんもくしない。こうしてあなたは彼かれらのためにしるしとなり、彼かれらはわたしが主しゅであることを知しる」。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、あなたの顔かおをアンモンの人々ひとびとに向むけ、これに向むかって預言よげんし、 3アンモンの人々ひとびとに言いえ。主しゅなる神かみの言葉ことばを聞きけ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたはわが聖所せいじょの汚けがされた時とき、またイスラエルの地ちの荒あらされた時とき、またユダの家いえが捕とらえ移うつされた時とき、ああ、それはよい気味きみであると言いった。 4それゆえ、わたしはあなたを、東ひがしの人々ひとびとに渡わたして彼かれらの所有しょゆうとする。彼かれらはあなたのうちに陣営じんえいを設もうけ、あなたのうちに住居じゅうきょを造つくり、あなたのくだものを食たべ、あなたの乳ちちを飲のむ。 5わたしはラバを、らくだを飼かう所ところとし、アンモンびとの町々まちまちを、羊ひつじの伏ふす所ところとする。そしてあなたがたは、わたしが主しゅであることを知しるようになる。 6主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたはイスラエルの地ちに向むかって手てをうち、足あしを踏ふみ、心こころに悪意あくいを満みたして喜よろこんだ。 7それゆえ、見みよ、わたしはわが手てをあなたに向むけて伸のべ、あなたを、もろもろの国民こくみんに渡わたして略奪りゃくだつにあわせ、あなたを、もろもろの民たみの中なかから断たち、諸国しょこくの中なかから滅ほろぼし絶たやす。そしてあなたは、わたしが主しゅであることを知しるようになる。
    


    
      8主しゅなる神かみはわたしにこう言いわれる、モアブは言いった、見みよ、ユダの家いえは、他たのすべての国民こくみんと同様どうようであると。 9それゆえ、わたしはモアブの境界きょうかいの町々まちまち、すなわち国くにの栄さかえであるベテエシモテ、バアルメオン、キリアタイムの横腹よこばらを開ひらき、 10これをアンモンの人々ひとびとと共ともに、東方とうほうの人々ひとびとに与あたえて、その所有しょゆうとし、モアブの人々ひとびとをもろもろの国民こくみんの中なかに記憶きおくさせない。 11わたしはモアブの上うえにさばきを行おこなう。そのとき、彼かれらはわたしが主しゅであることを知しる。
    


    
      12主しゅなる神かみはこう言いわれる、エドムは恨うらみをふくんでユダの家いえに敵対てきたいし、これに恨うらみを返かえして、はなはだしく罪つみを犯おかした。 13それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしはエドムの上うえに手てを伸のべて、その中なかから人ひとと獣けものとを断たち、これを荒あれ地ちとする。テマンからデダンまで人々ひとびとはつるぎに倒たおれる。 14わたしはわが民たみイスラエルの手てをもって、エドムにわがあだを報むくいる。彼かれらがわが怒いかり、わが憤いきどおりに従したがってエドムに行おこなう時とき、エドムの人々ひとびとは、わたしがあだを返かえすことを知しるようになると、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      15主しゅなる神かみはこう言いわれる、ペリシテびとは恨うらみをふくんで行動こうどうし、心こころに悪意あくいをもってあだを返かえし、深ふかい敵意てきいをもって、滅ほろぼすことをした。 16それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしは手てをペリシテびとの上うえに伸のべ、ケレテびとを断たち、海うみべの残のこりの者ものを滅ほろぼす。 17わたしは怒いかりに満みちた懲罰ちょうばつをもって、大おおいなる復讐ふくしゅうを彼かれらになす。わたしが彼かれらにあだを返かえす時とき、彼かれらはわたしが主しゅであることを知しるようになる」。
    

  


  


  
    第二十六章


    
      1第だい十一年ねんの第だい一日にちに主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、ツロはエルサレムについて言いった、『ああ、それはよい気味きみである。もろもろの民たみの門もんは破やぶれて、わたしに開ひらかれた。わたしは豊ゆたかになり、彼かれは破やぶれはてた』と。 3それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、ツロよ、わたしはあなたを攻せめ、海うみがその波なみを起おこすように、わたしは多おおくの国民こくみんを、あなたに攻せめこさせる。 4彼かれらはツロの城壁じょうへきをこわし、そのやぐらを倒たおす。わたしはその土つちを払はらい去さって、裸はだかの岩いわにする。 5ツロは海うみの中なかにあって、網あみをはる場所ばしょになる。これはわたしが言いったのであると、主しゅなる神かみは言いわれる。ツロは、もろもろの民たみにかすめられ、 6その本土ほんどにおる娘むすめたちは、つるぎで殺ころされる。そして彼かれらは、わたしが主しゅであることを知しるようになる。
    


    
      7主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしは王おうの王おうなるバビロンの王おうネブカデレザルに、馬うま、戦車せんしゃ、騎兵きへい、および多おおくの軍勢ぐんぜいをひきいて、北きたからツロに攻せめこさせる。 8彼かれは本土ほんどにおるあなたの娘むすめたちを、つるぎで殺ころし、あなたに向むかって雲悌うんていを建たて、塁るいを築きずき、盾たてを備そなえ、 9城しろくずしをあなたの城壁じょうへきに向むけ、おのであなたのやぐらを打うち砕くだく。 10その多おおくの馬うまの土煙つちけむりは、あなたをおおう。人ひとが破やぶれた町まちにはいるように、彼かれがあなたの門もんにはいる時とき、騎兵きへいと貨車かしゃと戦車せんしゃの響ひびきによって、あなたの石いしがきはゆるぐ。 11彼かれはその馬うまのひずめで、あなたのすべてのちまたを踏ふみあらし、つるぎであなたの民たみを殺ころす。あなたの力強ちからづよい柱はしらは地ちに倒たおれる。 12彼かれらはあなたの財宝ざいほうを奪うばい、商品しょうひんをかすめ、城壁じょうへきをくずし、楽たのしい家いえをこわし、石いしと木きと土つちとを水みずの中なかに投なげ込こむ。 13わたしはあなたの歌うたの声こえをとどめる。琴ことの音ねはもはや聞きこえなくなる。 14わたしはあなたを裸はだかの岩いわにする。あなたは網あみを張はる場所ばしょとなり、再ふたたび建たてられることはない。主しゅなるわたしがこれを言いったと、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      15主しゅなる神かみはツロにこう言いわれる、海沿うみぞいの国々くにぐにはあなたの倒たおれる響ひびき、手負ておいのうめき、あなたのうちの殺人さつじんのゆえに、身震みぶるいしないであろうか。 16その時とき、海うみの君きみたちは皆みなその位くらいからおり、朝あさ服ふくを脱ぬぎ、縫ぬい取とりの衣服いふくを取とり去さり、恐おそれを身みにまとい、地ちに座ざして、いたく恐おそれ、あなたの事ことを驚おどろき、 17あなたのために悲かなしみの歌うたをのべて言いう、

      
        『あなたは海うみにあって、強つよい誉ほまれある町まち、

        本土ほんどに恐おそれを与あたえていたあなたも、その住民じゅうみんも、

        海うみから消きえ去さった。

        18島々しまじまはあなたの倒たおれる日ひに身震みぶるいする。

        海うみの島々しまじまはあなたの去さり行いくことを見みて驚おどろく』。

      

    


    
      19主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしはあなたを、荒あれた町まちとなし、住すむ者もののない町まちのようにし、淵ふちをあなたに向むかってわきあがらせ、大水おおみずにあなたをおおわせる時とき、 20あなたを穴あなに下くだる者ものどもと共ともに、昔むかしの民たみの所ところに下くだし、穴あなに下くだる者ものと共ともに下したの国くにに、昔むかしのままの荒あれ跡あとの中なかに、あなたを住すませる。それゆえ、あなたは人ひとの住すむ所ところとならず、また生なまある者ものの地ちに所ところを得えない。 21わたしはあなたの終おわりを、恐おそるべきものとする。あなたは無むに帰きする。あなたを尋たずねる人ひとがあっても、永久えいきゅうに見みいださないと、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    

  


  


  
    第二十七章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、ツロのために悲かなしみの歌うたをのべ、 3海うみの入口いりぐちに住すんで、多おおくの海沿うみぞいの国々くにぐにの民たみの商人しょうにんであるツロに対たいして言いえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      
        ツロよ、あなたは言いった、

        『わたしの美びは完全かんぜんである』と。

        4あなたの境さかいは海うみの中なかにあり、

        あなたの建設けんせつ者しゃはあなたの美びを完全かんぜんにした。

        5人々ひとびとはセニルのもみの木きで

        あなたのために船板ふないたを造つくり、

        レバノンから香柏こうはくをとって、

        あなたのために帆柱ほばしらを造つくり、

        6バシャンのかしの木きで、

        あなたのためにかいを造つくり、

        クプロの島しまから来くる松まつの木きに象牙ぞうげをはめて、

        あなたのために甲板かんぱんを造つくった。

        7あなたの帆ほはエジプトから来くるあや布ぬのであって、

        あなたの旗はたに用もちいられ、

        あなたのおおいはエリシャの海岸かいがんから来くる

        青あおと紫むらさきの布ぬのである。

        8あなたのこぎ手ては、

        シドンとアルワデの住民じゅうみん、

        あなたのかじとりは、

        あなたのうちにいる熟練じゅくれんなゼメルの人々ひとびとである。

        9ゲバルの老人ろうじんたち、およびその熟練じゅくれんな人々ひとびとは、

        あなたのうちにいて漏もりを繕つくろい、

        海うみのすべての船ふねおよびその船員せんいんらは

        あなたのうちにいて、あなたの商品しょうひんを交易こうえきする。

      

    


    
      10ペルシャ人ひと、ルデびと、プテびとはあなたの軍ぐんに加くわわって、あなたの戦士せんしとなる。彼かれらはあなたのうちに、盾たてとかぶとを掛かけ、あなたに輝かがやきをそえた。 11アルワデとヘレクの人々ひとびとは、あなたの周囲しゅういの城壁じょうへきの上うえにあり、ガマデの人々ひとびとは、あなたのやぐらの中なかにあり、彼かれらは、あなたの周囲しゅういの城壁じょうへきにその盾たてを掛かけて、あなたの美観びかんを全まっとうした。
    


    
      12あなたはそのすべての貨物かもつに富とむゆえに、タルシシはあなたと交易こうえきをなし、銀ぎん、鉄てつ、すず、鉛なまりをあなたの商品しょうひんと交換こうかんした。 13ヤワン、トバル、およびメセクはあなたと取引とりひきし、彼かれらは人身じんしんと青銅せいどうの器うつわとを、あなたの商品しょうひんと交換こうかんした。 14ベテ・トガルマは馬うま、軍馬ぐんば、および騾馬らばをあなたの商品しょうひんと交換こうかんした。 15ローヅ島とうの人々ひとびとはあなたと取引とりひきし、多おおくの海沿うみぞいの国々くにぐには、あなたの市場しじょうとなり、象牙ぞうげと黒くろたんとを、みつぎとしてあなたに持もってきた。 16あなたの製品せいひんが多おおいので、エドムはあなたと商売しょうばいし、彼かれらは赤玉あかだま、紫むらさき、縫ぬい取とりの布ぬの、細ほそ布ぬの、さんご、めのうをもって、あなたの商品しょうひんと交換こうかんした。 17ユダとイスラエルの地ちは、あなたと取引とりひきし、麦むぎ、オリブ、いちじく、蜜みつ、油あぶら、および乳香にゅうこうをもって、あなたの商品しょうひんと交換こうかんした。 18あなたの製品せいひんが多おおく、あなたの富とみが多おおいので、ダマスコはあなたと取引とりひきし、ヘルボンの酒さけと、さらした羊毛ようもうと、 19ウザルの酒さけをもって、あなたの商品しょうひんと交換こうかんし、銑鉄せんてつ、肉桂にっけい、菖蒲しょうぶをもって、あなたの商品しょうひんと交易こうえきした。 20デダンは乗物のりものの鞍くら敷しきをもって、あなたと取引とりひきした。 21アラビヤびと、およびケダルのすべての君きみたちは小羊こひつじ、雄羊おひつじ、やぎをもって、あなたと取引とりひきし、これらの物ものをあなたと交易こうえきした。 22シバとラアマの商人しょうにんは、あなたと取引とりひきし、もろもろの尊たっとい香料こうりょうと、もろもろの宝石ほうせきと金きんとをもって、あなたの商品しょうひんと交換こうかんした。 23ハラン、カンネ、エデン、アッスリヤ、キルマデはあなたと取引とりひきした。 24彼かれらは、はなやかな衣服いふくと、青あおく縫ぬい取とりした布ぬのと、ひもで結むすんで、じょうぶにした敷物しきものなどをもって、あなたと取引とりひきした。 25タルシシの船ふねはあなたの商品しょうひんを運はこんでまわった。

      
        あなたは海うみの中なかにいて満みち足たり、いたく栄さかえた。

        26あなたのこぎ手てらはあなたを大海たいかいの中なかに進すすめ、

        海うみの中なかで東風ひがしかぜがあなたの船ふねを破やぶった。

        27あなたの財宝ざいほう、あなたの貨物かもつ、あなたの商品しょうひん、

        あなたの船員せんいん、あなたのかじ取とり、

        あなたの漏もりを繕つくろう者もの、あなたの商品しょうひんを商あきなう者もの、

        あなたの中なかにいるすべての軍人ぐんじん、

        あなたの中なかにいるすべての仲間なかまは皆みな、

        あなたの破滅はめつの日ひに海うみの中なかに沈しずむ。

        28あなたのかじ取とりの叫さけび声ごえに、近郷きんごうは震ふるい、

        29すべてかいをとる者ものは船ふねからくだる。

        船員せんいんおよび海うみのすべてのかじ取とりは海うみべに立たち、

        30あなたのために声こえをあげて泣なき、はげしく叫さけび、

        ちりをこうべにかぶり、灰はいの中なかにまろび、

        31あなたのために髪かみをそり、荒布あらぬのをまとい、

        あなたのために心こころを痛いためて泣なき、はげしく嘆なげく。

        32彼かれらは悲かなしんで、あなたのために悲かなしみの歌うたをのべ、

        あなたを弔とむらって言いう、

        『だれかツロのように海うみの中なかで滅ほろびたものがあるか。

        33あなたの商品しょうひんが海うみを越こえてきた時とき、

        あなたは多おおくの民たみを飽あかせ、

        あなたの多おおくの財宝ざいほうと商品しょうひんとをもって、

        地ちの王おうたちを富とませた。

        34今いまあなたは海うみで破船はせんし、深ふかい水みずに沈しずみ、

        あなたの商品しょうひんと、あなたのすべての船員せんいんとは、

        あなたと共ともに沈しずんだ。

        35海沿うみぞいの国々くにぐにに住すむ者ものは皆みなあなたについて驚おどろき、

        その王おうたちは大おおいに恐おそれてその顔かおを震ふるわす。

        36もろもろの民たみの中なかの商人しょうにんらはあなたをあざける。

        あなたは恐おそるべき終おわりを遂とげ、

        永遠えいえんにうせはてる』」。

      

    

  


  


  
    第二十八章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、ツロの君きみに言いえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      
        あなたは心こころに高たかぶって言いう、

        『わたしは神かみである、神々かみがみの座ざにすわって、海うみの中なかにいる』と。

        しかし、あなたは自分じぶんを神かみのように賢かしこいと思おもっても、

        人ひとであって、神かみではない。

        3見みよ、あなたはダニエルよりも賢かしこく、

        すべての秘密ひみつもあなたには隠かくれていない。

        4あなたは知恵ちえと悟さとりとによって富とみを得え、

        金銀きんぎんを倉くらにたくわえた。

        5あなたは大おおいなる貿易ぼうえきの知恵ちえによって

        あなたの富とみを増まし、

        その富とみによってあなたの心こころは高たかぶった。

        6それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、

        あなたは自分じぶんを神かみのように賢かしこいと思おもっているゆえ、

        7見みよ、わたしは、もろもろの国民こくみんの最もっとも恐おそれている

        異邦人いほうじんをあなたに攻せめこさせる。

        彼かれらはつるぎを抜ぬいて、

        あなたが知恵ちえをもって得えた麗うるわしいものに向むかい、

        あなたの輝かがやきを汚けがし、

        8あなたを穴あなに投なげ入いれる。

        あなたは海うみの中なかで殺ころされた者もののような死しを遂とげる。

        9それでもなおあなたは、『自分じぶんは神かみである』と、

        あなたを殺ころす人々ひとびとの前まえで言いうことができるか。

        あなたは自分じぶんを傷きずつける者ものの手てにかかっては、

        人ひとであって、神かみではないではないか。

        10あなたは異邦人いほうじんの手てによって

        割礼かつれいを受うけない者ものの死しを遂とげる。

        これはわたしが言いうのであると、

        主しゅなる神かみは言いわれる」。

      

    


    
      11また主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 12「人ひとの子こよ、ツロの王おうのために悲かなしみの歌うたをのべて、これに言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      
        あなたは知恵ちえに満みち、

        美びのきわみである完全かんぜんな印しるしである。

        13あなたは神かみの園そのエデンにあって、

        もろもろの宝石ほうせきが、あなたをおおっていた。

        すなわち赤あかめのう、黄玉おうぎょく、青玉せいぎょく、貴きかんらん石せき、

        緑柱石りょくちゅうせき、縞しまめのう、

        サファイヤ、ざくろ石いし、エメラルド。

        そしてあなたの象眼ぞうがんも彫刻ちょうこくも金きんでなされた。

        これらはあなたの造つくられた日ひに、

        あなたのために備そなえられた。

        14わたしはあなたを油あぶらそそがれた

        守護しゅごのケルブと一緒いっしょに置おいた。

        あなたは神かみの聖せいなる山やまにいて、

        火ひの石いしの間あいだを歩あるいた。

        15あなたは造つくられた日ひから、

        あなたの中なかに悪あくが見みいだされた日ひまでは

        そのおこないが完全かんぜんであった。

        16あなたの商売しょうばいが盛さかんになると、

        あなたの中なかに暴虐ぼうぎゃくが満みちて、あなたは罪つみを犯おかした。

        それゆえ、わたしはあなたを神かみの山やまから

        汚けがれたものとして投なげ出だし、

        守護しゅごのケルブはあなたを

        火ひの石いしの間あいだから追おい出だした。

        17あなたは自分じぶんの美うつくしさのために心こころ高たかぶり、

        その輝かがやきのために自分じぶんの知恵ちえを汚けがしたゆえに、

        わたしはあなたを地ちに投なげうち、

        王おうたちの前まえに置おいて見みせ物ものとした。

        18あなたは不正ふせいな交易こうえきをして犯おかした多おおくの罪つみによって

        あなたの聖所せいじょを汚けがしたゆえ、

        わたしはあなたの中なかから火ひを出だして

        あなたを焼やき、

        あなたを見みるすべての者ものの前まえで

        あなたを地ちの上うえの灰はいとした。

        19もろもろの民たみのうちであなたを知しる者ものは皆みな

        あなたについて驚おどろく。

        あなたは恐おそるべき終おわりを遂とげ、

        永遠えいえんにうせはてる」。

      

    


    
      20主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 21「人ひとの子こよ、あなたの顔かおをシドンに向むけ、これに向むかって預言よげんして、 22言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      
        シドンよ、見みよ、わたしはあなたの敵てきとなる、

        わたしはあなたのうちで栄さかえをあらわす。

        わたしがシドンのうちにさばきをおこない、

        そのうちにわたしの聖せいなることをあらわす時とき、

        彼かれらはわたしが主しゅであることを知しる。

        23わたしは疫病えきびょうをこれに送おくり、

        そのちまたに流血りゅうけつを送おくる。

        その四方しほうからこれに臨のぞむつるぎによって

        殺ころされる者ものがその中なかに倒たおれる時とき、

        彼かれらはわたしが主しゅであることを知しる。

      

    


    
      24イスラエルの家いえには、もはや刺さすいばらはなく、これを卑いやしめたその周囲しゅういの人々ひとびとのうちには、苦くるしめるとげもなくなる。こうして彼かれらはわたしが主しゅであることを知しるようになる。
    


    
      25主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしがイスラエルの家いえの者ものを、その散ちらされたもろもろの民たみの中なかから集あつめ、もろもろの国民こくみんの目めの前まえで、彼かれらにわたしの聖せいなることをあらわす時とき、彼かれらはわたしが、わがしもべヤコブに与あたえた地ちに住すむようになる。 26彼かれらはそこに安やすらかに住すみ、家いえを建たて、またぶどう畑はたけを作つくる。かつて彼かれらを卑いやしめたすべての隣となり人びとたちに対たいして、わたしがさばきを行おこなう時とき、彼かれらは安やすらかに住すむ。こうして彼かれらは、わたしが彼かれらの神かみ、主しゅであることを知しる」。
    

  


  


  
    第二十九章


    
      1第だい十年ねんの十月がつ十二日にちに、主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、あなたの顔かおをエジプトの王おうパロに向むけ、彼かれとエジプト全国ぜんこくに対たいして預言よげんし、 3語かたって言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      
        エジプトの王おうパロよ、

        見みよ、わたしはあなたの敵てきとなる。

        あなたはその川かわの中なかに伏ふす大おおいなる龍りゅうで、

        『ナイル川がわはわたしのもの、

        わたしがこれを造つくった』と言いう。

        4わたしは、かぎをあなたのあごにかけ、

        あなたの川かわの魚うおを、あなたのうろこにつかせ、

        あなたと、あなたのうろこについている

        もろもろの魚うおを、あなたの川かわから引ひきあげ、

        5あなたとあなたの川かわのもろもろの魚うおを、

        荒野あらのに投なげ捨すてる。

        あなたは野のの面おもてに倒たおれ、

        あなたを取とり集あつめる者ものも、葬ほうむる者ものもない。

        わたしはあなたを

        地ちの獣けものと空そらの鳥とりのえじきとして与あたえる。

      

    


    
      6そしてエジプトのすべての住民じゅうみんはわたしが主しゅであることを知しる。あなたはイスラエルの家いえに対たいして葦あしのつえであった。 7彼かれらがあなたを手てにとる時とき、あなたは折おれ、彼かれらの肩かたはことごとく裂さける。彼かれらがまたあなたに寄よりかかる時とき、あなたは破やぶれ、彼かれらの腰こしをことごとく震ふるえさせる。 8それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしはつるぎをあなたに持もってきて、人ひとと獣けものとをあなたのうちから断たつ。 9エジプトの地ちは荒あれて、むなしくなる。そして彼かれはわたしが主しゅであることを知しる。
    


    
      あなたは『ナイル川がわはわたしのもの、わたしがこれを造つくった』と言いっているゆえに、 10見みよ、わたしはあなたとあなたの川々かわがわの敵てきとなって、エジプトの地ちをミグドルからスエネまで、エチオピヤの境さかいに至いたるまで、ことごとく荒あらし、むなしくする。 11人ひとの足あしはこれを渡わたらず、獣けものの足あしもこれを渡わたらない。四十年ねんの間あいだ、ここに住すむ者ものはない。 12わたしはエジプトの地ちを荒あらして、荒あれた国々くにぐにの中なかに置おき、その町々まちまちは荒あれて、四十年ねんのあいだ荒あれた町々まちまちの中なかにある。わたしはエジプトびとを、もろもろの国民こくみんの中なかに散ちらし、もろもろの国くにの中なかに散ちらす。
    


    
      13主しゅなる神かみはこう言いわれる、四十年ねんの後のち、わたしはエジプトびとを、その散ちらされたもろもろの民たみの中なかから集あつめる。 14すなわちエジプトの運命うんめいをもとに返かえし、彼かれらをその生うまれた地ちであるパテロスの地ちに帰かえらせる。その所ところで彼かれらは卑いやしい国くにとなる。 15これはもろもろの国くによりも卑いやしくなり、再ふたたびもろもろの国民こくみんの上うえに出でることができない。わたしは彼かれらを小ちいさくするゆえ、再ふたたびもろもろの国民こくみんを治おさめることはない。 16これはイスラエルが助たすけを求もとめる時とき、その罪つみを思おもい出だして、再ふたたびイスラエルの家いえの頼たのみとはならない。こうして彼かれらは、わたしが主しゅなる神かみであることを知しる」。
    


    
      17第だい二十七年ねんの一月がつ一日にちに、主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 18「人ひとの子こよ、バビロンの王おうネブカデレザルは、その軍勢ぐんぜいをツロに対たいして大おおいに働はたらかせた。頭あたまは皆みなはげ、肩かたはみな破やぶれた。しかし彼かれもその軍勢ぐんぜいも、ツロに対たいしてなしたその働はたらきのために、なんの報むくいをも得えなかった。 19それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしはバビロンの王おうネブカデレザルに、エジプトの地ちを与あたえる。彼かれはその財宝ざいほうを取とり、物ものをかすめ、物ものを奪うばい、それをその軍勢ぐんぜいに与あたえて報むくいとする。 20彼かれの働はたらいた報酬ほうしゅうとして、わたしはエジプトの地ちを彼かれに与あたえる。彼かれらはわたしのために、これをしたからであると、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      21その日ひ、わたしはイスラエルの家いえに、一つの角つのを生しょうじさせ、あなたの口くちを彼かれらのうちに開ひらかせる。そして彼かれらはわたしが主しゅであることを知しる」。
    

  


  


  
    第三十章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、預言よげんして言いえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      
        嘆なげけ、その日ひはわざわいだ。

        3その日ひは近ちかい、主しゅの日ひは近ちかい。

        これは雲くもの日ひ、異邦人いほうじんの滅ほろびの時ときである。

        4つるぎがエジプトに臨のぞむ。

        エジプトで殺ころされる者ものの倒たおれる時とき、

        エチオピヤには苦くるしみがあり、

        その財宝ざいほうは奪うばい去さられ、その基もといは破やぶられる。

      
5エチオピヤ、プテ、ルデ、アラビヤ、リビヤおよび同盟どうめい国くにの人々ひとびとは、彼かれらと共ともにつるぎに倒たおれる。

      
        6主しゅはこう言いわれる、

        エジプトを助たすける者ものは倒たおれ、

        その誇ほこる力ちからはうせる。

        ミグドルからスエネまで、

        人々ひとびとはつるぎによってそのうちに倒たおれると

        主しゅなる神かみが言いわれる。

        7それは荒あれて、荒あれはてた国々くにぐにのうちにあり、

        その町々まちまちは荒あれた町々まちまちのうちにある。

        8わたしがエジプトに火ひを送おくり、

        これを助たすける者ものが皆みな滅ほろびる時とき、

        彼かれらはわたしが主しゅであることを知しる。

      

    


    
      9その日ひ、早足はやあしの使者ししゃがわたしから出でて、何事なにごとも知しらぬエチオピヤびとを恐おそれさせる。そしてかのエジプトの滅ほろびの日ひに、彼かれらに苦くるしみが来くる。見みよ、これはかならず来くる。

      
        10主しゅなる神かみはこう言いわれる、

        わたしはバビロンの王おうネブカデレザルの手てによって

        エジプトの富とみを滅ほろぼす。

        11彼かれと彼かれに従したがうその民たみ、すなわち国民こくみんのうちの

        最もっとも恐おそるべき者ものがきて、その地ちを滅ほろぼす。

        彼かれらはつるぎを抜ぬいて、エジプトを攻せめ、

        殺ころした者ものを国くにに満みたす。

        12わたしはナイル川がわをからし、

        その国くにを悪あしき者ものの手てに売うり、

        異邦人いほうじんの手てによって国くにとその中なかのものとを荒あらす。

        主しゅなるわたしはこれを言いった。

        13主しゅなる神かみはこう言いわれる、

        わたしは偶像ぐうぞうをこわし、メンピスで偶像ぐうぞうを滅ほろぼす。

        エジプトの国くにには、もはや君きみたる者ものがなくなる。

        わたしはエジプトの国くにに恐おそれを与あたえる。

        14わたしはパテロスを荒あらし、

        ゾアンに火ひを放はなち、

        テーベにさばきをおこない、

        15わたしの怒いかりを、

        エジプトの要害ようがいであるペルシゥムに注そそぎ、

        テーベの群衆ぐんしゅうを断たち、

        16エジプトに火ひを下くだす。

        ペルシゥムはいたく苦くるしみ、

        テーベは打うち破やぶられ、

        その城壁じょうへきは破壊はかいされ、

        17オンとピベセテの若者わかものはつるぎに倒たおれ、

        女おんなたちは捕とらえ移うつされる。

        18わたしがエジプトの支配しはいを砕くだく時とき、

        テパネスでは日ひは暗くらくなり、

        その誇ほこる力ちからは絶たえ、

        雲くもはこれをおおい、

        その娘むすめたちは捕とらえ移うつされる。

        19このようにわたしはエジプトにさばきを行おこなう。

        そのとき彼かれらはわたしが主しゅであることを知しる」。

      

    


    
      20第だい十一年ねんの一月がつ七日なぬかに主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 21「人ひとの子こよ、わたしはエジプトの王おうパロの腕うでを折おった。見みよ、これは包つつまれず、いやされず、ほうたいをも施ほどこされない。それは強つよくなって、つるぎを執とることができない。 22それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしはエジプトの王おうパロを攻せめ、その強つよい腕うでと、折おれた腕うでとを共ともに折おり、その手てからつるぎを落おとさせる。 23わたしはエジプトびとを、もろもろの国民こくみんの中なかに散ちらし、国々くにぐにに散ちらす。 24わたしはバビロンの王おうの腕うでを強つよくし、わたしのつるぎを、その手てに与あたえる。しかしわたしはパロの腕うでを折おるゆえ、彼かれは深手ふかでを負おった者もののように、彼かれの前まえにうめく。 25わたしがバビロンの王おうの腕うでを強つよくし、パロの腕うでがたれる時とき、彼かれらはわたしが主しゅであることを知しる。わたしがわたしのつるぎを、バビロンの王おうに授さづけ、これをエジプトの国くにに向むかって伸のべさせ、 26わたしがエジプトびとを、もろもろの国民こくみんの中なかに散ちらし、国々くにぐにに散ちらす時とき、彼かれらはわたしが主しゅであることを知しる」。
    

  


  


  
    第三十一章


    
      1第だい十一年ねんの三月がつ一日にちに主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、エジプトの王おうパロと、その民衆みんしゅうとに言いえ、

      
        あなたはその大おおいなること、だれに似にているか。

        3見みよ、わたしはあなたを

        レバノンの香柏こうはくのようにする。

        麗うるわしき枝えだと森もりの陰かげがあり、たけが高たかく、

        その頂いただきは雲くもの中なかにある。

        4水みずはこれを育そだて、

        大水おおみずがこれを高たかくする。

        その川々かわがわはその植うえた所ところをめぐって流ながれ、

        その流ながれを野ののすべての木きに送おくる。

        5これによってそのたけは、

        野ののすべての木きよりも高たかくなり、

        その育そだつとき多おおくの水みずのために

        枝葉えだはは茂しげり、枝えだは伸のび、

        6その枝葉えだはに空そらのすべての鳥とりが、巣すをつくり、

        その枝えだの下したに野ののすべての獣けものは子こを生うみ、

        その陰かげにもろもろの国民こくみんは住すむ。

        7これはその大おおきなことと、

        その枝えだの長ながいことによって美うつくしかった。

        その根ねを多おおくの水みずに、おろしていたからである。

        8神かみの園そのの香柏こうはくも、これと競きそうことはできない。

        もみの木きもその枝葉えだはに及およばない。

        けやきもその枝えだと比くらべられない。

        神かみの園そののすべての木きも、その麗うるわしきこと、

        これに比ひすべきものはない。

        9わたしはその枝えだを多おおくして、これを美うつくしくした。

        神かみの園そのにあるエデンの木きは皆みな

        これをうらやんだ。

      

    


    
      10それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、これは、たけが高たかくなり、その頂いただきを雲くもの中なかにおき、その心こころが高たかぶりおごるゆえ、 11わたしはこれを、もろもろの国民こくみんの力ちからある者ものの手てに渡わたす。彼かれはこれに対たいしてその悪あくのために正ただしい処置しょちをとる。わたしはこれを追おい出だした。 12もろもろの国民こくみんの最もっとも恐おそれている異邦人いほうじんはこれを切きり倒たおして捨すてる。その枝えだはもろもろの山やまと、すべての谷たにとに落おち、その枝葉えだはは砕くだけて、地ちのすべての流ながれにあり、地ちのすべての民たみは、その陰かげを離はなれて、これを捨すてる。 13その倒たおれた所ところに、空そらのもろもろの鳥とりは住すみ、その枝えだの上うえに、野ののもろもろの獣けものはいる。 14これは水みずのほとりのすべての木きが、その高たかさのために誇ほこることなく、その頂いただきを雲くもの中なかにおくことなく、水みずに潤うるおう木きが、みずから高たかぶり立たつことのないためである。これらは皆みな、死しに渡わたされ、下したの国くにに入いり、穴あなに下くだる者ものと共ともに他たの人々ひとびとのうちにいる。
    


    
      15主しゅなる神かみはこう言いわれる、これが陰府よみに下くだる日ひにわたしが淵ふちをこれがために悲かなしませ、その川々かわがわをせきとめるので、大水おおみずはとどまる。わたしはレバノンを、これがために嘆なげかせ、野ののすべての木きを、これがために衰おとろえさせる。 16わたしがこれを穴あなに下くだる者ものと共ともに陰府よみに落おとす時とき、もろもろの国民こくみんをその落おちる響ひびきのために、打うち震ふるえさせる。そしてエデンのすべての木き、レバノンのすぐれて美うつくしいもの、すべて水みずに潤うるおうものは、下したの国くにで慰なぐさめられる。 17彼かれらもこれと共ともに陰府よみに下くだり、つるぎで殺ころされた者もののところに至いたる。まことにもろもろの国民こくみんのうちで、その陰かげに住すんだ者ものも滅ほろびる。 18エデンの木きのうちで、その栄さかえと大おおいなることで、あなたはどれに似にているのか。あなたはこのように、エデンの木きと共ともに、下したの国くにに落おとされ、つるぎで殺ころされた者ものと共ともに、割礼かつれいを受うけない者もののうちに住すむ。
    


    
      これがパロとその民衆みんしゅうであると、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    

  


  


  
    第三十二章


    
      1第だい十二年ねんの十二月がつ一日にちに、主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、エジプトの王おうパロのために、悲かなしみの歌うたをのべて、これに言いえ、

      
        あなたは自分じぶんをもろもろの国民こくみんのうちの

        ししであると考かんがえているが、

        あなたは海うみの中なかの龍りゅうのような者ものである。

        あなたは川かわの中なかに、はね起おき、

        足あしで水みずをかきまぜ、川かわを濁にごす。

        3主しゅなる神かみはこう言いわれる、

        わたしは多おおくの民たみの集団しゅうだんをもって、

        わたしの網あみをあなたに投なげかけ、

        あなたを網あみで引ひきあげる。

        4わたしはあなたを地ちに投なげ捨すて、

        野のの面おもてに投なげうち、

        空そらのすべての鳥とりをあなたの上うえにとまらせ、

        全ぜん地ちの獣けものにあなたを与あたえて飽あかせる。

        5わたしはあなたの肉にくを山々やまやまに捨すて、

        あなたの死体したいで谷たにを満みたす。

        6わたしはあなたの流ながれる血ちで、

        地ちを潤うるおし、山々やまやまにまで及およぼす。

        谷川たにがわはあなたの死体したいで満みちる。

        7わたしはあなたを滅ほろぼす時とき、

        空そらをおおい、星ほしを暗くらくし、

        雲くもで日ひをおおい、月つきに光ひかりを放はなたせない。

        8わたしは空そらの輝かがやく光ひかりを、

        ことごとくあなたの上うえに暗くらくし、

        あなたの国くにをやみとすると

        主しゅなる神かみは言いう。

      

    


    
      9わたしはもろもろの国民こくみん、あなたの知しらない国々くにぐにの中なかに、あなたを捕とらえ移うつす時とき、多おおくの民たみの心こころを痛いたませる。 10わたしはあなたについて、多おおくの民たみを驚おどろかせる。その王おうたちは、わたしがわたしのつるぎを、彼かれらの前まえに振ふるう時とき、あなたの事ことでおののく。あなたの倒たおれる日ひには、彼かれらはおのおの自分じぶんの命いのちを思おもって、絶たえず打うち震ふるえる。 11主しゅなる神かみはこう言いわれる、バビロンの王おうのつるぎはあなたに臨のぞむ。 12わたしはあなたの民衆みんしゅうを勇士ゆうしのつるぎに倒たおれさせる。彼かれらは皆みな、もろもろの国民こくみんの中なかで、最もっとも恐おそれられている者ものたちである。

      
        彼かれらはエジプトの誇ほこりを断たつ、

        エジプトの民衆みんしゅうは皆みな滅ほろぼされる。

        13わたしはその家畜かちくをことごとく、

        多おおくの水みずのかたわらから滅ほろぼす。

        人ひとの足あしは再ふたたびこれを濁にごさず、

        家畜かちくのひずめもこれを乱みださない。

        14その時ときわたしはその水みずを清きよくし、

        その川々かわがわを油あぶらのように流ながれさせると、

        主しゅなる神かみは言いう。

        15わたしはエジプトの国くにを荒あらし、

        その国くにに満みちるものが、ことごとく取とり去さられる時とき、

        わたしがその中なかに住すむ者ものをことごとく撃うつ時とき、

        彼かれらはわたしが主しゅであることを知しる。

      
16これは悲かなしみの歌うたである。人々ひとびとはこれを歌うたい、もろもろの国くにの娘むすめたちはこれを歌うたう。すなわちエジプトと、そのすべての民衆みんしゅうとのために、これを歌うたうのであると、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    


    
      17第だい十二年ねんの一月がつ十五日にちに、主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 18「人ひとの子こよ、エジプトの民衆みんしゅうのために嘆なげき、これと大おおいなる国々くにぐにの娘むすめらとを、下したの国くにに投なげ下くだし、穴あなに下くだった者もののところに至いたらせよ。

      
        19『あなたの美びはだれにまさっているか。

        下くだって、割礼かつれいを受うけない者ものと共ともに伏ふせよ』。

      
20彼かれらはつるぎに殺ころされる者もののうちに倒たおれる。その民衆みんしゅうはこれと共ともに伏ふせる。 21勇士ゆうしの首領しゅりょうはその助たすけ手てと共ともに、陰府よみの中なかから彼かれらに言いう、『割礼かつれいを受うけない者もの、つるぎに殺ころされた者ものは下くだって伏ふしている』と。
    


    
      22アッスリヤとその仲間なかまとはその所ところにおり、その墓はかはこれを囲かこむ。彼かれらはみな殺ころされた者もの、またつるぎに倒たおれた者ものである。 23彼かれらの墓はかは穴あなの奥おくに設もうけられ、その仲間なかまはその墓はかの周囲しゅういにあり、これはみな殺ころされた者もの、つるぎに倒たおれた者もの、生いける者ものの地ちに恐おそれを起おこした者ものである。
    


    
      24その所ところにエラムがおり、その民衆みんしゅうは皆みな、その墓はかの周囲しゅういにおる。彼かれらはみな殺ころされた者もの、つるぎに倒たおれた者もの、割礼かつれいを受うけないで、下したの国くにに下くだった者もの、生いける者ものの地ちに、恐おそれを起おこした者もので、穴あなに下くだる者ものと共ともに、恥はじを負おうのである。 25彼かれらはそのすべての民衆みんしゅうと共ともに、殺ころされた者ものの中なかに床とこを置おき、その墓はかはこれを囲かこむ。これは皆みな、割礼かつれいを受うけない者もの、つるぎに殺ころされた者もの、生いける者ものの地ちに恐おそれを起おこした者もので、穴あなに下くだる者ものと共ともに恥はじを負おう。彼かれらは殺ころされた者ものの中なかに置おかれている。
    


    
      26その所ところにメセクとトバル、およびすべての民衆みんしゅうがおる。その墓はかはこれを囲かこむ。彼かれらは皆みな、割礼かつれいを受うけない者もので、つるぎで殺ころされた者ものである。生いける者ものの地ちに恐おそれを起おこしたからである。 27彼かれらは昔むかしの倒たおれた勇士ゆうしと共ともに伏ふさない。これらの勇士ゆうしは、武具ぶぐを持もって陰府よみに下くだり、つるぎをまくらとし、その盾たては骨ほねの上うえにある。これは勇士ゆうしの恐おそれが、生いける者ものの地ちにあったからである。 28あなたは割礼かつれいを受うけない者もののうちに、つるぎで殺ころされた者ものと共ともに横よこたわる。
    


    
      29その所ところにエドムとその王おうたちと、そのすべての君きみたちがおる。彼かれらはその力ちからを持もつにもかかわらず、かのつるぎで殺ころされた者ものと共ともに横よこたえられ、割礼かつれいを受うけない者ものおよび穴あなに下くだる者ものと共ともに伏ふしている。
    


    
      30その所ところに北きたの君きみたち、およびシドンびとが皆みなおる。彼かれらは自分じぶんの力ちからによって恐おそれを起おこしたので、殺ころされた者ものと共ともに恥はじを受うけて、下くだって行いった者ものである。彼かれらはつるぎで殺ころされた者ものと共ともに、割礼かつれいを受うけずに伏ふし、穴あなに下くだる者ものと共ともに恥はじを負おう。
    


    
      31パロは彼かれらを見みる時とき、そのすべての民衆みんしゅうについて慰なぐさめられる。パロとそのすべての軍勢ぐんぜいとは、つるぎで殺ころされると、主しゅなる神かみは言いわれる。 32彼かれは生いける者ものの国くにに恐おそれを広ひろげた。それゆえ、パロとすべての民衆みんしゅうとは、割礼かつれいを受うけない者もののうちにあって、つるぎで殺ころされた者ものと共ともに伏ふすと、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    

  


  


  
    第三十三章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、あなたの民たみの人々ひとびとに語かたって言いえ、わたしがつるぎを一つの国くにに臨のぞませる時とき、その国くにの民たみが彼かれらのうちからひとりを選えらんで、これを自分じぶんたちの見守みまもる者ものとする。 3彼かれは国くににつるぎが臨のぞむのを見みて、ラッパを吹ふき、民たみを戒いましめる。 4しかし人ひとがラッパの音おとを聞きいても、みずから警戒けいかいせず、ついにつるぎが来きて、その人ひとを殺ころしたなら、その血ちは彼かれのこうべに帰きする。 5彼かれはラッパの音おとを聞きいて、みずから警戒けいかいしなかったのであるから、その血ちは彼かれ自身じしんに帰きする。しかしその人ひとが、みずから警戒けいかいしたなら、その命いのちは救すくわれる。 6しかし見守みまもる者ものが、つるぎの臨のぞむのを見みても、ラッパを吹ふかず、そのため民たみが、みずから警戒けいかいしないでいるうちに、つるぎが臨のぞみ、彼かれらの中なかのひとりを失うしなうならば、その人ひとは、自分じぶんの罪つみのために殺ころされるが、わたしはその血ちの責任せきにんを、見守みまもる者ものの手てに求もとめる。
    


    
      7それゆえ、人ひとの子こよ、わたしはあなたを立たてて、イスラエルの家いえを見守みまもる者ものとする。あなたはわたしの口くちから言葉ことばを聞きき、わたしに代かわって彼かれらを戒いましめよ。 8わたしが悪人あくにんに向むかって、悪人あくにんよ、あなたは必かならず死しぬと言いう時とき、あなたが悪人あくにんを戒いましめて、その道みちから離はなれさせるように語かたらなかったら、悪人あくにんは自分じぶんの罪つみによって死しぬ。しかしわたしはその血ちを、あなたの手てに求もとめる。 9しかしあなたが悪人あくにんに、その道みちを離はなれるように戒いましめても、その悪人あくにんがその道みちを離はなれないなら、彼かれは自分じぶんの罪つみによって死しぬ。しかしあなたの命いのちは救すくわれる。
    


    
      10それゆえ、人ひとの子こよ、イスラエルの家いえに言いえ、あなたがたはこう言いった、『われわれのとがと、罪つみはわれわれの上うえにある。われわれはその中なかにあって衰おとろえはてる。どうして生いきることができようか』と。 11あなたは彼かれらに言いえ、主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている。わたしは悪人あくにんの死しを喜よろこばない。むしろ悪人あくにんが、その道みちを離はなれて生いきるのを喜よろこぶ。あなたがたは心こころを翻ひるがえせ、心こころを翻ひるがえしてその悪あしき道みちを離はなれよ。イスラエルの家いえよ、あなたはどうして死しんでよかろうか。 12人ひとの子こよ、あなたの民たみの人々ひとびとに言いえ、義人ぎじんの義ぎは、彼かれが罪つみを犯おかす時ときには、彼かれを救すくわない。悪人あくにんの悪あくは、彼かれがその悪あくを離はなれる時とき、その悪あくのために倒たおれることはない。義人ぎじんは彼かれが罪つみを犯おかす時とき、その義ぎのために生いきることはできない。 13わたしが義人ぎじんに、彼かれは必かならず生いきると言いっても、もし彼かれが自分じぶんの義ぎをたのんで、罪つみを犯おかすなら、彼かれのすべての義ぎは覚おぼえられない。彼かれはみずから犯おかした罪つみのために死しぬ。 14また、わたしが悪人あくにんに『あなたは必かならず死しぬ』と言いっても、もし彼かれがその罪つみを離はなれ、公道こうどうと正義せいぎとを行おこなうならば、 15すなわちその悪人あくにんが質物しちもつを返かえし、奪うばった物ものをもどし、命いのちの定さだめに歩あゆみ、悪あくを行おこなわないならば、彼かれは必かならず生いきる。決けっして死しなない。 16彼かれの犯おかしたすべての罪つみは彼かれに対たいして覚おぼえられない。彼かれは公道こうどうと正義せいぎとを行おこなったのであるから、必かならず生いきる。
    


    
      17あなたの民たみの人々ひとびとは『主しゅの道みちは公平こうへいでない』と言いう。しかし彼かれらの道みちこそ公平こうへいでないのである。 18義人ぎじんがその義ぎを離はなれて、罪つみを犯おかすならば、彼かれはこれがために死しぬ。 19悪人あくにんがその悪あくを離はなれて、公道こうどうと正義せいぎとを行おこなうならば、彼かれはこれによって生いきる。 20それであるのに、あなたがたは『主しゅの道みちは公平こうへいでない』と言いう。イスラエルの家いえよ、わたしは各自かくじのおこないにしたがって、あなたがたをさばく」。
    


    
      21わたしたちが捕とらえ移うつされた後のち、すなわち第だい十二年ねんの十月がつ五日かに、エルサレムからのがれて来きた者ものが、わたしのもとに来きて言いった、「町まちは打うち破やぶられた」と。 22その者ものが来きた前まえの夜よる、主しゅの手てがわたしに臨のぞんだ。次つぎの朝あさ、その人ひとがわたしのもとに来きたころ、主しゅはわたしの口くちを開ひらかれた。わたしの口くちが開ひらけたので、もはやわたしは沈黙ちんもくしなかった。
    


    
      23主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 24「人ひとの子こよ、イスラエルの地ちの、かの荒あれ跡あとの住民じゅうみんらは、語かたり続つづけて言いう、『アブラハムはただひとりで、なおこの地ちを所有しょゆうした。しかしわたしたちの数かずは多おおい。この地ちはわれわれの所有しょゆうとして与あたえられている』と。 25それゆえ、あなたは彼かれらに言いえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたがたは肉にくを血ちのついたままで食たべ、おのが偶像ぐうぞうを仰あおぎ、血ちを流ながしていて、なおこの地ちを所有しょゆうすることができるか。 26あなたがたはつるぎをたのみ、憎にくむべき事ことをおこない、おのおの隣となり人びとの妻つまを汚けがして、なおこの地ちを所有しょゆうすることができるか。 27あなたは彼かれらに言いいなさい。主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしは生いきている。かの荒あれ跡あとにいる者ものは必かならずつるぎに倒たおれる。わたしは野のの面おもてにいる者ものを、獣けものに与あたえて食くわせ、要害ようがいとほら穴あなとにいる者ものは疫病えきびょうで死しぬ。 28わたしはこの国くにを全まったく荒あらす。彼かれの誇ほこる力ちからはうせ、イスラエルの山々やまやまは荒あれて通とおる者ものもなくなる。 29彼かれらがおこなったすべての憎にくむべきことのために、わたしがこの国くにを全まったく荒あらす時とき、彼かれらはわたしが主しゅであることを悟さとる。
    


    
      30人ひとの子こよ、あなたの民たみの人々ひとびとは、かきのかたわら、家いえの入口いりぐちで、あなたの事ことを論ろんじ、たがいに語かたりあって言いう、『さあ、われわれは、どんな言葉ことばが主しゅから出でるかを聞きこう』と。 31彼かれらは民たみが来くるようにあなたの所ところに来き、わたしの民たみのようにあなたの前まえに座ざして、あなたの言葉ことばを聞きく。しかし彼かれらはそれを行おこなわない。彼等かれらは口先くちさきでは多おおくの愛あいを現あらわすが、その心こころは利りにおもむいている。 32見みよ、あなたは彼かれらには、美うつくしい声こえで愛あいの歌うたをうたう者もののように、また楽器がっきをよく奏そうする者もののように思おもわれる。彼かれらはあなたの言葉ことばは聞きくが、それを行おこなおうとはしない。 33この事ことが起おこる時とき——これは必かならず起おこる——そのとき彼かれらの中なかにひとりの預言者よげんしゃがいたことを彼かれらは悟さとる」。
    

  


  


  
    第三十四章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、イスラエルの牧者ぼくしゃたちに向むかって預言よげんせよ。預言よげんして彼かれら牧者ぼくしゃに言いえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、わざわいなるかな、自分じぶん自身じしんを養やしなうイスラエルの牧者ぼくしゃ。牧者ぼくしゃは群むれを養やしなうべき者ものではないか。 3ところが、あなたがたは脂肪しぼうを食たべ、毛織物けおりものをまとい、肥こえたものをほふるが、群むれを養やしなわない。 4あなたがたは弱よわった者ものを強つよくせず、病やんでいる者ものをいやさず、傷きずついた者ものをつつまず、迷まよい出でた者ものを引ひき返かえらせず、うせた者ものを尋たずねず、彼かれらを手荒てあらく、きびしく治おさめている。 5彼かれらは牧者ぼくしゃがないために散ちり、野ののもろもろの獣けもののえじきになる。 6わが羊ひつじは散ちらされている。彼かれらはもろもろの山やまと、もろもろの高たかき丘おかにさまよい、わが羊ひつじは地ちの全面ぜんめんに散ちらされているが、これを捜さがす者ものもなく、尋たずねる者ものもない。
    


    
      7それゆえ、牧者ぼくしゃよ、主しゅの言葉ことばを聞きけ。 8主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている。わが羊ひつじはかすめられ、わが羊ひつじは野ののもろもろの獣けもののえじきとなっているが、その牧者ぼくしゃはいない。わが牧者ぼくしゃはわが羊ひつじを尋たずねない。牧者ぼくしゃは自身じしんを養やしなうが、わが羊ひつじを養やしなわない。 9それゆえ牧者ぼくしゃらよ、主しゅの言葉ことばを聞きけ。 10主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしは牧者ぼくしゃらの敵てきとなり、わたしの羊ひつじを彼かれらの手てに求もとめ、彼かれらにわたしの群むれを養やしなうことをやめさせ、再ふたたび牧者ぼくしゃ自身じしんを養やしなわせない。またわが羊ひつじを彼かれらの口くちから救すくって、彼かれらの食物しょくもつにさせない。
    


    
      11主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしは、わたしみずからわが羊ひつじを尋たずねて、これを捜さがし出だす。 12牧者ぼくしゃがその羊ひつじの散ちり去さった時とき、その羊ひつじの群むれを捜さがし出だすように、わたしはわが羊ひつじを捜さがし出だし、雲くもと暗くらやみの日ひに散ちった、すべての所ところからこれを救すくう。 13わたしは彼かれらをもろもろの民たみの中なかから導みちびき出だし、もろもろの国くにから集あつめて、彼かれらの国くにに携たずさえ入いれ、イスラエルの山やまの上うえ、泉いずみのほとり、また国くにのうちの人ひとの住すむすべての所ところでこれを養やしなう。 14わたしは良よき牧場まきばで彼かれらを養やしなう。その牧場まきばはイスラエルの高たかい山やまにあり、その所ところで彼かれらは良よい羊ひつじのおりに伏ふし、イスラエルの山々やまやまの上うえで肥こえた牧場まきばで草くさを食くう。 15わたしはみずからわが羊ひつじを飼かい、これを伏ふさせると主しゅなる神かみは言いわれる。 16わたしは、うせたものを尋たずね、迷まよい出でたものを引ひき返かえし、傷きずついたものを包つつみ、弱よわったものを強つよくし、肥こえたものと強つよいものとは、これを監督かんとくする。わたしは公平こうへいをもって彼かれらを養やしなう。
    


    
      17主しゅなる神かみはこう言いわれる、あなたがた、わが群むれよ、見みよ、わたしは羊ひつじと羊ひつじとの間あいだ、雄羊おひつじと雄おやぎとの間あいだをさばく。 18あなたがたは良よき牧場まきばで草くさを食くい、その草くさの残のこりを足あしで踏ふみ、また澄すんだ水みずを飲のみ、その残のこりを足あしで濁にごすが、これは、あまりのことではないか。 19わが羊ひつじはあなたがたが、足あしで踏ふんだものを食くい、あなたがたの足あしで濁にごしたものを、飲のまなければならないのか。
    


    
      20それゆえ、主しゅなる神かみはこう彼かれらに言いわれる、見みよ、わたしは肥こえた羊ひつじと、やせた羊ひつじとの間あいだをさばく。 21あなたがたは、わきと肩かたとをもって押おし、角つのをもって、すべて弱よわい者ものを突つき、ついに彼かれらを外そとに追おい散ちらした。 22それゆえ、わたしはわが群むれを助たすけて、再ふたたびかすめさせず、羊ひつじと羊ひつじとの間あいだをさばく。 23わたしは彼かれらの上うえにひとりの牧者ぼくしゃを立たてる。すなわちわがしもべダビデである。彼かれは彼かれらを養やしなう。彼かれは彼かれらを養やしない、彼かれらの牧者ぼくしゃとなる。 24主しゅなるわたしは彼かれらの神かみとなり、わがしもべダビデは彼かれらのうちにあって君きみとなる。主しゅなるわたしはこれを言いう。
    


    
      25わたしは彼かれらと平和へいわの契約けいやくを結むすび、国くにの内うちから野獣やじゅうを追おい払はらう。彼かれらは心こころを安やすんじて荒野あらのに住すみ、森もりの中なかに眠ねむる。 26わたしは彼かれらおよびわが山やまの周囲しゅういの所々ところどころを祝福しゅくふくし、季節きせつにしたがって雨あめを降ふらす。これは祝福しゅくふくの雨あめとなる。 27野のの木きは実みを結むすび、地ちは産物さんぶつを出だす。彼かれらは心こころを安やすんじてその国くににおり、わたしが彼かれらのくびきの棒ぼうを砕くだき、彼かれらを奴隷どれいとした者ものの手てから救すくい出だす時とき、彼かれらはわたしが主しゅであることを悟さとる。 28彼かれらは重かさねて、もろもろの国民こくみんにかすめられることなく、地ちの獣けものも彼かれらを食くうことはない。彼かれらは心こころを安やすんじて住すみ、彼かれらを恐おそれさせる者ものはない。 29わたしは彼かれらのために、良よい栽培さいばい所じょを与あたえる。彼かれらは重かさねて、国くにのききんに滅ほろびることなく重かさねて諸しょ国民こくみんのはずかしめを受うけることはない。 30彼かれらはその神かみ、主しゅなるわたしが彼かれらと共ともにおり、彼かれらイスラエルの家いえが、わが民たみであることを悟さとると、主しゅなる神かみは言いわれる。 31あなたがたはわが羊ひつじ、わが牧場まきばの羊ひつじである。わたしはあなたがたの神かみであると、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    

  


  


  
    第三十五章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、あなたの顔かおをセイル山やまに向むけ、これに対たいして預言よげんし、 3これに言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、セイル山やまよ、見みよ、わたしはあなたを敵てきとし、わたしの手てをあなたに向むかって伸のべ、あなたを全まったく荒あらし、 4あなたの町々まちまちを滅ほろぼす。あなたは荒あれはてる。そしてわたしが主しゅであることを悟さとる。 5あなたは限かぎりない敵意てきいをいだいて、イスラエルの人々ひとびとをその災わざわいの時とき、終おわりの刑罰けいばつの時ときに、つるぎの手てに渡わたした。 6それゆえ、主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている。わたしはあなたを血ちにわたす。血ちはあなたを追おいかける。あなたには血ちのとががあるゆえ、血ちはあなたを追おいかける 7わたしはセイル山やまを全まったく荒あらし、そこに行ゆき来きする者ものを断たち、 8その山々やまやまを殺ころされた者もので満みたす。つるぎで殺ころされた者ものが、あなたのもろもろの丘おか、もろもろの谷たに、もろもろのくぼ地ちに倒たおれる。 9わたしはあなたを、永遠えいえんの荒あれ地ちとし、あなたの町々まちまちには住すむ者ものがなくなる。そしてあなたがたは、わたしが主しゅであることを悟さとる。
    


    
      10あなたは言いう、『これら二つの国民こくみん、二つの国くにはわたしのもの、われわれはこれを獲えよう』と。しかし主しゅはそこにおられる。 11それゆえ、主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは生いきている。あなたが彼かれらを憎にくんで、彼かれらに示しめした怒いかりと、ねたみにしたがって、わたしはあなたを扱あつかう。わたしがあなたをさばく時とき、わたし自身じしんをあなたに示しめす。 12あなたがイスラエルの山々やまやまに向むかって、『これは荒あれはてて、われわれの食しょくとなる』と言いったもろもろのそしりを、主しゅなるわたしが聞きいたことをあなたは悟さとる。 13あなたがたは、わたしに対たいして口くちをもって誇ほこり、またわたしに対たいして、あなたがたの言葉ことばを多おおくした。わたしはそれを聞きいた。 14主しゅなる神かみはこう言いわれる、全ぜん地ちの喜よろこびのために、わたしはあなたを荒あれ地ちとする。 15あなたが、イスラエルの家いえの嗣し業ぎょうの荒あれるのを喜よろこんだように、わたしはあなたに、そのようにする。セイル山やまよ、あなたは荒あれ地ちとなる。エドムもすべてそのようになる。そのとき彼かれらは、わたしが主しゅであることを悟さとるようになる。
    

  


  


  
    第三十六章


    
      1人ひとの子こよ、イスラエルの山々やまやまに預言よげんして言いえ。イスラエルの山々やまやまよ、主しゅの言葉ことばを聞きけ。 2主しゅなる神かみはこう言いわれる、敵てきはあなたがたについて言いう、『ああ、昔むかしの高たかき所ところが、われわれのものとなった』と。 3それゆえ、あなたは預言よげんして言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、彼かれらはあなたがたを荒あらし、四方しほうからあなたがたを打うち滅ほろぼしたので、あなたがたは他たの国民こくみんの所有しょゆうとなり、また民たみの悪わるいうわさとなった。 4それゆえ、イスラエルの山々やまやまよ、主しゅなる神かみの言葉ことばを聞きけ。主しゅなる神かみは、山やまと、丘おかと、くぼ地ちと、谷たにと、滅ほろびた荒あれ跡あとと、人ひとの捨すてた町々まちまち、すなわちその周囲しゅういにある諸しょ国民こくみんの残のこった者ものにかすめられ、あざけられるようになったものに、こう言いわれる。 5主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしはねたみの炎ほのおをもって、他たの国民こくみんとエドム全国ぜんこくとに対たいして言いう、彼かれらは心こころゆくまで喜よろこび、心こころに誇ほこってわが地ちを自分じぶんの所有しょゆうとし、これを奪うばい、かすめた者ものである。 6それゆえ、あなたはイスラエルの地ちの事ことを預言よげんし、山やまと、丘おかと、くぼ地ちと、谷たにとに言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、あなたがたは諸しょ国民こくみんのはずかしめを受うけたので、わたしはねたみと怒いかりとをもって語かたる。 7それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしは誓ちかって言いう、あなたがたの周囲しゅういの諸しょ国民こくみんは必かならずはずかしめを受うける。
    


    
      8しかしイスラエルの山々やまやまよ、あなたがたは枝えだを出だし、わが民たみイスラエルのために実みを結むすぶ。この事ことの成なるのは近ちかい。 9見みよ、わたしはあなたがたに臨のぞみ、あなたがたを顧かえりみる。あなたがたは耕たがやされ、種たねをまかれる。 10わたしはあなたがたの上うえに人ひとをふやす。これはことごとくイスラエルの家いえの者ものとなり、町々まちまちには人ひとが住すみ、荒あれ跡あとは建たて直なおされる。 11わたしはあなたがたの上うえに人ひとと獣けものとをふやす。彼かれらはふえて、子こを生うむ。わたしはあなたがたの上うえに、昔むかしのように人ひとを住すませ、初はじめの時ときよりも、まさる恵めぐみをあなたがたに施ほどこす。その時ときあなたがたは、わたしが主しゅであることを悟さとる。 12わたしはわが民たみイスラエルの人々ひとびとをあなたがたの上うえに歩あゆませる。彼かれらはあなたがたを所有しょゆうし、あなたがたはその嗣し業ぎょうとなり、あなたがたは重かさねて彼かれらに子このない嘆なげきをさせない。 13主しゅなる神かみはこう言いわれる、彼かれらはあなたがたに向むかって、『あなたは人ひとを食くい、あなたの民たみに子このない嘆なげきをさせる』と言いう。 14あなたはもはや人ひとを食くわない。あなたの民たみに重かさねて子このない嘆なげきをさせることはないと、主しゅなる神かみは言いわれる。 15わたしは重かさねて諸しょ国民こくみんのはずかしめをあなたに聞きかせない。あなたは重かさねて、もろもろの民たみのはずかしめを受うけることはなく、あなたの民たみを重かさねてつまずかせることはないと、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    


    
      16主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 17「人ひとの子こよ、昔むかし、イスラエルの家いえが、自分じぶんの国くにに住すんだとき、彼かれらはおのれのおこないとわざとをもって、これを汚けがした。そのおこないは、わたしの前まえには、汚けがれにある女おんなの汚けがれのようであった。 18彼かれらが国くにに血ちを流ながし、またその偶像ぐうぞうをもって、国くにを汚けがしたため、わたしはわが怒いかりを彼かれらの上うえに注そそぎ、 19彼かれらを諸しょ国民こくみんの中なかに散ちらしたので、彼かれらは国々くにぐにの中なかに散ちった。わたしは彼かれらのおこないと、わざとにしたがって、彼かれらをさばいた。 20彼かれらがその行いくところの国々くにぐにへ行いったとき、わが聖せいなる名なを汚けがした。これは人々ひとびとが彼かれらについて『これは主しゅの民たみであるが、その国くにから出でた者ものである』と言いったからである。 21しかしわたしはイスラエルの家いえが、その行いくところの諸しょ国民こくみんの中なかで汚けがしたわが聖せいなる名なを惜おしんだ。
    


    
      22それゆえ、あなたはイスラエルの家いえに言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、イスラエルの家いえよ、わたしがすることはあなたがたのためではない。それはあなたがたが行いった諸しょ国民こくみんの中なかで汚けがした、わが聖せいなる名なのためである。 23わたしは諸しょ国民こくみんの中なかで汚けがされたもの、すなわち、あなたがたが彼かれらの中なかで汚けがした、わが大おおいなる名なの聖せいなることを示しめす。わたしがあなたがたによって、彼かれらの目めの前まえに、わたしの聖せいなることを示しめす時とき、諸しょ国民こくみんはわたしが主しゅであることを悟さとると、主しゅなる神かみは言いわれる。 24わたしはあなたがたを諸しょ国民こくみんの中なかから導みちびき出だし、万国ばんこくから集あつめて、あなたがたの国くにに行いかせる。 25わたしは清きよい水みずをあなたがたに注そそいで、すべての汚けがれから清きよめ、またあなたがたを、すべての偶像ぐうぞうから清きよめる。 26わたしは新あたらしい心こころをあなたがたに与あたえ、新あたらしい霊れいをあなたがたの内うちに授さづけ、あなたがたの肉にくから、石いしの心こころを除のぞいて、肉にくの心こころを与あたえる。 27わたしはまたわが霊れいをあなたがたのうちに置おいて、わが定さだめに歩あゆませ、わがおきてを守まもってこれを行おこなわせる。 28あなたがたは、わたしがあなたがたの先祖せんぞに与あたえた地ちに住すんで、わが民たみとなり、わたしはあなたがたの神かみとなる。 29わたしはあなたがたをそのすべての汚けがれから救すくい、穀物こくもつを呼よびよせてこれを増まし、ききんをあなたがたに臨のぞませない。 30またわたしは木きの実みと、田畑たはたの作物さくもつとを多おおくする。あなたがたは重かさねて諸しょ国民こくみんの間あいだに、ききんのはずかしめを受うけることがない。 31その時ときあなたがたは自身じしんの悪あしきおこないと、良よからぬわざとを覚おぼえて、その罪つみと、その憎にくむべきこととのために、みずから恨うらむ。 32わたしがなすことはあなたがたのためではないと、主しゅなる神かみは言いわれる。あなたがたはこれを知しれ。イスラエルの家いえよ、あなたがたは自分じぶんのおこないを恥はじて悔くやむべきである。
    


    
      33主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしは、あなたがたのすべての罪つみを清きよめる日ひに、町々まちまちに人ひとを住すませ、その荒あれ跡あとを建たて直なおす。 34荒あれた地ちは、行いき来きの人々ひとびとの目めに荒あれ地ちと見みえたのに引ひきかえて耕たがやされる。 35そこで人々ひとびとは言いう、『この荒あれた地ちは、エデンの園そののようになった。荒あれ、滅ほろび、くずれた町々まちまちは、堅固けんごになり、人ひとの住すむ所ところとなった』と。 36あなたがたの周囲しゅういに残のこった諸しょ国民こくみんは主しゅなるわたしがくずれた所ところを建たて直なおし、荒あれた所ところにものを植うえたということを悟さとるようになる。主しゅなるわたしがこれを言いい、これをなすのである。
    


    
      37主しゅなる神かみはこう言いわれる、イスラエルの家いえは、わたしが次つぎのことを彼かれらのためにするように、わたしに求もとめるべきである。すなわち人ひとを群むれのようにふやすこと、 38すなわち犠牲ぎせいのための群むれのように、エルサレムの祝いわい日びの群むれのようにすることである。こうして荒あれた町々まちまちは人ひとの群むれで満みちる。その時とき人々ひとびとは、わたしが主しゅであることを悟さとるようになる」。
    

  


  


  
    第三十七章


    
      1主しゅの手てがわたしに臨のぞみ、主しゅはわたしを主しゅの霊れいに満みたして出でて行いかせ、谷たにの中なかにわたしを置おかれた。そこには骨ほねが満みちていた。 2彼かれはわたしに谷たにの周囲しゅういを行ゆきめぐらせた。見みよ、谷たにの面めんには、はなはだ多おおくの骨ほねがあり、皆みないたく枯かれていた。 3彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、これらの骨ほねは、生いき返かえることができるのか」。わたしは答こたえた、「主しゅなる神かみよ、あなたはご存ぞんじです」。 4彼かれはまたわたしに言いわれた、「これらの骨ほねに預言よげんして、言いえ。枯かれた骨ほねよ、主しゅの言葉ことばを聞きけ。 5主しゅなる神かみはこれらの骨ほねにこう言いわれる、見みよ、わたしはあなたがたのうちに息いきを入いれて、あなたがたを生いかす。 6わたしはあなたがたの上うえに筋すじを与あたえ、肉にくを生しょうじさせ、皮かわでおおい、あなたがたのうちに息いきを与あたえて生いかす。そこであなたがたはわたしが主しゅであることを悟さとる」。
    


    
      7わたしは命めいじられたように預言よげんしたが、わたしが預言よげんした時とき、声こえがあった。見みよ、動うごく音おとがあり、骨ほねと骨ほねが集あつまって相あいつらなった。 8わたしが見みていると、その上うえに筋すじができ、肉にくが生しょうじ、皮かわがこれをおおったが、息いきはその中なかになかった。 9時ときに彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、息いきに預言よげんせよ、息いきに預言よげんして言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、息いきよ、四方しほうから吹ふいて来きて、この殺ころされた者ものたちの上うえに吹ふき、彼かれらを生いかせ」。 10そこでわたしが命めいじられたように預言よげんすると、息いきはこれにはいった。すると彼かれらは生いき、その足あしで立たち、はなはだ大おおいなる群衆ぐんしゅうとなった。
    


    
      11そこで彼かれはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、これらの骨ほねはイスラエルの全家ぜんかである。見みよ、彼かれらは言いう、『われわれの骨ほねは枯かれ、われわれの望のぞみは尽つき、われわれは絶たえ果はてる』と。 12それゆえ彼かれらに預言よげんして言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、わが民たみよ、見みよ、わたしはあなたがたの墓はかを開ひらき、あなたがたを墓はかからとりあげて、イスラエルの地ちにはいらせる。 13わが民たみよ、わたしがあなたがたの墓はかを開ひらき、あなたがたをその墓はかからとりあげる時とき、あなたがたは、わたしが主しゅであることを悟さとる。 14わたしがわが霊れいを、あなたがたのうちに置おいて、あなたがたを生いかし、あなたがたをその地ちに安住あんじゅうさせる時とき、あなたがたは、主しゅなるわたしがこれを言いい、これをおこなったことを悟さとると、主しゅは言いわれる」。
    


    
      15主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 16「人ひとの子こよ、あなたは一本ぽんの木きを取とり、その上うえに『ユダおよびその友ともであるイスラエルの子孫しそんのために』と書かき、また一本ぽんの木きを取とって、その上うえに『ヨセフおよびその友ともであるイスラエルの全家ぜんかのために』と書かけ。これはエフライムの木きである。 17あなたはこれらを合あわせて、一つの木きとなせ。これらはあなたの手てで一つになる。 18あなたの民たみの人々ひとびとがあなたに向むかって、『これはなんのことであるか、われわれに示しめしてくれないか』と言いう時ときは、 19これに言いえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、見みよ、わたしはエフライムの手てにあるヨセフと、その友ともであるイスラエルの部族ぶぞくの木きを取とり、これをユダの木きに合あわせて、一つの木きとなす。これらはわたしの手てで一つとなる。 20あなたが文字もじを書かいた木きが、彼かれらの目めの前まえで、あなたの手てにあるとき、 21あなたは彼かれらに言いえ。主しゅなる神かみは、こう言いわれる、見みよ、わたしはイスラエルの人々ひとびとを、その行いった国々くにぐにから取とり出だし、四方しほうから彼かれらを集あつめて、その地ちにみちびき、 22その地ちで彼かれらを一つの民たみとなしてイスラエルの山々やまやまにおらせ、ひとりの王おうが彼かれら全体ぜんたいの王おうとなり、彼かれらは重かさねて二つの国民こくみんとならず、再ふたたび二つの国くにに分わかれない。 23彼かれらはまた、その偶像ぐうぞうと、その憎にくむべきことどもと、もろもろのとがとをもって、身みを汚けがすことはない。わたしは彼かれらを、その犯おかしたすべての背信はいしんから救すくい出だして、これを清きよめる。そして彼かれらはわが民たみとなり、わたしは彼かれらの神かみとなる。
    


    
      24わがしもべダビデは彼かれらの王おうとなる。彼かれらすべての者もののために、ひとりの牧者ぼくしゃが立たつ。彼かれらはわがおきてに歩あゆみ、わが定さだめを守まもって行おこなう。 25彼かれらはわがしもべヤコブに、わたしが与あたえた地ちに住すむ。これはあなたがたの先祖せんぞの住すんだ所ところである。そこに彼かれらと、その子こらと、その子孫しそんとが永遠えいえんに住すみ、わがしもべダビデが、永遠えいえんに彼かれらの君きみとなる。 26わたしは彼かれらと平和へいわの契約けいやくを結むすぶ。これは彼かれらの永遠えいえんの契約けいやくとなる。わたしは彼かれらを祝福しゅくふくし、彼かれらをふやし、わが聖所せいじょを永遠えいえんに彼かれらの中なかに置おく。 27わがすみかは彼かれらと共ともにあり、わたしは彼かれらの神かみとなり、彼かれらはわが民たみとなる。 28そしてわが聖所せいじょが永遠えいえんに、彼かれらのうちにあるようになるとき、諸しょ国民こくみんは主しゅなるわたしが、イスラエルを聖別せいべつする者ものであることを悟さとる」。
    

  


  


  
    第三十八章


    
      1主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「人ひとの子こよ、メセクとトバルの大君おおぎみであるマゴグの地ちのゴグに、あなたの顔かおを向むけ、これに対たいして預言よげんして、 3言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、メセクとトバルの大君おおぎみであるゴグよ、見みよ、わたしはあなたの敵てきとなる。 4わたしはあなたを引ひきもどし、あなたのあごにかぎをかけて、あなたと、あなたのすべての軍勢ぐんぜいと、馬うまと、騎兵きへいとを引ひき出だす。彼かれらはみな武具ぶぐをつけ、大盾おおだて、小盾こだてを持もち、すべてつるぎをとる者もので大軍たいぐんである。 5ペルシャ、エチオピヤ、プテは彼かれらと共ともにおり、みな盾たてとかぶとを持もつ。 6ゴメルとそのすべての軍隊ぐんたい、北きたの果はてのベテ・トガルマと、そのすべての軍隊ぐんたいなど、多おおくの民たみもあなたと共ともにおる。
    


    
      7あなたは備そなえをなせ。あなたとあなたの所ところに集あつまった軍隊ぐんたいは、みな備そなえをなせ。そしてあなたは彼かれらの保護ほご者しゃとなれ。 8多おおくの日ひの後のち、あなたは集あつめられ、終おわりの年ねんにあなたは戦たたかいから回復かいふくされた地ち、すなわち多おおくの民たみの中なかから、人々ひとびとが集あつめられた地ちに向むかい、久ひさしく荒あれすたれたイスラエルの山々やまやまに向むかって進すすむ。その人々ひとびとは国々くにぐにから導みちびき出だされて、みな安やすらかに住すんでいる。 9あなたはそのすべての軍隊ぐんたいおよび多おおくの民たみを率ひきいて上のぼり、暴風ぼうふうのように進すすみ、雲くものように地ちをおおう。
    


    
      10主しゅなる神かみはこう言いわれる、その日ひに、あなたの心こころに思おもいが起おこり、悪わるい計はかりごとを企くわだてて、 11言いう、『わたしは無防備むぼうびの村々むらむらの地ちに上のぼり、穏おだやかにして安やすらかに住すむ民たみ、すべて石いしがきもなく、貫かんの木きも門もんもない地ちに住すむ者ものどもを攻せめよう』と。 12そしてあなたは物ものを奪うばい、物ものをかすめ、いま人ひとの住すむようになっている荒あれ跡あとを攻せめ、また国々くにぐにから集あつまってきて、地ちの中央ちゅうおうに住すみ、家畜かちくと貨か財ざいとを持もつ民たみを攻せめようとする。 13シバ、デダン、タルシシの商人しょうにん、およびそのもろもろの村々むらむらはあなたに言いう、『あなたは物ものを奪うばうために来きたのか。物ものをかすめるために軍隊ぐんたいを集あつめたのか。あなたは金銀きんぎんを持もち去さり、家畜かちくと貨か財ざいとを取とりあげ、大おおいに物ものを奪うばおうとするのか』と。
    


    
      14それゆえ、人ひとの子こよ、ゴグに預言よげんして言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、わが民たみイスラエルの安やすらかに住すむその日ひに、あなたは立たちあがり、 15北きたの果はてのあなたの所ところから来くる。多おおくの民たみはあなたと共ともにおり、みな馬うまに乗のり、その軍隊ぐんたいは大おおきく、その兵士へいしは強つよい。 16あなたはわが民たみイスラエルに攻せめのぼり、雲くものように地ちをおおう。ゴグよ、終おわりの日ひにわたしはあなたを、わが国くにに攻せめきたらせ、あなたをとおして、わたしの聖せいなることを諸しょ国民こくみんの目めの前まえにあらわして、彼かれらにわたしを知しらせる。
    


    
      17主しゅなる神かみはこう言いわれる、わたしが昔むかし、わがしもべイスラエルの預言者よげんしゃたちによって語かたったのは、あなたのことではないか。すなわち彼かれらは、そのころ年とし久ひさしく預言よげんして、わたしはあなたを送おくって、彼かれらを攻せめさせると言いったではないか。 18しかし主しゅなる神かみは言いわれる、その日ひ、すなわちゴグがイスラエルの地ちに攻せめ入いる日ひに、わが怒いかりは現あらわれる。 19わたしは、わがねたみと、燃もえたつ怒いかりとをもって言いう。その日ひには必かならずイスラエルの地ちに、大おおいなる震動しんどうがあり、 20海うみの魚うお、空そらの鳥とり、野のの獣けもの、すべての地ちに這はうもの、地ちのおもてにあるすべての人ひとは、わが前まえに打うち震ふるえる。また山々やまやまはくずれ、がけは落おち、すべての石いしがきは地ちに倒たおれる。 21主しゅなる神かみは言いわれる、わたしはゴグに対たいし、すべての恐おそれを呼よびよせる。すべての人ひとのつるぎは、その兄弟きょうだいに向むけられる。 22わたしは疫病えきびょうと流血りゅうけつとをもって彼かれをさばく。わたしはみなぎる雨あめと、ひょうと、火ひと、硫黄いおうとを、彼かれとその軍隊ぐんたいおよび彼かれと共ともにおる多おおくの民たみの上うえに降ふらせる。 23そしてわたしはわたしの大おおいなることと、わたしの聖せいなることとを、多おおくの国民こくみんの目めに示しめす。そして彼かれらはわたしが主しゅであることを悟さとる。
    

  


  


  
    第三十九章


    
      1人ひとの子こよ、ゴグに向むかって預言よげんして言いえ。主しゅなる神かみはこう言いわれる、メセクとトバルの大君おおぎみであるゴグよ、見みよ、わたしはあなたの敵てきとなる。 2わたしはあなたを引ひきもどし、あなたを押おしやり、北きたの果はてから上のぼらせ、イスラエルの山々やまやまに導みちびき、 3あなたの左ひだりの手てから弓ゆみを打うち落おとし、右みぎの手てから矢やを落おとさせる。 4あなたとあなたのすべての軍隊ぐんたいおよびあなたと共ともにいる民たみたちは、イスラエルの山々やまやまに倒たおれる。わたしはあなたを、諸種しょしゅの猛禽もうきんと野獣やじゅうとに与あたえて食くわせる。 5あなたは野のの面おもてに倒たおれる。わたしがこれを言いったからであると、主しゅなる神かみは言いわれる。 6わたしはゴグと、海沿うみぞいの国々くにぐにに安やすらかに住すむ者ものに対たいして火ひを送おくり、彼かれらにわたしが主しゅであることを悟さとらせる。
    


    


    
      7わたしはわが聖せいなる名なを、わが民たみイスラエルのうちに知しらせ、重かさねてわが聖せいなる名なを汚けがさせない。諸しょ国民こくみんはわたしが主しゅ、イスラエルの聖者せいじゃであることを悟さとる。 8主しゅなる神かみは言いわれる、見みよ、これは来くる、必かならず成就じょうじゅする。これはわたしが言いった日ひである。 9イスラエルの町々まちまちに住すむ者ものは出でて来きて、武器ぶきすなわち大盾おおだて、小盾こだて、弓ゆみ、矢や、手てやり、およびやりなどを燃もやし、焼やき、七年ねんの間あいだこれを火ひに燃もやす。 10彼かれらは野のから木きを取とらず、森もりから木きを切きらず、武器ぶきで火ひを燃もやし、自分じぶんをかすめた者ものをかすめ、自分じぶんの物ものを奪うばった者ものを奪うばうと、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      11その日ひ、わたしはイスラエルのうちに、墓地ぼちをゴグに与あたえる。これは旅たびびとの谷たににあって海うみの東ひがしにある。これは旅たびびとを妨さまたげる。そこにゴグとその民衆みんしゅうを埋うめるからである。これをハモン・ゴグの谷たにと名なづける。 12イスラエルの家いえはこれを埋うめて、地ちを清きよめるために七か月げつを費ついやす。 13国くにのすべての民たみはこれを埋うめ、これによって名なを高たかめる。これはわが栄さかえを現あらわす日ひであると、主しゅなる神かみは言いわれる。 14彼かれらは人々ひとびとを選えらんで、絶たえず国くにの中なかを行ゆきめぐらせ、地ちのおもてに残のこっている者ものを埋うめて、これを清きよめさせる。七か月げつの終おわりに彼かれらは尋たずねる。 15国くにを行ゆきめぐる者ものが行ゆきめぐって、人ひとの骨ほねを見みる時とき、死人しにんを埋うめる者ものが、これをハモン・ゴグの谷たにに埋うめるまで、そのかたわらに、標しるべを建たてて置おく。 16（ハモナの町まちもそこにある。）こうして彼かれらはその国くにを清きよめる。
    


    
      17主しゅなる神かみはこう言いわれる、人ひとの子こよ、諸種しょしゅの鳥とりと野のの獣けものとに言いえ、みな集あつまってこい。わたしがおまえたちのために供そなえた犠牲ぎせい、すなわちイスラエルの山々やまやまの上うえにある、大おおいなる犠牲ぎせいに、四方しほうから集あつまり、その肉にくを食くい、その血ちを飲のめ。 18おまえたちは勇士ゆうしの肉にくを食くい、地ちの君きみたちの血ちを飲のめ。雄羊おひつじ、小羊こひつじ、雄おやぎ、雄牛おうしなどすべてバシャンの肥こえた獣けものを食くえ。 19わたしがおまえたちのために供そなえた犠牲ぎせいは、飽あきるまでその脂肪しぼうを食たべ、酔ようまで血ちを飲のめ。 20おまえたちはわが食卓しょくたくについて馬うまと、騎手きしゅと、勇士ゆうしと、もろもろの戦士せんしとを飽あきるほど食たべると、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      21わたしはわが栄光えいこうを諸しょ国民こくみんに示しめす。すべての国民こくみんはわたしが行おこなったさばきと、わたしが彼かれらの上うえに加くわえた手てとを見みる。 22この日ひから後のち、イスラエルの家いえはわたしが彼かれらの神かみ、主しゅであることを悟さとるようになる。 23また諸しょ国民こくみんはイスラエルの家いえが、その悪あくによって捕とらえ移うつされたことを悟さとる。彼かれらがわたしにそむいたので、わたしはわが顔かおを彼かれらに隠かくし、彼かれらをその敵てきの手てに渡わたした。それで彼かれらは皆みなつるぎに倒たおれた。 24わたしは彼かれらの汚けがれと、とがとに従したがって、彼かれらを扱あつかい、わたしの顔かおを彼かれらに隠かくした。
    


    
      25それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、いまわたしはヤコブの幸福こうふくをもとに返かえし、イスラエルの全家ぜんかをあわれみ、わが聖せいなる名なのために、ねたみを起おこす。 26彼かれらは、その国くにに安やすらかに住すみ、だれもこれを恐おそれさせる者ものがないようになった時とき、自分じぶんの恥はじと、わたしに向むかってなした反逆はんぎゃくとを忘わすれる。 27わたしが彼かれらを諸しょ国民こくみんの中なかから帰かえらせ、その敵てきの国くにから呼よび集あつめ、彼かれらによって、わたしの聖せいなることを、多おおくの国民こくみんの前まえに示しめす時とき、 28彼かれらは、わたしが彼かれらの神かみ、主しゅであることを悟さとる。これはわたしが彼かれらを諸しょ国民こくみんのうちに移うつし、またこれをその国くにに呼よび集あつめたからである。わたしはそのひとりをも、国々くにぐにのうちに残のこすことをしない。 29わたしは、わが霊れいをイスラエルの家いえに注そそぐ時とき、重かさねてわが顔かおを彼かれらに隠かくさないと、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    

  


  


  
    第四十章


    
      1われわれが捕とらえ移うつされてから二十五年ねん、都みやこが打うち破やぶられて後のち十四年ねん、その年ねんの初はじめの月つきの十日か、その日ひに主しゅの手てがわたしに臨のぞみ、わたしをかの所ところに携たずさえて行いった。 2すなわち神かみは幻まぼろしのうちに、わたしをイスラエルの地ちに携たずさえて行いって、非常ひじょうに高たかい山やまの上うえにおろされた。その山やまの上うえに、わたしと相対あいたいして、一つの町まちのような建物たてものがあった。 3神かみがわたしをそこに携たずさえて行いかれると、見みよ、ひとりの人ひとがいた。その姿すがたは青銅せいどうの形かたちのようで、手てに麻あさのなわと、測はかりざおとを持もって門もんに立たっていた。 4その人ひとはわたしに言いった、「人ひとの子こよ、目めで見み、耳みみで聞きき、わたしがあなたに示しめす、すべての事ことを心こころにとめよ。あなたをここに携たずさえて来きたのは、これをあなたに示しめすためである。あなたの見みることを、ことごとくイスラエルの家いえに告つげよ」。
    


    
      5見みよ、宮みやの外そとの周囲しゅういに、かきがあり、その人ひとの手てに六キュビトの測はかりざおがあった。そのキュビトは、おのおの一キュビトと一ひと手て幅はばとである。彼かれが、そのかきの厚あつさを測はかると、一さおあり、高たかさも一さおあった。 6彼かれが東ひがし向むきの門もんに行いき、その階段かいだんを上のぼって、門もんの敷居しきいを測はかると、その厚あつさは一さおあり、 7その詰つめ所しょは長ながさ一さお、幅はば一さお、詰つめ所しょと、詰つめ所しょとの間あいだは五キュビトあり、内うちの門もんの廊ろうのかたわらの門もんの敷居しきいは一さおあった。 8門もんの廊ろうを測はかると八キュビトあり、 9その脇わき柱ばしらは二キュビト、門もんの廊ろうは内側うちがわにあった。 10東ひがし向むきの門もんの詰つめ所しょは、こなたに三つ、かなたに三つあり、三つとも同おなじ寸法すんぽうである。脇わき柱ばしらもまた、こなたかなたともに同おなじ寸法すんぽうである。 11門もんの入口いりぐちの広ひろさを測はかると十キュビトあり、門もんの長ながさは十三キュビトあった。 12詰つめ所しょの前まえの境さかいは一キュビト、かなたの境さかいも一キュビトで、詰つめ所しょは、こなたかなたともに六キュビトあった。 13彼かれがまたこの詰つめ所しょの裏うらから、かの詰つめ所しょの裏うらまで、門もんを測はかると、入口いりぐちから入口いりぐちまで二十五キュビトあった。 14彼かれがまた廊ろうを測はかると二十キュビトあり、門もんの廊ろうの周囲しゅういは、すべて庭にわである。 15入口いりぐちの門もんの前まえから内うちの門もんの廊ろうの前まえまで五十キュビトあり、 16詰つめ所しょと、門もんの内側うちがわの周囲しゅういの脇わき柱ばしらとに窓まどがあり、廊ろうの内側うちがわの周囲しゅういにも、同様どうように窓まどがあり、脇わき柱ばしらには、しゅろがあった。
    


    
      17彼かれがまたわたしを外そと庭にわに携たずさえ入いれると、見みよ、庭にわの周囲しゅういに設もうけた室しつと、敷石しきいしとがあり、敷石しきいしの上うえに三十の室しつがあった。 18敷石しきいしは門もんのわきにあり、門もんと同おなじ長ながさで、これは下したの敷石しきいしである。 19彼かれが下したの門もんの内うちの前まえから、内庭うちにわの外そとの前まえまでの距離きょりを測はかると、百キュビトあった。
    


    
      20また彼かれはわたしに先さきだって北きたへ行いった。見みよ、そこに外そと庭にわに属ぞくする北きた向むきの門もんがあった。彼かれはその長ながさと幅はばとを測はかった。 21その詰つめ所しょが、こなたに三つ、かなたに三つあり、また脇わき柱ばしらと廊ろうとがあった。これらは初はじめの門もんと同おなじ寸法すんぽうで、長ながさは五十キュビト、幅はばは二十五キュビトである。 22その窓まどと、廊ろうと、しゅろとは、東ひがし向むきの門もんにあるものと同おなじ寸法すんぽうである。そして七段だんの階段かいだんを経へて、それに上のぼると、廊ろうは内側うちがわにあった。 23内庭うちにわの門もんは北きたと東ひがしの門もんに向むかっていた。彼かれが門もんから門もんまでを測はかると、百キュビトあった。
    


    
      24彼かれがまたわたしを南みなみへ行いかせると、見みよ、南みなみ向むきの門もんがあった。その脇わき柱ばしらと廊ろうを測はかると、他ほかと同おなじ寸法すんぽうであった。 25これと、その廊ろうの周囲しゅういとに、他たの窓まどのような窓まどがあって、その長ながさは五十キュビト、幅はばは二十五キュビトあった。 26これを上のぼるのに七段だんの階段かいだんがあり、その廊ろうは内側うちがわにあった。その脇わき柱ばしらの上うえには、こなたに一つ、かなたに一つのしゅろがあった。 27内庭うちにわには南みなみ向むきの門もんがあり、門もんから門もんまで南みなみの方ほうへ測はかると、百キュビトあった。
    


    
      28彼かれがわたしを南みなみの門もんから内庭うちにわにはいらせ、南みなみの門もんを測はかると、さきのものと、同おなじ寸法すんぽうであった。 29その詰つめ所しょと、脇わき柱ばしらと、廊ろうとは、他たのものと同おなじ寸法すんぽうで、その門もんと、廊ろうの周囲しゅういとには窓まどがあり、門もんの長ながさは五十キュビト、幅はばは二十五キュビトであった。 30周囲しゅういに廊ろうがあって、その長ながさは二十五キュビト、幅はばは五キュビトである。 31その廊ろうは外そと庭にわに面めんして、脇わき柱ばしらの上うえにしゅろがあり、その階段かいだんは八段だんであった。
    


    
      32彼かれはまたわたしを内庭うちにわの東ひがしの方ほうに携たずさえて行いって、門もんを測はかった。それは他ほかと同おなじ寸法すんぽうであった。 33その詰つめ所しょと、脇わき柱ばしらと、廊ろうとは、他ほかと同おなじ寸法すんぽうで、その門もんと、その廊ろうの周囲しゅういとに窓まどがあり、門もんの長ながさは五十キュビト、幅はばは二十五キュビトである。 34その廊ろうは外そと庭にわに面めんし、その脇わき柱ばしらの上うえには、こなたかなたに、しゅろがあり、その階段かいだんは八段だんであった。
    


    
      35彼かれがまたわたしを北きたの門もんに携たずさえて行いって、これを測はかると、それは他ほかと同おなじ寸法すんぽうであった。 36その詰つめ所しょと、脇わき柱ばしらと、廊ろうとは、他ほかと同おなじ寸法すんぽうで、その周囲しゅういに窓まどがあり、門もんの長ながさは五十キュビト、幅はばは二十五キュビトである。 37その廊ろうは外そと庭にわに面めんし、その脇わき柱ばしらの上うえには、こなたかなたに、しゅろがあり、その階段かいだんは八段だんであった。
    


    
      38門もんの廊ろうに戸とのある室しつがあって、そこは燔祭はんさいの物ものを洗あらう所ところである。 39門もんの廊ろうに、こなたに二つの台だい、かなたに二つの台だいがあり、その上うえで、燔祭はんさい、罪祭ざいさい、愆祭けんさいの物ものをほふるのであった。 40北きたの門もんの入口いりぐちにある廊ろうの外そとの片側かたがわに、二つの台だいがあり、門もんの廊ろうの他たの側がわにも、二つの台だいがあり、 41門もんのかたわら、内側うちがわに四つの台だい、外側そとがわに四つの台だいがあって、合あわせて八つの台だいである。その上うえで、犠牲ぎせいの物ものをほふるのである。 42そこにまた燔祭はんさいのために四つの切きり石いしの台だいがあり、その長ながさは一キュビト半はん、幅はばは一キュビト半はん、高たかさは一キュビト、その上うえに燔祭はんさいおよび犠牲ぎせいをほふる器うつわを置おくのである。 43内うちの周囲しゅういに、一ひと手て幅はばの折おり釘くぎが打うちつけてあって、供そなえ物ものの肉にくは、台だいの上うえに置おかれるのである。
    


    
      44彼かれはまたわたしを、外そとから内庭うちにわに連つれてはいった。見みよ、内庭うちにわに二つの室しつがあり、一つは北きたの門もんのかたわらにあって南みなみに向むかい、一つは南みなみの門もんのかたわらにあって、北きたに向むかっていた。 45彼かれはわたしに言いった、この南みなみ向むきの室しつは、宮みやを守まもる祭司さいしのためのもの、 46また北きた向むきの室しつは、祭壇さいだんを守まもる祭司さいしのためのものである。その人ひとたちは、レビの子孫しそんのうちのザドクの子孫しそんであって、主しゅに近ちかく仕つかえる者ものたちである。 47そして彼かれが庭にわを測はかると、その長ながさは百キュビト、幅はばも百キュビトで四角かくである。宮みやの前まえには祭壇さいだんがあった。
    


    
      48彼かれがわたしを宮みやの廊ろうに連つれて行いって、廊ろうの脇わき柱ばしらを測はかると、こなたも五キュビト、かなたも五キュビトであり、門もんの幅はばは十四キュビトである。門もんの壁かべは、こなたも三キュビト、かなたも三キュビトである。 49廊ろうの長ながさは二十キュビト、幅はばは十二キュビトであり、十の階段かいだんによって上のぼるのである。脇わき柱ばしらに沿そって、こなたに一つ、かなたに一つの柱はしらがあった。
    

  


  


  
    第四十一章


    
      1彼かれがわたしを拝殿はいでんに連つれて行いって、脇わき柱ばしらを測はかると、こなたの幅はばも六キュビト、かなたの幅はばも六キュビトあった。 2その戸との幅はばは十キュビト、戸とのわきの壁かべは、こなたも五キュビト、かなたも五キュビトあった。彼かれはまた拝殿はいでんの長ながさを測はかると四十キュビト、その幅はばは二十キュビトあった。 3彼かれがまた内うちにはいって、戸との脇わき柱ばしらを測はかると、それは二キュビトあり、戸との幅はばは六キュビト、戸とのわきの壁かべは七キュビトあった。 4彼かれはまた拝殿はいでんの奥おくの室しつの長ながさを測はかると二十キュビト、幅はばも二十キュビトあった。そして彼かれはわたしに、これは至聖所しせいじょであると言いった。
    


    
      5彼かれが宮みやの壁かべを測はかると、その厚あつさは六キュビトあり、宮みやの周囲しゅういの脇間わきまの広ひろさは、四方しほうおのおの四キュビトあり、 6脇間わきまは、室しつの上うえに室しつがあって三階かいになり、各階かくかいに三十の室しつがある。宮みやの周囲しゅういの壁かべには、脇間わきまをささえる突起とっきがあった。これは脇間わきまが、宮みやの壁かべそのものによってささえられないためである。 7脇間わきまは、宮みやの周囲しゅういの各階かくかいにある突起とっきにつれて、階かいを重かさねて上うえにいくにしたがって広ひろくなり、宮みやの外部がいぶの階段かいだんが上うえに通つうじ、一階かいから三階かいへは、二階かいをとおって上のぼるのである。 8わたしはまた宮みやの周囲しゅういに高たかい所ところのあるのを見みた。脇間わきまの基もといを測はかると、六キュビトの一さおあった。 9脇間わきまの外そとの壁かべの厚あつさは五キュビト、あき地ちになっている高たかい所ところは五キュビトあった。宮みやの高たかい所ところと、 10庭にわの室しつの間あいだには、宮みやの周囲しゅういに、広ひろさ二十キュビトの所ところがあった。 11脇間わきまの戸とは、あき地ちになっている高たかい所ところに向むかって開ひらけ、一つの戸とは北きたに向むかい、一つの戸とは南みなみに向むかっていた。そのあき地ちになっている所ところの幅はばは、周囲しゅうい五キュビトであった。
    


    
      12西にしの方ほうの宮みやの庭にわに面めんした建物たてものは、幅はば七十キュビト、その建物たてものの周囲しゅういの壁かべの厚あつさは五キュビト、長ながさは九十キュビトであった。
    


    
      13彼かれが宮みやを測はかると、その長ながさは百キュビトあり、その庭にわと建物たてものと、その壁かべは長ながさ百キュビト、 14また宮みやの東ひがしに面めんした所ところと庭にわとの幅はばは百キュビトであった。
    


    
      15彼かれが西にしの方ほうの庭にわに面めんした建物たてものと、その壁かべの長ながさを測はかると、かなた、こなたともに百キュビトであった。宮みやの拝殿はいでんと、内部ないぶの室しつと、外そとの廊ろうとには、羽目板はめいたがあった。 16これらの三つのものの周囲しゅういには、すべて引込ひっこみ枠わくの窓まどがあり、宮みやの敷居しきいに面めんして、宮みやの周囲しゅういは、床ゆかから窓まどまで、羽目板はめいたであって、窓まどには、おおいがあった。 17戸との上うわの空そら所ところ、内室ないしつ、外そと室しつともに、羽目板はめいたであった。内室ないしつおよび拝殿はいでんの周囲しゅういのすべての壁かべには、同おなじように彫刻ちょうこくしてあった。 18すなわちケルビムと、しゅろとが彫刻ちょうこくしてあった。ケルブとケルブとの間あいだに、しゅろがあり、おのおののケルブには、二つの顔かおがあり、 19こなたには、しゅろに向むかって、人ひとの顔かおがあり、かなたには、しゅろに向むかって、若わかじしの顔かおがあり、宮みやの周囲しゅういは、すべてこのように彫刻ちょうこくしてあった。 20床ゆかから戸との上うえまで、ケルビムと、しゅろとが、壁かべに彫刻ちょうこくしてあった。
    


    
      21拝殿はいでんの柱ばしらは四角かくであった。聖所せいじょの前まえには、木きの祭壇さいだんに似にたものがあった。 22その高たかさは三キュビト、長ながさは二キュビト、幅はばは二キュビトで、すみと、台だいと、壁かべとは、ともに木きである。彼かれはわたしに言いった、「これは主しゅの前まえにある机つくえである」 23拝殿はいでんと聖所せいじょとには、二つの戸とがあり、 24その戸とには、二つのとびらがあった。すなわち二つの開ひらき戸どである。 25拝殿はいでんの戸とには、おのおのにケルビムと、しゅろとが、彫刻ちょうこくしてあって、それは壁かべに彫刻ちょうこくしたものと同おなじである。また外そとの廊ろうに面めんして、木きの天蓋てんがいがあり、 26廊ろうの壁かべには、こなたかなたに引込ひっこみ窓まどと、しゅろとがあった。
    

  


  


  
    第四十二章


    
      1彼かれはわたしを北きたの方ほうの内庭うちにわに連つれ出だし、庭にわに向むかった北きたの方ほうの建物たてものに対たいする室しつに導みちびいた。 2北側きたがわにある建物たてものの長ながさは百キュビト、幅はばは五十キュビトである。 3二十キュビトの内庭うちにわに続つづいて、外そと庭にわの敷石しきいしに面めんし、三階かいになった廊下ろうかがあった。 4また室しつの前まえに幅はば十キュビト、長ながさ百キュビトの通路つうろがあった。その戸とは北きたに向むかっていた。 5その建物たてものの上うえの室しつは、下したの室しつと中なかの室しつよりも狭せまかった。それは廊下ろうかのために、場所ばしょを取とったためである。 6これらは三階かいであって、外そと庭にわの柱はしらのような柱はしらは持もたなかった。それで上うえの室しつは、下したおよび中なかの室しつよりも狭せまいのである。 7室しつの外そとに沿そってかきがあり、それは他たの室しつに向むかって外そと庭にわに至いたる。その長ながさは五十キュビト、 8外そと庭にわの室しつの長ながさも五十キュビトあった。宮みやに面めんする所ところは百キュビトであった。 9これらの室しつの下したに外そと庭にわからこれにはいるように、東側ひがしがわに入口いりぐちがあった。 10外側そとがわのかきは、外そと庭にわに始はじまっている。
    


    
      南みなみの方ほうで、庭にわと建物たてものとの前まえに、室しつがあった。 11北きた向むきの室しつと同様どうように、その前まえに通路つうろがあり、その長ながさも幅はばも同様どうようで、その出口でぐちもその配置はいちもその戸とも同様どうようである。 12南みなみの室しつの下したに、人々ひとびとが通路つうろにはいる東ひがしの入口いりぐちがあり、これに対たいして隔へだてのかきがあった。
    


    
      13時ときに彼かれはわたしに言いった、「庭にわに面めんした北きたの室しつと、南みなみの室しつとは、聖せいなる室しつであって、主しゅに近ちかく仕つかえる祭司さいしたちが、最もっとも聖せいなるものを食たべる場所ばしょである。その場所ばしょに彼かれらは、最もっとも聖せいなるもの、すなわち素祭そさい、罪祭ざいさい、愆祭けんさいのものを置おかなければならない。その場所ばしょは聖せいだからである。 14祭司さいしたちが、聖所せいじょにはいった時ときは、そこから外そと庭にわに出でてはならない。彼かれらは勤つとめを行おこなう衣服いふくを、その所ところに置おかなければならない。これは聖せいだからである。彼かれらは民衆みんしゅうに属ぞくする場所ばしょに近ちかづく前まえに、他たの衣服いふくを着つけなければならない」。
    


    
      15彼かれらは宮みやの庭にわの内部ないぶを測はかり終おえると、東ひがし向むきの門もんの道みちから、わたしを連つれ出だして、宮みやの周囲しゅういを測はかった。 16彼かれが測はかりざおで、東側ひがしがわを測はかると、測はかりざおで五百キュビトあり、 17また転てんじて、北側きたがわを測はかると、測はかりざおで五百キュビトあり、 18また転てんじて、南側みなみがわを測はかると、測はかりざおで五百キュビトあり、 19また転てんじて、西側にしがわを測はかると、測はかりざおで五百キュビトあった。 20このように、四方しほうを測はかったが、その周囲しゅういに、長ながさ五百キュビト、幅はば五百キュビトのかきがあって、聖所せいじょと、俗ぞくの所ところとの隔へだてをなしていた。
    

  


  


  
    第四十三章


    
      1その後のち、彼かれはわたしを門もんに導みちびいた。門もんは東ひがしに面めんしていた。 2その時とき、見みよ、イスラエルの神かみの栄光えいこうが、東ひがしの方ほうから来きたが、その来くる響ひびきは、大水おおみずの響ひびきのようで、地ちはその栄光えいこうで輝かがやいた。 3わたしが見みた幻まぼろしの様ようは、彼かれがこの町まちを滅ほろぼしに来きた時ときに、わたしが見みた幻まぼろしと同様どうようで、これはまたわたしがケバル川がわのほとりで見みた幻まぼろしのようであった。それでわたしは顔かおを伏ふせた。 4主しゅの栄光えいこうが、東ひがしの方ほうに面めんした門もんの道みちから宮みやにはいった時とき、 5霊れいがわたしを引ひき上あげて、内庭うちにわに導みちびき入いれると、見みよ、主しゅの栄光えいこうが宮みやに満みちた。
    


    
      6その人ひとがわたしのかたわらに立たった時とき、わたしはひとりの人ひとが、宮みやの中なかからわたしに語かたるのを聞きいた。 7彼かれはわたしに言いった、「人ひとの子こよ、これはわたしの位くらいのある所ところ、わたしの足あしの裏うらの踏ふむ所ところ、わたしが永久えいきゅうにイスラエルの人々ひとびとの中なかに住すむ所ところである。またイスラエルの家いえは、民たみもその王おうたちも、再ふたたび姦淫かんいんと、王おうたちの死体したいとをもって、わが聖せいなる名なを汚けがさない。 8彼かれらはその敷居しきいを、わが敷居しきいのかたわらに設もうけ、その門柱もんちゅうを、わが門柱もんちゅうのかたわらに設もうけたので、わたしと彼かれらとの間あいだには、わずかに壁かべがあるのみである。そして彼かれらは、その犯おかした憎にくむべき事ことをもって、わが聖せいなる名なを汚けがしたので、わたしは怒いかりをもって、これを滅ほろぼした。 9今いま彼かれらに命めいじて姦淫かんいんと、その王おうたちの死体したいを、わたしから遠とおく取すり除のぞかせよ。そうしたら、わたしは永久えいきゅうに彼かれらの中なかに住すむ。
    


    
      10人ひとの子こよ、宮みやと、その外形がいけいと、設計せっけいとをイスラエルの家いえに示しめせ。彼かれらはその悪あくを恥はじるであろう。 11彼かれらがその犯おかしたすべての事ことを恥はじたら、彼かれらに、この宮みやの建たて方かた、設備せつび、出口でぐち、入口いりぐち、すべての形式けいしき、すべてのおきて、すべての規定きていを示しめせ。これを彼かれらの目めの前まえに書かき、彼かれらにそのすべての規定きていと、おきてとを守まもり行おこなわせよ。 12宮みやの規定きていはこれである。山やまの頂いただきの四方しほうの地域ちいきはみな最もっとも聖せいである。見みよ、これは宮みやの規定きていである。
    


    
      13祭壇さいだんの寸法すんぽうはキュビトですれば、次つぎのようである。（そのキュビトは一キュビトと一ひと手て幅はばである。）土台どだいは高たかさ一キュビト、幅はば一キュビト、その周囲しゅういの縁ふちは半はんキュビトである。 14祭壇さいだんの高たかさは、次つぎのとおりである。地面じめんの土台どだいから下したのかさねまで二キュビト、幅はばは一キュビト、また小ちいさいかさねから大おおきいかさねまで四キュビト、その幅はばは一キュビトである。 15祭壇さいだんの炉ろは四キュビトで、祭壇さいだんの炉ろから高たかさ一キュビトの角つのが四本ほん出でていた。 16炉ろは長ながさ十二キュビト、幅はば十二キュビトの四角形かくけいである。 17そのかさねは四方しほうとも長ながさ十四キュビト、幅はば十四キュビトの四角形かくけい、その周囲しゅういの縁ふちは幅はば半はんキュビト、その台だいは四方しほう一キュビト、その階段かいだんは東ひがしに面めんする」。
    


    
      18彼かれはわたしに言いった、「人ひとの子こよ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、祭壇さいだんを建たて、その上うえに燔祭はんさいをささげ、これに血ちを注そそぐ日ひには、次つぎのことを祭壇さいだんの定さだめとせよ。 19すなわち主しゅなる神かみは言いわれる、ザドクの子孫しそんで、わたしに近ちかく仕つかえるレビびとである祭司さいしには、罪祭ざいさいのために雄牛おうしの子こを与あたえよ。 20またその血ちをとって、これを祭壇さいだんの四つの角つのと、かさねの四すみと、周囲しゅういの縁ふちに塗ぬって、祭壇さいだんを清きよめ、これをあがなえ。 21あなたはまた罪祭ざいさいの牛うしをとって、これを聖所せいじょの外そと、宮みやのうちの定さだめられた所ところで焼やけ。 22第だい二日にちに、あなたは無傷むきずの雄おやぎを、罪祭ざいさいとしてささげよ。すなわち雄牛おうしで清きよめたように、これで祭壇さいだんを清きよめよ。 23清きよめごとを終おえたなら、無傷むきずの雄牛おうしの子こと、群むれの中なかの無傷むきずの雄羊おひつじとをささげよ。 24これを主しゅの前まえに持もってきて、祭司さいしらはその上うえに塩しおをまき、これらを燔祭はんさいとして主しゅにささげよ。 25七日なぬかの間あいだ、あなたは日々ひび雄おやぎを罪祭ざいさいとせよ。また雄牛おうしの子こと、群むれの中なかの雄羊おひつじとの無傷むきずのものをととのえ、 26七日なぬかの間あいだ、彼かれらは祭壇さいだんをあがない、これを清きよめ、これを聖別せいべつしなければならない。 27彼かれらがこれらの日ひを満みたしたとき、八日ようか目めから後のちは、祭司さいしたちは、あなたがたの燔祭はんさいと、酬恩祭しゅうおんさいとを祭壇さいだんの上うえに供そなえる。そうすれば、わたしは、あなたがたを受うけいれると、主しゅなる神かみは言いわれる」。
    

  


  


  
    第四十四章


    
      1こうして、彼かれはわたしを連つれて、聖所せいじょの東ひがしに向むいている外そとの門もんに帰かえると、門もんは閉とじてあった。 2彼かれはわたしに言いった、「この門もんは閉とじたままにしておけ、開ひらいてはならない。ここからだれもはいってはならない。イスラエルの神かみ、主しゅが、ここからはいったのだから、これは閉とじたままにしておけ。 3ただ君きみたる者ものだけが、この内うちに座ざし、主しゅの前まえでパンを食しょくし、門もんの廊ろうを通とおってはいり、またそこから外そとに出でよ」。
    


    
      4彼かれはまたわたしを連つれて、北きたの門もんの道みちから宮みやの前まえに行いった。わたしが見みていると、見みよ、主しゅの栄光えいこうが主しゅの宮みやに満みちた。わたしがひれ伏ふすと、 5主しゅはわたしに言いわれた、「人ひとの子こよ、主しゅの宮みやのすべてのおきてと、そのすべての規定きていとについて、わたしがあなたに告つげるすべての事ことに心こころをとめ、目めを注そそぎ、耳みみを傾かたむけよ。また宮みやにはいることを許ゆるされている者ものと、聖所せいじょにはいることのできない者ものとに心こころせよ。 6また反逆はんぎゃくの家いえであるイスラエルの家いえに言いえ。主しゅなる神かみは、こう言いわれる、イスラエルの家いえよ、その憎にくむべきことをやめよ。 7すなわちあなたがたは、わたしの食物しょくもつである脂肪しぼうと血ちとがささげられる時とき、心こころにも肉にくにも、割礼かつれいを受うけない異邦人いほうじんを入いれて、わが聖所せいじょにおらせ、これを汚けがした。また、もろもろの憎にくむべきものをもって、わが契約けいやくを破やぶった。 8あなたがたは、わが聖せいなる物ものを守まもる務つとめを怠おこたり、かえって異邦人いほうじんを立たてて、わが聖所せいじょの務つとめを守まもらせた。
    


    
      9それゆえ、主しゅなる神かみは、こう言いわれる、イスラエルの人々ひとびとのうちにいるすべての異邦人いほうじんのうち、心こころと肉にくとに割礼かつれいを受うけないすべての者ものは、わが聖所せいじょにはいってはならない。 10またレビ人ひとであって、イスラエルが迷まよった時とき、偶像ぐうぞうを慕したい、わたしから迷まよい出でて、遠とおく離はなれた者ものは、その罪つみを負おわなければならない。 11すなわち彼かれらはわが聖所せいじょで、仕つかえ人びととなり、宮みやの門もんを守まもる者ものとなり、宮みやに仕つかえるしもべとなり、民たみのために、燔祭はんさいおよび犠牲ぎせいのものを殺ころし、彼かれらの前まえに立たって仕つかえなければならない。 12彼かれらはその偶像ぐうぞうの前まえで民たみに仕つかえ、イスラエルの家いえにとって、罪つみのつまずきとなったゆえ、主しゅなる神かみは言いわれる、わたしは彼かれらについて誓ちかった。彼かれらはその罪つみを負おわなければならない。 13彼かれらはわたしに近ちかづき、祭司さいしとして、わたしに仕つかえることはできない。またわたしの聖せいなる物もの、および最もっとも聖せいなる物ものに、近ちかづいてはならない。彼かれらはそのおこなった憎にくむべきことのため、恥はじを負おわなければならない。 14しかし彼かれらには、宮みやを守まもる務つとめをさせ、そのもろもろの務つとめと、宮みやでなすべきすべての事こととに当あたらせる。
    


    
      15しかしザドクの子孫しそんであるレビの祭司さいしたち、すなわちイスラエルの人々ひとびとが、わたしを捨すてて迷まよった時ときに、わが聖所せいじょの務つとめを守まもった者ものどもは、わたしに仕つかえるために近ちかづき、脂肪しぼうと血ちとをわたしにささげるために、わたしの前まえに立たてと、主しゅなる神かみは言いわれる。 16すなわち彼かれらはわが聖所せいじょに入いり、わが台だいに近ちかづいてわたしに仕つかえ、わたしの務つとめを守まもる。 17彼かれらが内庭うちにわの門もんにはいる時ときは、麻あさの衣服いふくを着きなければならない。内庭うちにわの門もんおよび宮みやの内うちで、務つとめをなす時ときは、毛織物けおりものを身みにつけてはならない。 18また頭あたまには亜麻あま布ぬのの冠かんむりをつけ、腰こしには亜麻あま布ぬのの袴はかまをつけなければならない。ただし汗あせの出でるような衣ころもを身みにつけてはならない。 19彼かれらは外そと庭にわに出でる時とき、すなわち外そと庭にわに出でて民たみに接せっする時ときは、務つとめをなす時ときの衣服いふくは脱ぬいで聖せいなる室しつに置おき、ほかの衣服いふくを着きなければならない。これはその衣服いふくをもって、その聖せいなることを民たみにうつさないためである。 20彼かれらはまた頭あたまをそってはならない。また髪かみを長ながくのばしてはならない。その頭あたまの髪かみは切きらなければならない。 21祭司さいしはすべて内庭うちにわにはいる時ときは、酒さけを飲のんではならない。 22また寡婦かふ、および出だされた女おんなをめとってはならない。ただイスラエルの家いえの血統けっとうの処女しょじょ、あるいは祭司さいしの妻つまで、やもめになったものをめとらなければならない。 23彼かれらはわが民たみに、聖せいと俗ぞくとの区別くべつを教おしえ、汚けがれたものと、清きよいものとの区別くべつを示しめさなければならない。 24争あらそいのある時ときは、さばきのために立たち、わがおきてにしたがってさばき、また、わたしのもろもろの祭まつりの時ときは、彼かれらはわが律法りっぽうと定さだめを守まもり、わが安息日あんそくにちを、聖別せいべつしなければならない。 25死人しにんに近ちかづいて、身みを汚けがしてはならない。ただ父ちちのため、母ははのため、むすこのため、娘むすめのため、兄弟きょうだいのため、夫おっとをもたない姉妹しまいのためには、近ちかよって身みを汚けがすことも許ゆるされる。 26このような人ひとは、汚けがれた後のち、自身じしんのために、七日なぬかの期間きかんを数かぞえよ。そうすれば清きよまる。 27彼かれは聖所せいじょに入いり、内庭うちにわに行いき、聖所せいじょで務つとめに当あたる日ひには、罪祭ざいさいをささげなければならないと、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      28彼かれらには嗣し業ぎょうはない。わたしがその嗣し業ぎょうである。あなたがたはイスラエルの中なかで、彼かれらに所有しょゆうを与あたえてはならない。わたしが彼かれらの所有しょゆうである。 29彼かれらは素祭そさい、罪祭ざいさい、愆祭けんさいの物ものを食たべる。すべてイスラエルのうちのささげられた物ものは彼かれらの物ものとなる。 30すべての物ものの初はつなりの初物はつもの、およびすべてあなたがたのささげるもろもろのささげ物ものは、みな祭司さいしのものとなる。またあなたがたの麦粉むぎこの初物はつものは祭司さいしに与あたえよ。これはあなたがたの家いえが、祝福しゅくふくされるためである。 31祭司さいしは、鳥とりでも獣けものでも、すべて自然しぜんに死しんだもの、または裂さき殺ころされたものを食たべてはならない。
    

  


  


  
    第四十五章


    
      1あなたがたは、くじを引ひき、地ちを分わけて、それを所有しょゆうするときには、地ちの一部いちぶを聖せいなる地所じしょとして主しゅにささげよ。その長ながさは二万五千キュビト、幅はばは二万キュビトで、その区域くいきはすべて聖せいなる地ちである。 2そのうち聖所せいじょに属ぞくするものは縦横たてよこ五百キュビトずつであって、それは四角かくである。また五十キュビトの空地くうちをその周囲しゅういにつくれ。 3あなたはこの聖せいなる地所じしょから長ながさ二万五千キュビト、幅はば一万キュビトを測はかり取とり、その中なかに聖所せいじょと至聖所しせいじょとを設もうけよ。 4これは国くにの中なかで聖せいなる所ところであって、主しゅに近ちかく仕つかえる聖所せいじょの仕つかえ人びとである祭司さいしに帰き属ぞくする。これは彼かれらのためには家いえを建たてる所ところ、聖所せいじょのためには聖地せいちとなる。 5また長ながさ二万五千キュビト、幅はば一万キュビトの別べつの地所じしょは、宮みやに仕つかえるレビびとに帰属きぞくし、彼かれらの住すむ町まちのための所有しょゆうとする。
    


    
      6聖地せいちとして区別くべつした部分ぶぶんに沿そい、幅はば五千キュビト、長ながさ二万五千キュビトは、町まちの所有しょゆうとせよ。これはイスラエル全家ぜんかのものとなる。
    


    
      7また君きみたる者ものの分ぶんは、かの聖地せいちと町まちの所有しょゆう地ちとの、こなたかなたにある。すなわち聖地せいちと町まちの所有しょゆう地ちに沿そい、西にしと東ひがしに向むかい、部族ぶぞくの分ぶんの一つに応おうじて、地所じしょの西にしから東ひがしの境さかいに至いたり、 8その所有しょゆうの地所じしょはイスラエルの中なかにある。わたしの君きみたちは、重かさねてわたしの民たみをしえたげず、部族ぶぞくにしたがってイスラエルの家いえに土地とちを与あたえる。
    


    
      9主しゅなる神かみは、こう言いわれる、イスラエルの君きみたちよ、暴虐ぼうぎゃくと略奪りゃくだつとをやめ、公道こうどうと正義せいぎを行おこなえ。わが民たみを追おいたてることをやめよと、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      10あなたがたは正ただしいはかり、正ただしいエパ、正ただしいバテを用もちいよ。 11エパとバテとは同どう量りょうにせよ。すなわちバテをホメルの十分ぶんの一とし、エパもホメルの十分ぶんの一とし、すべてホメルによって量りょうを定さだめよ。 12一シケルは二十ゲラである。五シケルは五シケル、十シケルは十シケルとせよ。一ミナは五十シケルとせよ。
    


    
      13あなたがたがささげるささげ物ものはこれである。すなわち、一ホメルの小麦こむぎのうちから六分ぶんの一エパをささげ、大麦おおむぎ一ホメルのうちから六分ぶんの一エパをささげよ。 14油あぶらは一コルのうちから十分ぶんの一バテをささげよ。コルはホメルと同おなじく十バテに当あたる。 15またイスラエルの氏族しぞくから、家畜かちくの群むれ二百につき一頭とうの羊ひつじを出だして、素祭そさい、燔祭はんさい、酬恩祭しゅうおんさいとし、彼かれらのために、あがないをなせと主しゅなる神かみは言いわれる。 16国くにの民たみは皆みなこれをイスラエルの君きみにささげ物ものとせよ。 17また祭日さいじつ、ついたち、安息日あんそくにち、すなわちイスラエルの家いえのすべての祝いわい日びに、燔祭はんさい、素祭そさい、灌祭かんさいを供そなえるのは、君きみたる者ものの務つとめである。すなわち彼かれはイスラエルの家いえのあがないのために、罪祭ざいさい、素祭そさい、燔祭はんさい、酬恩祭しゅうおんさいをささげなければならない。
    


    
      18主しゅなる神かみは、こう言いわれる、正月しょうがつの元日がんじつに、あなたは無傷むきずの雄牛おうしの子こを取とって聖所せいじょを清きよめよ。 19祭司さいしは罪祭ざいさいの獣けものの血ちを取とって、宮みやの柱はしらと祭壇さいだんのかさねの四すみ、および内庭うちにわの門もんの柱はしらに塗ぬれ。 20月つきの七日なぬかに、あなたがたは、過失かしつや無知むちのために罪つみを犯おかした者もののために、このように行いって宮みやのためにあがないをなせ。
    


    
      21正月しょうがつの十四日かに、あなたがたは過越すぎこしの祭まつりを祝いわえ。七日なぬかの間あいだ、種たねを入いれぬパンを食たべよ。 22その日ひに君きみたる者ものは、自身じしんのため、また国くにのすべての民たみのため、雄牛おうしをささげて罪祭ざいさいとし、 23祝いわい日びである七日なぬかの間あいだは、七頭とうの雄牛おうしと、七頭とうの雄羊おひつじの無傷むきずのものを、七日なぬかの間あいだ毎日まいにち、燔祭はんさいとして主しゅに供そなえよ。また、雄おやぎを罪祭ざいさいとして日々ひびささげよ。 24また素祭そさいとして麦粉むぎこ一エパを各かく雄牛おうしのため、一エパを各かく雄羊おひつじのためにととのえ、油あぶら一ヒンを各かくエパに加くわえよ。 25七月がつ十五日にちの祝いわい日びに、彼かれは七日なぬかの間あいだ、罪祭ざいさい、燔祭はんさい、素祭そさいおよび油あぶらを、このように供そなえなければならない。
    

  


  


  
    第四十六章


    
      1主しゅなる神かみは、こう言いわれる、内庭うちにわにある東ひがし向むきの門もんは、働はたらきをする六日かの間あいだは閉とじ、安息日あんそくにちにはこれを開ひらき、またついたちにはこれを開ひらけ。 2君きみたる者ものは、外そとから門もんの廊ろうをとおってはいり、門もんの柱はしらのかたわらに立たて。そのとき祭司さいしたちは、燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいとをささげ、彼かれは門もんの敷居しきいで、礼拝れいはいして出でて行いくのである。しかし門もんは夕暮ゆうぐれまで閉とじてはならない。 3国くにの民たみは安息日あんそくにちと、ついたちとに、その門もんの入口いりぐちで主しゅの前まえに礼拝れいはいをせよ。 4君きみたる者ものが、安息日あんそくにちに主しゅにささげる燔祭はんさいは、六頭とうの無傷むきずの小羊こひつじと、一頭とうの無傷むきずの雄羊おひつじとである。 5また素祭そさいは雄羊おひつじのために麦粉むぎこ一エパ、小羊こひつじのための素祭そさいは、その人ひとのささげうる程度ていどとし、麦粉むぎこ一エパに油あぶら一ヒンを加くわえよ。 6ついたちには無傷むきずの雄牛おうしの子こ一頭とう、六頭とうの小羊こひつじおよび一頭とうの雄羊おひつじをささげよ。これらはすべて無傷むきずのものでなければならない。 7素祭そさいは雄牛おうしのために麦粉むぎこ一エパ、雄羊おひつじのために麦粉むぎこ一エパ、小羊こひつじのためには、その人ひとのささげうる程度ていどのものを供そなえよ。また麦粉むぎこ一エパに油あぶら一ヒンを加くわえよ。 8君きみたる者ものがはいる時ときは門もんの廊ろうの道みちからはいり、またその道みちから出でよ。
    


    
      9国くにの民たみが、祝いわい日びに主しゅの前まえに出でる時とき、礼拝れいはいのため、北きたの門もんの道みちからはいる者ものは、南みなみの門もんの道みちから出でて行いき、南みなみの門もんの道みちからはいる者ものは、北きたの門もんの道みちから出でて行いけ。そのはいった門もんの道みちからは、帰かえってはならない。まっすぐに進すすんで、出でて行いかなければならない。 10彼かれらがはいる時とき、君きみたる者ものは、彼かれらと共ともにはいり、彼かれらが出でる時とき、彼かれも出でなければならない。
    


    
      11祭日さいじつと祝いわい日びには、素祭そさいとして、若わかい雄牛おうしのために麦粉むぎこ一エパ、雄羊おひつじのために麦粉むぎこ一エパ、小羊こひつじのためには、その人ひとのささげうる程度ていどのものを供そなえ、麦粉むぎこ一エパには油あぶら一ヒンを加くわえよ。 12また君きみたる者ものが、心こころからの供そなえ物ものとして、燔祭はんさいまたは酬恩祭しゅうおんさいを主しゅにささげる時ときは、彼かれのために東ひがしに面めんした門もんを開ひらけ。彼かれは安息日あんそくにちに行おこなうように、その燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいを供そなえ、そして退出たいしゅつする。その退出たいしゅつの後のち、門もんは閉とざされる。
    


    
      13彼かれは日ひごとに一歳さいの無傷むきずの小羊こひつじを燔祭はんさいとして、主しゅにささげなければならない。すなわち朝あさごとに、これをささげなければならない。 14彼かれは朝あさごとに、素祭そさいをこれに添そえてささげなければならない。すなわち麦粉むぎこ一エパの六分ぶんの一に、これを潤うるおす油あぶら一ヒンの三分ぶんの一を、素祭そさいとして主しゅにささげなければならない。これは常燔祭じょうはんさいのおきてである。 15すなわち朝あさごとに常燔祭じょうはんさいとして、小羊こひつじと素祭そさいと油あぶらとをささげなければならない。
    


    
      16主しゅなる神かみは、こう言いわれる、君きみたる者ものが、もしその嗣し業ぎょうから、その子このひとりに財産ざいさんを与あたえる時ときは、それはその子こらの嗣し業ぎょうの所有しょゆうとなる。 17しかし彼かれがその奴隷どれいのひとりに、嗣し業ぎょうの一部分いちぶぶんを与あたえる時ときは、それは彼かれの解放かいほうの年ねんまで、その人ひとに属ぞくしていて、その後のちは君きみたる人ひとに帰かえる。彼かれの嗣し業ぎょうは、ただその子こらにだけ伝つたわるべきである。 18君きみたる者ものはその民たみの嗣し業ぎょうを取とって、その財産ざいさんを継つがせないようにしてはならない。彼かれはただ、自分じぶんの財産ざいさんのうちから、その子こらにその嗣し業ぎょうを、与あたえなければならない。これはわが民たみのひとりでも、その財産ざいさんを失うしなわないためである」。
    


    
      19こうして彼かれはわたしを連つれて、門もんのかたわらの入口いりぐちから、北きた向むきの祭司さいしの聖せいなる室しつに、はいらせた。見みると、西にしの奥おくの方ほうに一つの場所ばしょがあった。 20彼かれはわたしに言いった、「これは祭司さいしたちが愆祭けんさいおよび罪祭ざいさいのものを煮に、素祭そさいのものを焼やく所ところである。これは外そと庭にわにそれらを携たずさえ出でて、聖せいなるべきことを、民たみにうつさないためである」。
    


    
      21彼かれはまたわたしを外そと庭にわに連つれ出だし、庭にわの四すみを通とおらせた。見みよ、庭にわのこのすみにも庭にわがあり、また庭にわのかのすみにも庭にわがあった。 22すなわち庭にわの四すみに小ちいさい庭にわがあり、長ながさ四十キュビト、幅はば三十キュビトで、四つとも同おなじ大おおきさである。 23その四つの小ちいさい庭にわの内部ないぶの四方しほうには、石いしの壁かべがあり、周囲しゅういの壁かべの下したに、物ものを煮にる所ところが設もうけてあった。 24彼かれはわたしに言いった、「これらは宮みやの仕つかえ人びとたちが、民たみのささげる犠牲ぎせいのものを煮にる台所だいどころである」。
    

  


  


  
    第四十七章


    
      1そして彼かれはわたしを宮みやの戸口とぐちに帰かえらせた。見みよ、水みずの宮みやの敷居しきいの下したから、東ひがしの方ほうへ流ながれていた。宮みやは東ひがしに面めんし、その水みずは、下したから出でて、祭壇さいだんの南みなみにある宮みやの敷居しきいの南みなみの端たんから、流ながれ下くだっていた。 2彼かれは北きたの門もんの道みちから、わたしを連つれ出だし、外そとをまわって、東ひがしに向むかう外そとの門もんに行いかせた。見みよ、水みずは南みなみの方ほうから流ながれ出でていた。
    


    
      3その人ひとは東ひがしに進すすみ、手てに測はかりなわをもって一千キュビトを測はかり、わたしを渡わたらせた。すると水みずはくるぶしに達たっした。 4彼かれがまた一千キュビトを測はかって、わたしを渡わたらせると、水みずはひざに達たっした。彼かれがまた一千キュビトを測はかって、わたしを渡わたらせると、水みずは腰こしに達たっした。 5彼かれがまた一千キュビトを測はかると、渡わたり得えないほどの川かわになり、水みずは深ふかくなって、泳およげるほどの水みず、越こえ得えないほどの川かわになった。 6彼かれはわたしに「人ひとの子こよ、あなたはこれを見みるか」と言いった。
    


    
      それから、彼かれはわたしを川かわの岸きしに沿そって連つれ帰かえった。 7わたしが帰かえってくると、見みよ、川かわの岸きしのこなたかなたに、はなはだ多おおくの木きがあった。 8彼かれはわたしに言いった、「この水みずは東ひがしの境さかいに流ながれて行いき、アラバに落おち下くだり、その水みずが、よどんだ海うみにはいると、それは清きよくなる。 9おおよそこの川かわの流ながれる所ところでは、もろもろの動うごく生いき物ものが皆みな生いき、また、はなはだ多おおくの魚うおがいる。これはその水みずがはいると、海うみの水みずを清きよくするためである。この川かわの流ながれる所ところでは、すべてのものが生いきている。 10すなどる者ものが、海うみのかたわらに立たち、エンゲデからエン・エグライムまで、網あみを張はる所ところとなる。その魚うおは、大海たいかいの魚うおのように、その種類しゅるいがはなはだ多おおい。 11ただし、その沢さわと沼ぬまとは清きよめられないで、塩しお地ちのままで残のこる。 12川かわのかたわら、その岸きしのこなたかなたに、食物しょくもつとなる各種かくしゅの木きが育そだつ。その葉はは枯かれず、その実みは絶たえず、月つきごとに新あたらしい実みがなる。これはその水みずが聖所せいじょから流ながれ出でるからである。その実みは食用しょくように供きょうせられ、その葉はは薬くすりとなる」。
    


    
      13主しゅなる神かみは、こう言いわれる、「あなたがたがイスラエルの十二の部族ぶぞくに、嗣し業ぎょうとして土地とちを分わけ与あたえるには、その境さかいを次つぎのように定さだめなければならない。ヨセフには二つの分ぶんを与あたえよ。 14あなたがたは、これを公平こうへいに分わけよ。これはわたしが、あなたがたの先祖せんぞに与あたえると誓ちかったもので、これは嗣し業ぎょうとして、あなたがたに属ぞくするものである。
    


    
      15その地ちの境さかいはこのとおりである。北きたは大海たいかいからヘテロンの道みちを経へて、ハマテの入口いりぐちおよびゼダデに至いたり、 16またベロテおよびダマスコとハマテの境さかいにあるシブライムに至いたり、ハウランの境さかいにあるハザル・ハテコンに及およぶ。 17その境さかいは海うみからダマスコの北きたの境さかいにあるハザル・エノンにおよび、北きたの方ほうはハマテがその境さかいである。これが北きたの方ほうである。
    


    
      18東ひがしの方ほうは、ハウランとダマスコの間あいだのハザル・エノンから、ギレアデとイスラエルの地ちとの間あいだの、ヨルダンに沿そい、東ひがしの海うみに至いたり、タマルに及およぶ。これが東ひがしの方ほうである。
    


    
      19南みなみの方ほうはタマルからメリボテ・カデシの川かわに及および、そこからエジプトの川かわに沿そって大海たいかいに至いたる。これが南みなみの方ほうである。
    


    
      20西にしの方ほうはハマテの入口いりぐちに至いたる大海たいかいを境さかいとする。これが西にしの方ほうである。
    


    
      21あなたがたはこのように、イスラエルの部族ぶぞくに従したがって、この地ちをあなたがたの間あいだに分割ぶんかつせよ。 22あなたがたは、くじをもって、これをあなたがたのうちに分わけ、またあなたがたのうちにいて、あなたがたのうちに、子こを生うんだ寄留きりゅうの他国たこく人じんのうちに分わけて、嗣し業ぎょうとせよ。彼かれらは、あなたがたには、イスラエルの人々ひとびとのうちの本国ほんごく人じんと同様どうようである。彼かれらもあなたがたと一緒いっしょにくじを引ひいて、イスラエルの部族ぶぞくのうちに嗣し業ぎょうを得えるべきである。 23他国たこく人じんには、その住すんでいる部族ぶぞくのうちで、その嗣し業ぎょうをこれに与あたえなければならないと、主しゅなる神かみは言いわれる。
    

  


  


  
    第四十八章


    
      1イスラエルの部族ぶぞくの名なは次つぎのとおりである。北きたの果はてからヘテロンの道みちを経へて、ハマテの入口いりぐちに至いたり、ハマテに相対あいたいするダマスコの北きたの境さかいにあるハザル・エノンに及および、東ひがしの方ほうから西にしの方ほうへのびる地方ちほう、これがダンの分ぶんである。 2ダンの領地りょうちに沿そって、東ひがしの方ほうから西にしの方ほうへのびる地方ちほう、これがアセルの分ぶんである。 3アセルの領地りょうちに沿そって、東ひがしの方ほうから西にしの方ほうへのびる地方ちほう、これがナフタリの分ぶんである。 4ナフタリの領地りょうちに沿そって、東ひがしの方ほうから西にしの方ほうへのびる地方ちほう、これがマナセの分ぶんである。 5マナセの領地りょうちに沿そって、東ひがしの方ほうから西にしの方ほうへのびる地方ちほう、これがエフライムの分ぶんである。 6エフライムの領地りょうちに沿そって、東ひがしの方ほうから西にしの方ほうへのびる地方ちほう、これがルベンの分ぶんである。 7ルベンの領地りょうちに沿そって、東ひがしの方ほうから西にしの方ほうへのびる地方ちほう、これがユダの分ぶんである。
    


    
      8ユダの領地りょうちに沿そって、東ひがしの方ほうから西にしの方ほうへのびる地方ちほうは、あなたがたのささげる献納けんのう地ちとせよ。その幅はばは二万五千キュビト、その東ひがしの方ほうから西にしの方ほうへのびる長ながさは、部族ぶぞくの一つの分ぶんに同おなじで、聖所せいじょはその中なかにある。 9すなわちあなたがたの主しゅにささげる献納けんのう地ちは長ながさ二万五千キュビト、幅はば二万キュビトとである。 10これが祭司さいしへの聖せいなる献納けんのう地ちである。すなわち祭司さいしの分ぶんは、北きたは二万五千キュビト、西にしは幅はば一万キュビト、東ひがしは幅はば一万キュビト、南みなみは長ながさ二万五千キュビトである。主しゅの聖所せいじょはその中なかにある。 11これはイスラエルの人々ひとびとが迷まよい出でた時とき、レビびとが迷まよったように迷まよったことはなく、わが務つとめを守まもり通とおしたザドクの子孫しそんのうちから、聖別せいべつされた祭司さいしに属ぞくする。 12このようにレビびとの境さかいに沿そって、いと聖せいなる地ち、すなわち聖せいなる献納けんのう地ちが、特別とくべつな分ぶんとして彼かれらに帰き属ぞくする。 13レビびとの分ぶんは祭司さいしの所有しょゆう地ちの境さかいに沿そって、長ながさ二万五千キュビト、幅はば一万キュビト、すなわち、そのすべての長ながさ二万五千キュビト、幅はば二万キュビトである。 14彼かれらはこれを売うってはならない、また交換こうかんしてはならない、またその大事だいじな分ぶんを手てばなしてはならない。これは主しゅに属ぞくする聖せいなる物ものだからである。
    


    
      15その残のこりの地ちすなわち幅はば五千キュビト、長ながさ二万五千キュビトは町まちのため、すみかのため、また郊外こうがいのための一般人いっぱんじんの地所じしょとせよ。町まちはその中なかに置おけ。 16一般人いっぱんじんの地所じしょの広ひろさは次つぎのとおりである。すなわち北きたの方ほう四千五百キュビト、南みなみの方ほう四千五百キュビト、東ひがしの方ほう四千五百キュビト、西にしの方ほう四千五百キュビトである。 17町まちは郊外こうがいを含ふくむ。郊外こうがいは北きた二百五十キュビト、南みなみ二百五十キュビト、東ひがし二百五十キュビト、西にし二百五十キュビトである。 18聖せいなる献納けんのう地ちに沿そっている残のこりの地ちの長ながさは東ひがしへ一万キュビト、西にしへ一万キュビトである。これは聖せいなる献納けんのう地ちに沿そっており、その産物さんぶつは町まちの働はたらき人ひとの食物しょくもつとなる。 19町まちの働はたらき人ひとは、イスラエルのすべての部族ぶぞくから出でて、これを耕作こうさくするのである。 20あなたがたがささげる献納けんのう地ちの全体ぜんたいは二万五千キュビト四方しほうである。これは町まちの所有しょゆう地ちと共ともに聖せいなる献納けんのう地ちである。
    


    
      21聖せいなる献納けんのう地ちと町まちの所有しょゆう地ちとの、こなたかなたの残のこりの地ちは、君きみたる者ものに属ぞくする。これは聖せいなる献納けんのう地ちの二万五千キュビトに面めんして東ひがしの境さかいに至いたり、西にしはその二万五千キュビトに面めんして西にしの境さかいに至いたり、部族ぶぞくの分ぶんに沿そうもので、君きみたる者ものに属ぞくする。聖せいなる献納けんのう地ちと、宮みやの聖所せいじょとは、その中なかにある。 22町まちの所有しょゆう地ちは、君きみたる者ものに属ぞくする部分ぶぶんの中なかにあり、そして君きみたる者ものの分ぶんは、ユダの領地りょうちと、ベニヤミンの領地りょうちとの間あいだにある。
    


    
      23なお残のこりの部族ぶぞくでは東ひがしの方ほうから西にしの方ほうに至いたる地方ちほう、これがベニヤミンの分ぶんである。 24ベニヤミンの領地りょうちに沿そって、東ひがしの方ほうから西にしの方ほうに至いたる地方ちほう、これがシメオンの分ぶんである。 25シメオンの領地りょうちに沿そって、東ひがしの方ほうから西にしの方ほうに至いたる地方ちほう、これがイッサカルの分ぶんである。 26イッサカルの領地りょうちに沿そって、東ひがしの方ほうから西にしの方ほうに至いたる地方ちほう、これがゼブルンの分ぶんである。 27ゼブルンの領地りょうちに沿そって、東ひがしの方ほうから西にしの方ほうに至いたる地方ちほう、これがガドの分ぶんである。 28南みなみの方ほうはガドの領地りょうちに沿そって、タマルからメリボテ・カデシの水みずに至いたり、そこからエジプトの川かわに沿そって大海たいかいに至いたる。 29これはあなたがたが、くじをもってイスラエルの部族ぶぞくのうちに分わけて、嗣し業ぎょうとすべき地ちである。これが彼かれらの分ぶんであると、主しゅなる神かみは言いわれる。
    


    
      30町まちの出口でぐちは次つぎのとおりである。北きたの方ほうの長ながさは四千五百キュビトである。 31町まちの門もんはイスラエルの部族ぶぞくの名なにしたがい、三つの門もんになっている。すなわちルベンの門もん、ユダの門もん、レビの門もんである。 32東ひがしの方ほうは四千五百キュビトであって、三つの門もんがある。すなわちヨセフの門もん、ベニヤミンの門もん、ダンの門もんである。 33南みなみの方ほうは四千五百キュビトであって、三つの門もんがある。すなわちシメオンの門もん、イッサカルの門もん、ゼブルンの門もんである。 34西にしの方ほうは四千五百キュビトであって、三つの門もんがある。すなわちガドの門もん、アセルの門もん、ナフタリの門もんである。 35町まちの周囲しゅういは一万八千キュビトあり、この日ひから後のち、この町まちの名なは『主しゅそこにいます』と呼よばれる」。
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